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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ　　始まりの記憶




　────トントン。

　控ひかえめなノックが、木製の扉とびらを外側から叩たたく。

　黄ばんだ裸はだか電でん球きゆうしか光源のない、薄うす暗ぐらい納な屋や。その隅すみで毛布をかぶってうずくまっていた黒くろ髪かみの少年は、うっすらと目を開けて音がした方向へ目を向けた。

「…………」

　年ねん齢れいはまだ十にも満たない程度。眼光は鋭するどく、近づきがたい雰ふん囲い気きをかもしだしている。その姿は、まるで手負いの獣けもののようであった。

　少年が沈ちん黙もくしていると、再びトントンとノックの音が響ひびいた。

　ほどなくして、恐おそる恐おそるといった感じにノブが回り、蝶ちよう番つがいが軋きしみを上げる。

「────あっ、いた」

　ひょっこりと覗のぞいたのは、闇やみよりも深い漆しつ黒こくの長ちよう髪はつ。

　少年よりも一回り幼い、小さな少女だった。

　彼女の両手には、トレーに載のせられた簡素な食事が並べてある。

「返事くらいして。いないんじゃないかって思った」

「…………」

「しゃべれないの？　わたしより大きいのに」

　可愛かわいらしい見た目にそぐわない毒どく舌ぜつを吐はきながら、少女は少年の前に食事を置く。

　一見すると豪ごう胆たんな態度にも思えたが、それは彼女の単なる強がりなのだと、少年はとっくに気づいていた。怯おびえた目を見ればわかる。

「……なんでだ」

　ふと、そんな疑問が口から漏もれた。

　仕事を終えて逃にげるように納屋から出て行こうとしていた少女は肩かたを震ふるわせる。

「な、なんでって？」

「お前も、お前の親父おやじも。なんで俺に構う？　ほっとけばいいだろ、他人なんだから」

　自じ暴ぼう自じ棄きになった瞳ひとみで、少年はシミだらけの天てん井じようを見上げた。

　……両親は死んだ。兄弟も死んだ。帰る場所も、全部、失った。

　いきなり現れた闇色の化け物が故郷の街を燃やし尽つくすのを眺ながめながら、少年も幼いながら自分は死ぬのだと悟さとった。実際、そうなっていたらどれだけ楽だったろう。

　そう、自分を闇から救い出したあの男の存在がなければ────。

「俺は……とっくの昔に死んだ。死んだ人間に構うんじゃねえ」

　あの男に命を救われ、身柄を引き取られると決まったとき、少年は自分でも驚おどろくくらいに拒きよ絶ぜつを示した。

　……自分はあのときに死んだ。そう思わなければ何もかもを失った現実に押し潰つぶされそうだったから。自ら好きこのんで納屋に寝ね泊とまりすることを選び、ひたすら自分の殻からに閉じこもっていた。

　あの男がかけてくれる優やさしい言葉にも、必死で耳を貸さないように努めた。

「……ほっといてくれ」

　最後に出た言葉は、自分でも情けなくて泣きたくなるくらいだった。

　納屋に沈黙が舞まい降おりる。

　こちらを見る少女は困こん惑わくしているようだった。それはそうだろう。まだ十に満たないくらいの子供が、誰だれかの心の傷を癒いやし、救ってやれる言葉など持っているはずもない。

　ただ、少女の瞳には困惑と同時に、また別の感情が浮うかんでいた。

「……知らない。そんなの、知らないっ」

　それは、怒いかり。

　いや、いっそのこと「敵意」と言ってしまっていいかもしれない。

　それくらい激しく、鮮せん烈れつな感情を、少女は真まっ直すぐにぶつけてきた。

「わたしだってわかんないっ。ただ、パパが言うから。大好きなパパにご飯を運んで、お世話してあげてってお願いされたから。本当はお前のことなんかキライだ！　いつも怖こわいし、睨にらんでくるし、なにもしゃべってくれないし……」

　怒ど濤とうの勢いでまくしたてた少女の声は、最後のほうは消え入るようにしぼんだ。

　それでも、涙なみだぐんだ目で少年のことをキッと見み据すえる。

「で、でも。これもパパが言ってた。お前は、わたしたちの新しい家族なんだって。『お前の兄さんなんだから、優しくしてあげなさい』って。わたしはお前のことなんかキライだけど……か、家族がいなくなっちゃうのはイヤだから」

　恐る恐ると、食事の載ったトレーを少年のほうに押す。

「ちゃんと、食べて。じゃないと、本当に死んじゃうから」

　少年は驚いたように目を剝むいた。

「そ、それにっ。毎回ご飯を残されるともったいない。というか、そっちが本当の理由！　さっきの言葉、やっぱり忘れろ！」

「……ぷっ。ははははは」

「な、なななななにがおかしい!?」

　照れ隠かくしをするように言いつくろう少女を見て、思わず笑ってしまった。

「……本当に。お節せつ介かいだ」

「え？」

「それ、貸せよ」

　少年は床ゆかに置かれたトレーを引き寄せると、あぐらを搔かいてパンの一つに手をつけた。

　かじって、咀そ嚼しやくし、吞のみ込むと、胃の中に熱いものが広がっていくのを感じた。ここ一週間、まともな食事を口にしていなかったこともあって、体中に失いつつあった生気が巡めぐっていくようだ。

「……泣いてるの？」

　黙もく々もくと食事をとっていると、少女が戸と惑まどったような声をかけてくる。

　……泣いている？

　不思議に思って頰ほおに触ふれてみると、確かに瞳から透とう明めいな滴しずくが流れていた。

「うっせえ。見んな」

「なっ!?　せ、せっかく心配してやったのに……！」

「心配してくれなんて頼たのんでない。一言も、一度だって」

　少年は袖そでで涙を拭ぬぐうと、鋭い目つきで少女を睨み返した。

「だけど、お前らが『生きろ』ってうるさいから。いつまでも騒さわがれてちゃ、夜もまともに眠ねむれねえ。しょうがないから、しばらくは生きてやる」

　簡単に割り切ることなんてできない。

　それでも、彼らが自分を『家族』と呼ぶなら。

　少しくらいは────前向きに考えてやらなくもないと思えた。




「ふ、ふざけるなぁっ！」




　そのとき、少女が我に返ったように大きな声をあげた。

「調子に乗るなっ。パパに優しくされているのに、えらそうに！　やっぱり、わたしはお前が大キライだ！」

「いちいち耳元でやかましい奴やつだな。えらそうなのは性格だ、ほっとけ」

「そんな性格あって堪たまるかッ」

　互たがいに憎にくまれ口を叩いて、そっぽを向き合う。

　だが、その険悪そうな空気の中にも、数分前にはなかった温かみみたいなものが感じられた。互いに嫌きらいながらも、相手の心のほんの一部に触れられたように。

「わ、わたしはパパが言ってるから従ってるだけで、お前のことを家族と認めたわけじゃないからな!?　そこのところは勘かん違ちがいするなよッ？」

「……はいはい。わかったよ」

　可愛くないことを言う少女に、少年はやれやれと肩を竦すくめる。

　肩を怒いからせ納屋から出て行く小さな背中を見送っていると、不意に彼女が振ふり返った。

「……い、今までのこと。反省する気があるなら、ちゃんと家のほうに来て。パパもすごく心配してるから」

　囁ささやく程度だったが、少年の耳には届いていた。

　少年────ヒビキ＝デルヴェイドは、不敵な笑えみで返してやる。

「ああ。考えといてやるよ」




　それは、遠い過去の記き憶おく。

　彼らが兄妹きようだいとしての一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かんの────今は取り戻もどせない、優しい時間。







　　　第一章　　剣聖




「────これより、他都市対たい抗こう戦選せん抜ばつの最終戦を執とり行う。両者共に前へ」

　観声に沸わく、闘とう技ぎスタジアム。

　コートの中央に立つメイド服姿のアイシア＝ルクイスト教官が、高らかにそう告げた。

　鼓こ膜まくを打つ喧けん騒そうに包まれながら、ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアは緊きん張ちよう気味に一歩を踏み出す。この試合は、勝敗以上に彼女にとって特別な意味を持つものだった。

「ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。ならびにヒビキ＝デルヴェイド。お前たちはこれまでの試合の戦績で、すでに代表入りが確定している。しかし、それは同時に……」

「相変わらず開始前の口上が長ぇよ、メイド教官。眠いから手短に頼む」

　アイシア先生の言葉を遮さえぎるように、ミルドの対面から腑ふ抜ぬけた声が飛んできた。

　鞘さや入りの神機聖剣エクスカリスを片手に、欠伸あくびをかみ殺す黒髪の少年。目鼻立ちは鋭く、細身ながらも鍛きたえ抜ぬかれた均整の取れた体つき。一見すると獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつとさせるが、彼の顔に浮かぶ表情は怠たい惰だそのものでしかなかった。

　そのふざけた態度にミルドがむっと眉まゆをひそめるまでもなく、アイシア先生が有う無むをいわせぬ気き迫はくで彼────ヒビキを睨みつける。

「そうだな。私は主に貴様に言っているのだ」

「あ？　すまん、言ってる意味がよくわからん」

「手を抜くな。試合中は神機聖剣エクスカリスの全力解放が認にん可かされている以上、常に危険が伴ともなう。適当にやって大おお怪け我がを負った……など笑い話にもならんぞ」

「まあ。十年後くらいの酒の肴さかなくらいにはなりそうだな」

　真ま面じ目めなアイシア先生の忠告に、あくまでヒビキは不真面目な返事をする。

　正直、傍そばで二人の会話を聞いているミルドもやきもきした。

　だが、目くじらを立てて騒ぎ立てることは我が慢まんする。彼と言い合えば、必死で築いてきた優等生キャラが崩くずされてしまうことも、ミルドはちゃんと学んでいた。

（こ、ここは我慢よ……。こっちが本気で斬きりかかれば、あいつだってふざけてはいられないはず！　そして、今度こそ見返してやるんだからっ！）

　そう、ミルドにとってこの試合はリベンジマッチなのだ。

　最初の出会い、ヒビキと戦ったミルドは惨ざん敗ぱいを喫きつした。彼と親しくなった後も、その事実はずっと心の中に残り続けていた。

　都市対抗戦の代表入りを果たしたからといって、負けた悔くやしさは消えない。

　いや、代表入りした今だからこそ、自分がなせる最大級の力でこいつを倒たおす！

　やる気がなさそうなヒビキと対照的に、ミルドはそんな想おもいを胸の中で燃やしていた。

「大体、結果が決まったのに残り試合を消化しなきゃいけない意味がわからん」

「学内リーグ戦は総当たり戦だ。決まりは決まり、ルールには従え」

「……メンドくせぇ」

「とにかく、無様な試合は許さん。互いに全力を尽つくすように。試合開始時刻は定例通りに二分後とする。以上だ」

　腕うで時計で時間を確認しながら、アイシア先生がコートの外がい縁えんへ下がっていく。

　アイシア先生に声が届かなくなったことを確かめてから、ミルドは口を開いた。

「ヒビキ。ちゃんとやってよ？」

　ボソリとつぶやくと、耳をほじっていたヒビキが半眼でこちらを見る。

「お前もメイド教官と同じこと言うのかよ。どんだけ信用ねえんだ、俺は」

「だ、だって。今のあんた、見るからに手を抜きそうじゃない」

　不安そうにするミルドを眺ながめながら、ヒビキは首をひねった。

「なに硬かたくなってんだよ。そのデカ乳ちちのせいで肩かたでも凝こってんのか？」

「ぶふッ!?　あ、ああああああああんたねぇ……！」

「冗じよう談だんだ。俺を倒すためのリベンジマッチ……ってとこだろ？　お前としては」

　考えていたことをズバリ言い当てられて、ミルドは思わず顔を真っ赤にした。

　わかりやすい反応に、ヒビキが意地悪くニヤリと笑う。

「相変わらず面めん倒どうくせえくらいにクソ真面目だな。あれは逆上したお前の隙すきをついただけで、厳密には勝利とは言わねえよ。正式な試合でもなかったしな」

「そ、そんなの関係ないわっ。そ、それに、あんたに勝ちたいのは単に悔しいだけが理由じゃなくて────」

「あ？」

「な、なんでもない！」

　ミルドは誤ご魔ま化かすようにそっぽを向いた。

　……そして、胸の中で恥はずかしさに悶もだえる。

　ヒビキに勝ちたい理由。それは負けた悔しさと同時に、もう一つあった。

　先日起こった《邪神シエイド》襲しゆう撃げき事件の際。ミルドは彼に危ないところを助けられた。それだけじゃない。彼は自分の目標を肯こう定ていしてくれた人であり、支えてくれる友人であり、どうしようもない理り不ふ尽じんをぶち壊こわしてくれるヒーローのような存在でもあった。

　感謝、憧あこがれ、依い存ぞん。普ふ段だんのふざけた態度に呆あきれつつも、ヒビキに対してそのような感情が芽生えつつあるのも事実。

　だけど、ヒビキは憧れであると同時に、同じ目標を持つライバルでもあるのだ。

（助けてもらってばかりじゃいられない……。あたしだってできるって証明しなきゃ！）

　くだらない意地だ。ヒビキに言ったら、また笑われるだろう。

　それでも、ミルドにとって彼を見返すことは、非常に大きな意味を持っていた。

「……ったく。しゃあねえな」

　ヒビキは顔を赤くして黙だまり込むミルドを見やりながら、ボリボリと頭を搔く。

「昨晩、アニスに炊すい飯はんジャーのなんたるかを延々と聞かされたせいで寝ね不ぶ足そくなんだが」

「あんたたち兄妹の間に一体なにがあったのよッ!?」

「そこまで言うならこの勝負、一つ条件をつけようぜ」

　ニヤリと笑うヒビキに、ミルドは訝いぶかしげに目を細める。

「条件……？」

「ああ。互いに代表入りを果たしたこの状じよう況きよう、そもそもモチベーションを上げろってのが無理な話だろ。お前みたいな熱血はいけるかもしらんが、少なくとも俺は無理だ。だから、試合の勝ち負けによって条件をつける」

　無気力極きわまりない宣言を堂々とするヒビキは、ピッと人差し指を立てた。

「負けたほうが、勝ったほうの言うことをなんでも聞く。これでどうだ？」

　ミルドは大きく目を見開いた。

「な、なんでも？　なんでもって、本当になんでも!?」

「そうだな。言われたことは基本的に絶対だ。そのほうが燃えるだろ」

「っ……。け、けけけけけけだものッ」

　年ねん齢れい不相応にたわわな胸むな元もとを両手で庇かばったミルドは、イヤイヤと首を振った。

「あああああんんた、あたしに何させる気よ!?　も、もしかして……!?」

　急に背中を向けると、屈かがみ込んでブツブツとつぶやき始める。

「ひ、膝ひざ枕まくらさせろとか……ううん、あのヒビキがそんな軽い命令で済ますはずがないわ……！　まさか裸はだかエプロン!?　裸エプロンでお料理作らせて、挙句の果てにアーンさせろとか言うんじゃないでしょうね!?　……はわっ……はわあああああああああっ！」

「おーい。よくわからんが、いい加減に妄もう想そうの世界から帰ってこーい」

　ヒビキは呆れたように肩を竦めて、

「断るならそれでもいい。お前の勝手だ」

　突つき放されるように言われ、ミルドはハッと息を吞のむ。

　……この条件、蹴けるのは簡単だ。仮に負けた際のリスクも負わずに済む。

　だが、そうなるとこの男は確実に手を抜くだろう。負けるのを恐おそれて逃にげ腰ごしになるというのも、自分的に後ろ向きであまり好ましくない。

「わ、わかったわよ……望むところだわッ」

「おっ、強気だな。そうこなくっちゃ」

　ヒビキがケラケラと笑ったところで、スタジアム全体に試合のブザーが鳴り響ひびいた。

　騒さわがしかった観衆が一いつ斉せいに押し黙り、会場の緊きん張ちよう感かんが一気に高まる。

「────それでは始めッ」

　アイシア先生の凜りんとした開始宣言と同時。

　ミルドは鮮あざやかな手つきで、腰こし元もとの神機聖剣エクスカリス二本を鞘から抜き放った。

　手のひらに《魔ダ力ス光ク》の輝かがやきが灯ともり、聖剣本体へと流れ込む。

（この試合、なんとしてでも勝ってやるわッッッ!!）

　────ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。信しん仰こう値ち１０６００。

　ホログラムのウインドが展開し、それぞれの刀身から激しい炎ほのおと氷が噴ふん出しゆつする。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　《灼天の炎竜トワイライト・サラマンドラ》、《蒼月の氷狼エクリプス・フエンリル》────放射ブラストッッ!!」

　コート内を、瞬またたく間まに強きよう烈れつな熱気と冷気が支配した。




「……兄さん」

　戦闘が開始されたコート内を見下ろしながら、観覧席の一角に腰かけるアニス＝デルヴェイドは複雑そうな表情をした。

　隣となりに座るセミロングの女生徒が、チラリと目配せをする。

「やっぱり兄であるヒビキが心配か、アニス？」

「……イオさん」

「まあ無理もない。私の目から見ても、ミルドの成長は著いちじるしい」

　イオは口元に手を当てて、気難しそうな表情をする。

　コートに立つミルドの周囲には今、彼女を中心として強大な炎と氷の渦うずが形成されていた。離はなれているこの場所からも、その熱気と冷気に息が詰つまりそうだ。

「先日の《邪神シエイド》襲撃事件。あれ以来、ミルドの信仰値は飛ひ躍やく的に上じよう昇しようした。以降も、あいつは日々の研けん鑽さんを惜おしまず、確実に数値を上昇させている」

　信仰値。聖せい剣けん使いにとっては聖剣の解放度とも連動している、能力そのものを表しているにも等しい数値である。

　通常の学生は、学院のカリキュラムをこなす三年間で平均三千程度の数値を獲かく得とくする。しかしミルドはこの短期間でさらに四百ほどの数値を上昇させているのだ。彼女の聖剣使いとしての研鑽、そしてその努力の重みが、如によ実じつに表れていると言っていいだろう。

「しかし。だからといって、ヒビキに勝てるという保証はない。あいつはなんと言うか……色々な意味でイレギュラーだからな。順当な戦力分ぶん析せきが通じるなら、最初からミルドが負けるなんてこともなかっただろうし」

　それは、不安そうにしているアニスを慰なぐさめると同時に、素す直なおな賞賛の言葉でもあった。

　ヒビキ＝デルヴェイドは、とある事情により神機聖剣エクスカリスを鞘さやから抜ぬけない。いわば異い端たん中の異端であり、聖剣使いと呼べるかもわからない存在だ。

　しかし彼は、その状態にあっても聖剣使いの最高位《聖機士オーデイン》になると宣言した。そして、その宣言に恥じない奇き跡せきを、平然と成しえてきたのだ。

「どちらが勝つか。それは誰だれにも予測不可能だ。二人の身内であり友人である私たちには、彼らの無事を祈いのって見守ることしかできない」

　イオの言葉通り、すでに消化試合であるにもかかわらず、闘とう技ぎスタジアムはあふれんばかりの人と、異様な熱気に包まれていた。

　先日の《邪神シエイド》襲撃からまだ日も浅く、スタジアムの修しゆう繕ぜんは完全に済んではいない。観覧席が被害を受けたため座る場所もなく、立ち見をしている生徒までいた。

　それだけ、この予測できない対戦カードに、学院中の誰もが注目しているということ。

　だが、イオが緊張を高まらせるそのすぐ傍かたわらで────。

「ああいえ。そんなことはどうでもいいんです」

「……はい？」

　不意に返ってきたアニスのあっさりとした返事に、イオは目を点にした。

　アニスはお構いなしに、心配そうな表情でコート内を眺め続けている。

「わたしが懸け念ねんしているのは────兄さんが試合中、ミルドさんに対して肉体的なセクハラを働かないか否いなか、それだけです。不ふ可か抗こう力りよくを装よそおってあの大きすぎる脂し肪ぼうの塊かたまりにタッチなんてしようものなら、どうしてやりましょう？　火あぶり？　水責め？　十じゆう字じ架かに縛しばりつけて貧ひん乳にゆうのよさに目覚めるまで徹てつ底てい的てきに調教というのもいいですね、フフフフ」

「…………」

　イオは何かを悟さとり切った表情で、少し身を引いた。

　不気味な笑いを漏もらすアニスからそっと目を逸そらし、コートのほうへ視線を向ける。

「……頑がん張ばれ、ヒビキ。私は陰かげながらお前の無事を祈ってるぞ」

　ホロリと、思わず涙なみだがこぼれてしまった。




「《魔ダ力ス光ク》の再装そう塡てん！　概がい念ねん指定『刃ブレード』！　────放射ブラストッ!!」

　ゴゥッ！

　長大な炎の刃やいばが大気を一いつ閃せんし、燃え盛さかりながら振ふり抜かれた。

　ヒビキは軽く膝ひざを落として、潜くぐり抜けるように回かい避ひする。刃を中心に発生する熱気の余波はすさまじく、躱かわしたにもかかわらず毛先が焦こげる臭においがした。

「素敵な天然パーマになったらどうしてくれんだコラ」

「お望みならアフロヘアーにしてあげてもいいわよッ？」

　ヒビキの軽口に対し威い嚇かくするように返したミルドは、炎の聖剣を振り抜いた反動を利用してターンを踏ふむ。次いで、回転の勢いを殺さぬまま氷の聖剣を振り返りざまに一閃。

　ヒビキは咄とつ嗟さにバックステップを踏んで、彼女の攻こう撃げき範はん囲いから逃のがれた。

「相変わらず、派手な能力だな」

　剣筋が横よこ薙なぎに通過するなり、その軌き跡せきに沿うように真下の地面が氷結するのを見て、ヒビキは思わず苦笑いを漏らした。

　ミルドの神機聖剣エクスカリスは『熱気と冷気の概念指定、およびその概念の具現化』。

　要するに……聖剣から発生した炎と氷を自在に好きな形にできるという、単純ながらも強力で応用の利きくものだ。

　なによりも、その出力がハンパではない。聖剣を二本扱あつかえるという異才を持つことからも、彼女の体に内在する《魔ダ力ス光ク》の総量は相当である。

　しかし今までは、その出力が逆に仇あだとなり、聖剣自体に振り回されている感があった。

　強力だが粗あらが目立って大ぶり。そのぶん隙すきを突きやすく、最初に勝てた理由もそこにあるとヒビキは分析している。

　だが────。

「…………」

　すぐに追撃がくるだろうと構えていたヒビキは、眉まゆをひそめる。

　こちらの後退を確かく認にんしたミルドは、無理に追い打ちをかけようとはせず、しっかりと体勢を立て直して様子を窺うかがっていた。

「……おいおい。らしくねえな」

「あたしだって手て堅がたい戦い方は苦手だけどね。攻せめるだけじゃあんたに勝てないことくらい、ちゃんと学習してる」

「そりゃ残念だ。いつも通りロケットみたいに飛んでくれれば、愉ゆ快かいだったんだが」

　冗じよう談だん交じりに肩かたを竦すくめつつ、ヒビキは内心で嘆たん息そくする。

　……この状況はマズい。

　ミルドの聖剣が大味で、体ごと振り回されるほど高出力な事実は変わらない。だが、それを扱う者の頭が熱くなっているのと冷えているのでは、立ち回りに大きな差がある。

「あんたの強さは、相手の大おお技わざの隙をつけること。……こんな風にッ」

　言うなり、ミルドは炎の聖剣を上から斜ななめ下へ振り下ろした。

　刀身から炎の斬ざん撃げきが飛ぶ。小規模なものだが、そのぶんだけ速度が異常に速い。

　ヒビキは反射的に自身の鞘入りの聖剣を構え、その斬撃を正面から受けた。

　ギィンッ！

　耳に痛い破砕音と共に、炎の斬撃が粉々に砕くだけ散る。

　……物理法則さえ捻ねじ曲げる《魔ダ力ス光ク》を、鞘から抜いてすらいない聖剣で打ち消す。

　通常では考えられない現象だった。

「《虚空無刃ゼロ・キヤンセル》……だったわよね？　《魔ダ力ス光ク》の流動性のある神機聖剣エクスカリスの鞘で受けて、相手の攻こう撃げきを無力化する。あたしみたいな火力偏へん重ちよう型の聖剣使いにとって、正直その技は天敵だわ」

「……へぇ。だからジワジワ攻めようってか？」

「ううん。違ちがうわ」

　ミルドはかぶりを振る。

「あんたに勝つため、最初はそういう方法も考えた。でも、違うの。そんなんで勝ったって、本当の勝利とは言えない。だから────」

　ブワッと。ミルドの体を中心に、規格外の《魔ダ力ス光ク》の波動が迸ほとばしった。

「一分の隙さえ与えない火力であんたを押しつぶす。それがあんたを倒たおすための、あたしの答えよ！」

　瞬しゆん間かん、ミルドの両手にある聖剣が根元から砕けた。

　粒りゆう子し状になった炎と氷の残ざん骸がいは空中で混じり合い、再びミルドの手元に集つどう。

　そして、虹こう霓げいの輝きを放つ双そう剣けんが再構成された。

　圧あつ倒とう的な力の脈動を感じさせるソレは、周囲の大気をビリビリと振しん動どうさせて、発現者である当のミルドでさえ持て余しているように思えた。

「くぅっ……！」

　その多大な力を上から押さえつけるように、ミルドはグッと姿勢を低くする。

「概念指定……『動体ビースト』！　最大放射リミツト・ブラストォッッ!!」

　とたん、ミルドの眼前で激しい炎が逆巻き、さらにその上から氷ひよう塊かいが炎を封ふうじ込めるように形成された。

　業ごう火かを内包した氷の獣けものが降り立ち、地鳴りを起こすほどの咆ほう哮こうをあげる。

「きゃああああああっ！」

「な、なんだアレ!?　ミスクレシアの聖剣にあんな能力あったかッ？」

　観覧席で試合を見ていた生徒から、ざわめきが起こる。

　単なる驚きよう愕がくではない。彼らの瞳ひとみには明らかな恐きよう怖ふが宿っていた。それだけ、ミルドが作り出した獣は尋じん常じようならざる気き迫はくと圧力を放っている。

　直接対たい峙じするヒビキも、全高三メートルはあろうかという異形の獣に口笛を吹ふいた。

「アイギールに認められて、力が上昇したってのはアニスから聞いてたけどな。それが今のお前の全力か？　勘かん弁べんしてほしいぜ」

「まだよ。お姉ちゃんや正規の剣機士スレイプニール…………なにより、あたしが目指す『聖機士オーデイン』には、こんなものじゃ届かない」

　炎氷の獣を傍らに侍はべらせるミルドは、玉のような汗あせを浮うかべてかぶりを振る。

「それでも、あたしはこの力を完全に使いこなして、いずれ自分の夢を叶かなえてみせる。あんたはその最初の壁かべよ！　さっさとぶち壊こわしてあげるから、覚かく悟ごしなさい!!」

　ミルドは右手の双剣を振りかざし、「行け！」と大だい喝かつした。

　地を抉えぐり、炎氷の獣が高く跳ちよう躍やくする。虹にじ色いろの筋を引いて頭上に駆かけあがると、そこから急速に方向転てん換かんして、ヒビキの頭上へ直下してきた。

　ヒビキは本能で危険を察知し、事前に横っ飛びになることで、辛かろうじてこれを回避した。炎を纏まとう氷の鉤かぎ爪づめが地面を捉とらえ、コンクリートが易やす々やすとえぐり取られる。激げき突とつの衝しよう撃げきで飛び散る石せつ塊かいを片手で弾はじきながら、ヒビキは足を止めずに後ろへ下がり続けた。

「啼ないて！　オルトロス！」

　すかさずミルドが命令を飛ばす。

　オルトロスと呼ばれた獣は、逞たくましい四し肢しで地面を踏みしめ、高く咆哮した。

　瞬間、周囲に無差別の火柱があがる。その一本がすぐ背後に発生し、危あやうく背中から飛び込みそうになったヒビキは、地面に聖剣を突つき立てて緊きん急きゆうのブレーキを踏んだ。

　その一瞬の隙。頭上にフッと小こ柄がらな影かげが映り込む。

　跳躍したミルドが双剣を振りかざし、降下しながら斬きりかかってくる。

「……チッ。同時攻撃かよ。さすがに無理しすぎじゃね？」

　遠えん隔かく操作型の能力を使う場合、そのぶんに集中力を割さくため、必然的に発現者は無防備になりやすい。しかも、あれだけ強力な能力ならば本体が直接攻撃に参加するなどもってのほかだ。それだけミルドは体力と集中力をこの瞬間につぎ込んでいる。

　おそらくは、短期決戦を狙ねらっているのだろう。

「あんな馬ば鹿かみたいに強力なワンコロ、そう長くは使し役えきできない……選せん択たくとしちゃ正しくはあるけどな！」

　ヒビキは地面に突き刺さした聖剣を素す早ばやく起こすと、梃てこの原理で顔面大の石塊を抉りだし、そのまま斬りかかってくるミルドへ思いっきり投石した。

　ミルドは即そく座ざに攻撃を中断して身をのけぞらせる。

　一直線に飛んだ石塊が彼女の顎あごスレスレを擦さつ過かしていった。

「せ、聖剣を使って投石とか……！」

「なに。能力が使えないぶん、使えるもんは使うわな」

　ヒビキは聖剣を逆手に構えると、間かん髪はつを入れずに跳躍。

　回避直後の無防備なミルドを狙う。

「ッ!?」

　だが、振るった聖剣が彼女を捉える前に、炎氷の獣が真横から喰くらいついてきた。

　迫せまりくる炎を纏まとった鋭するどい氷ひよう牙がを、迅じん速そくに狙いを変えることでなんとか弾く。

　反動でヒビキは吹き飛ばされ、背中から地面に激突した。

　背肉を貫かん通つうして肺が軋きしみ、一瞬だけ呼吸が止まる。

「ぐッ……」

「今よ、オルトロス！　隙を与えずに襲おそって！」

　追撃を躱かわして着地したミルドも、体力の消しよう耗もうが激しく膝をついていた。しかし、なおもオルトロスに命令を下し、ヒビキに襲い掛かからせる。

　体へのダメージをまともに回復できないまま、ヒビキは腕うでの力だけで跳はね起きた。前方を見ると、すでに数メートルといかないところに大口を振りかざすオルトロスの姿。

　あまりに絶望的な光景に、むしろ笑えてきた。

「だが……簡単には負けてやらねえよッ」

　気き丈じように吼ほえて、ヒビキは逆に飛び込んでいくように踏み出した。

　走りながら鞘さや入りの聖剣を水平に構える。

「────ッ!!」

　それとほぼ同時、オルトロスの牙きばがヒビキの聖剣に食い掛かる。

　殺さつ到とうしてくる多大な質量に、ミシリと筋肉が軋む。靴くつ裏うらを滑すべらせながら何とか踏みとどまるも、直後に刀身を銜くわえ込むオルトロスの口から身を焼くような熱気が漏もれ出した。

　氷牙の間を縫ぬうように業火が逆巻き、ヒビキを襲う。

「……鞘……奔ばしりッ。『流牙』！」

　業火が身に届く寸前、ヒビキは銜え込まれた聖剣に思いっきり力を入れて、振り抜ぬく。

　バチィ！　と、鞘周りに紫し電でんが迸る。オルトロスから流れ込み、滞たい留りゆうしていた《魔ダ力ス光ク》を、返しの一撃として自身の攻撃力へと変へん換かん。

　オルトロスの口角から罅ひびが走り、バキバキと崩ほう壊かいし始めた。

『────グオオオオオオオオオオオォォォォォ────！』

「悪いな。あばよ、ワンコロ！」

　地面を揺ゆるがすような破は砕さい音と共に、オルトロスの全身は完全に崩壊した。

　表皮の代わりをしていた氷塊と、内包されていた炎が一いつ斉せいに飛び散り、ヒビキはその余波から逃にげるように飛び退のく。

　そのとき────空気中に舞まう炎と氷の奥で、信じられないものを目にした。

「ありがとう、オルトロス。時間稼ぎはもう充分よ」

　胸の前で腕を交差させる構えでたたずむ、一人の少女。

　それぞれの手には虹霓の輝かがやきを持つ双剣。柄つか周りの装そう甲こうがガシュッと音を立ててスライドしたかと思うと、そこから多量の炎と氷を噴ふき出した。

「おいおい……！　まだこんな余力が────!?」

「概がい念ねん指定『刃ブレード』！　顕けん現げんしなさい────天を断つ双翼ツヴアイ・ネメシス!!」

　炎と氷は混じり合って刃の形を成し、コートの端はしから端まで届くほどの長大な二振ふりの光の剣となった。

　その様は、ミルドの体から伸のびる羽のようでもある。もし天使というものが現実に存在するとしたならば、きっとあのような姿をしていただろう。

　この距きよ離りからでも、あの刃ならば届く。

　後ろに跳とんだばかりのヒビキに、次の一撃を回かい避ひする術すべはなかった。いや、仮に体勢が崩くずされていなくても、まともに受けられる保証はない。今のミルドの体から迸る《魔ダ力ス光ク》は、見た目の神こう々ごうしさ以上に凄すさまじいものだ。

「これで終わりよ！」

　光の剣が振るわれる。

　大気をバチバチと焼き払はらいながら左右から迫る脅きよう威いを前に、ヒビキは諦あきらめたように構えていた聖剣を下ろし、




　そして、ミルドの頭上を指さした。




「ッ!?!?」

　ミルドの足元に差す影。何かが頭上から迫ってきている。

　迅速に上空をふり仰あおぎ、回避に徹てつする。

　すると、視界に映り込んだのは────。

「石!?　も、もしかして、さっきの!?」

　ヒビキがミルドの奇き襲しゆうを阻はばむ際に、地面から抉り出して投げつけた岩石。

　それが頭上から落下し、間かん一いつ髪ぱつのところで地面へめり込んだ。

　しかし回避に専念したことで、極限まで高めていた集中力が途と切ぎれてしまう。

　ミルドの双剣に集つどっていた光の刃やいばは霧む散さんし、空気中へと溶とけて消えた。

「し、しまっ────！」

「はい、ご苦労さん」

「～～～～～っ!?」

　彼女が前を向いたときには、すでにヒビキが眼前まで迫ってきていた。

　ヒビキはミルドを押し倒たおし、鞘入りの聖剣の切っ先を喉のど元もとへ突き立てる。切れ味こそ皆かい無むだが、少しでも力を入れれば彼女の細い喉元など一瞬で砕くだけるだろう。

　……会場に静せい寂じやくが舞い降りる。

　その後に、

「────そこまでッ。勝者、ヒビキ＝デルヴェイド！」

　会場が一気に沸わいた。

　ヒビキは喉元へ突き付けていた聖剣を引く。仰あお向むけに倒れるミルドは悔くやしげにグッと下した唇くちびるを嚙かんだ後、脱だつ力りよくするように肩かたを落とした。

「最初から……あたしの隙すきを突くことが狙いだったわけ？」

「お前自身も言ってただろ。俺がお前に勝つには、こういう方法が一番だって。最後のアレはさすがに予想できてなくて一瞬ヒヤッとしたけどな」

　力ちから業わざで攻せめてくる相手の足元を掬すくい、搦からめ手てで仕留める。

　ヒビキのもっとも得意とするところであり、ミルド自身も警けい戒かいしていることだった。それでも最終的にこのような結果になったのは、彼女が死力を尽つくして戦うことを選んだ、気高き聖剣使いだったからだろう。

「実際、防戦主体でジワジワ攻められてたらヤバかったかもな」

「……慰なぐさめなんかいらないわよ。能力を節制しながら戦うなんてあたし向きじゃないし、付け焼き刃でためしたところでジリ貧ひんになってた。どの道、あたしの負け」

「拗すねんなよ。それに、お前のそういう真まっ直すぐなところ好きだぜ？」

　軽い口調でそう言うヒビキに、ミルドはボンッと顔から湯気をあげる。

「す、すすすす好き……!?　バカッ。そういう言葉を簡単に……！」

「なに恥はずかしがってんだ？　他意はねえよ」

「そ、それにしたって場所ってものが……もし誰だれかに聞かれて勘かん違ちがいでもされたら……」

「────そうだな。場所を弁わきまえることは大切だ」

　唐とう突とつに傍かたわらから声がして、ミルドはビクッと肩を震ふるわせた。

　ヒビキがゆるゆる振り返ると、そこに仁に王おう立だちをするメイド服の女性がいた。

「あ？　メイド教官？」

「そのふざけた呼び名は、あとで肉体に教え込む形で訂てい正せいするとして。……貴様らは、公衆の面前でいつまでそうしているつもりだ？」

「「は……？」」

　アイシア先生は仏ぶつ頂ちよう面づらで顎をしゃくってみせる。

　その誘ゆう導どうに従いヒビキが視線を下にやってみると……すぐに、自分の指がほどよく弾だん力りよくのある柔やわらかい物に包まれていると気づいた。

　むにゅんっと。まるでマシュマロのような感かん触しよく。しかし普ふ通つうのマシュマロとは違い、指の隙すき間まからあふれ出るほどにボリュームがある。

　ミルドを仰向けに押し倒すヒビキは、彼女の豊満な胸を思いっきり鷲わし摑づかみにしていた。

「っ！　にゃああああああああああっ!?」

「うおっと!?」

　張り裂さけんばかりの悲鳴をあげたミルドが、その細ほそ腕うでからは想像もできない唸うなりをあげて張り手を繰くり出す。ヒビキは咄とつ嗟さに飛び退くことでそれを回避した。
















「ばかっ。避よけんにゃあ！」

「避けるなって、お前。あんなのくらったら一時間くらい気絶は余よ裕ゆうだったぞ」

　舌をもつれさせながら腕をブンブン振るうミルドは、爆ばく発はつするんじゃないかと思えるくらいに赤面して、我を忘れているようだった。体てい裁さいなど取り繕つくろう余裕もなく、完全に優等生キャラが崩壊している。

　なんとかミルドを宥なだめようとするヒビキだが、その直後に観覧席のほうからイヤな騒さわぎ声が聞こえた。

「わあ……ヒビキくんってば大だい胆たん」

「ミスクレシアさんも満まん更ざらじゃなさそう。やっぱり二人は付き合ってるのかな？」

「クソッ。羨うらやましいぞ、デルヴェイド！　爆発してくたばれ！」

　どうやら、一連の動きは遠目からでもバッチリ確かく認にんされてしまったらしい。

　ヒビキにとって他人からの勘違いなどどうでもよかった。ミルドは羞しゆう恥ち心しんで軽く死ねるだろうが、しょせんは憶おく測そくで立てられる勝手な噂うわさ。気にしなければよいだけである。

　真の敵は、他人ではないのだ。

　本当に恐おそれるべきは…………身内にいる。

「……フフフフフ。やはり、こうなりましたか。ええ、懸け念ねんはしてました。していたからこそ、お仕置きのプランはバッチリです」

「お、落ち着け、アニス！　人前でソレはマズいぞ!?」

　鈴すずを転がすような可愛かわいらしい声が、物ぶつ騒そうな響ひびきを帯びて背後から聞こえてきた。

　ヒビキは顔面の筋肉をこれ以上ないくらいに引きつらせて、恐る恐る振り返る。

「よ、よお。アニ────スッ!?」

　ある程度の覚かく悟ごを決めて振り返ったのだが、目の前にある予想以上の光景に思わず噴き出してしまった。

　そこに立っていたのは、義理の妹のアニス。その後ろで友人のイオがあわあわとしている。ここまではいい。予想できていた。

　問題は、そのアニスが黒光りする巨きよ大だいな筒つつ状じようの何かを抱かかえ込んでいたことだ。

「おい、愛いとしの妹よ……。それはなんだ？」

「ええ。自作のスタンガンですが、なにか？」

「そんな馬ば鹿かデカいスタンガンが存在して堪たまるかッ」

　筒状の物体の先せん端たんから、バチバチと鮮あざやかに爆はぜる電流。

　もはや、護身用の道具とは言えない。一つの完成された兵器だ。それも、人間に対して使っちゃいけないタイプの。

「この日のために、苦労して仕上げた甲か斐いがありましたよ。最大電圧は……フフフ、もはや計測不能。実際に試ためしてみるのが一番ですね」

「兄を実験台にするんじゃねえ！」

「いいえ、兄さんだからこそです。通常の生物ならば少し押し当てただけで消し炭と化すでしょう。ですが、あるいは兄さんならば……」

「そんなしょうもない信しん頼らいをされてもな!?」

「そうですね。本題はこの兵器の実験ではなく、ミルドさんのおっぱいをいやらしく揉もみしだいた兄さんに対してのお仕置きです。さあさあ、覚悟なさい」

「今サラッとそれが兵器であることを認めたよなッ？」

「フフフ。地じ獄ごくで会おうぜ、べいべー」

　不気味な笑い声を漏もらして、突とつ貫かんしてくるアニス。

「だああああああああッ」

　ヒビキは絶ぜつ叫きようしながら、コート内をひたすら逃げ回るしかなかった。
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「────なにはともあれ。これで学内リーグ戦はすべて終しゆう了りよう、晴れて二人の代表入りが正式決定したわけだ」

　第五神装都市アルバマルナ、商業区の一角。

　オレイアス聖徒学院がある信徒区から離はなれた距きよ離りにあるファミレスにて、イオが手を叩たたいて嬉うれしそうにそう言った。

「まさか、本当にやってしまうとはな。友人の私としても誇ほこらしいよ。今日はお祝いとして私の奢おごりだ。遠えん慮りよなく好きなものを注文してくれ」

「よし。このメニューの端はしから端までを全部だ」

「右に同じく」

「あたしもそれでお願いするわ」

「揃そろいも揃って遠慮がなさすぎるだろうッ!?」

　ショックを受けるイオに、ヒビキたちは「冗じよう談だん冗じよう談だん」と肩を叩いて笑ってやる。

「それに、正式決定はまだよ。二週間後、学院の礼拝堂で執とり行われる全校集会で、お姉ちゃん────学院長からみんなに通達される流れなんだから」

　イオの隣となりに座るミルドは、コップの水をあおりながら厳しい口調でそう言った。

「それまでなにも問題を起こさなければね。な・に・も！」

「……おい、アニス。言われてるぞ」

「わたしは試合に出ないので関係ないです。兄さんのことですよ」

「あんたたち二人に言ってるのよ！」

　対面の席でしらばっくれる兄妹きようだいに、ミルドはバンバンとテーブルを叩いて抗こう議ぎした。

「特に、ヒビキ。あんた、ただでさえ信しん仰こう値ちがゼロなんだから。対たい抗こう戦への出場権を剝はく奪だつされたら『聖機士オーデイン』になるのは絶望的よ。そこのところ、ちゃんと理解してる？」

　信仰値。それは、この世界の統治者、女め神がみ《アイギール》によって定められた『人の価値を数値化したもの』だ。

　人々は所持する信仰値のいかんにより、様々な恩おん恵けいを受けることができる。聖せい剣けん使いとて例外ではなく、加えて神機聖剣エクスカリスの解放率にも影えい響きようしていた。つまり、手っ取り早く最高位である『聖機士オーデイン』になるには、この数値を上げていくのが一番の方法なのだ。

　しかし、ヒビキは肝かん心じんの女神にとある理由から反感を買っているため、信仰値が常にゼロ。それは彼が聖剣を抜ぬけない原因でもあり、普通に考えれば『聖機士オーデイン』になるなど絶対に不可能な状態であると言えた。

「へーへー。言われなくてもわーってるよ」

　ヒビキは手をヒラヒラと振ふって、睨にらみつけてくるミルドを軽く受け流した。

「あんたねぇ……」

「ガミガミ言うなよ。こう見えても俺は本気だ。失態を演じて出場権をふいにする……なんてドジは踏ふまないから安心しろ」

「そうですよ、ミルドさん。わたしなんて自作のスタンガンを教官に没ぼつ収しゆうされて、傷心中だというのに。これ以上、執しつ拗ように怒おこられたら泣いてしまいます。────シクシク」

「アニスちゃんっ!?　ち、ちがうのよ、別に怒ってるわけじゃ……ああ、泣かないでっ！　ごめんね、ごめんね！　お姉さんがナデナデしてあげるからこっちにおいで！」

「いえ、ナデナデは結構です。ガミガミさえやめてくれれば」

「……本当に。驚おどろくくらいの面の皮の厚さだな、君は」

　都合よくコロリと態度を変えるアニスに、簡単に騙だまされて彼女を愛めでたがるミルド。そんな二人を、イオが呆あきれたように嘆たん息そくして眺ながめる。

　もはや馴な染じみとなった光景に、ヒビキはテーブルに頰ほお杖づえをついて苦笑いを零こぼした。

　……数か月前だったら想像だにしていなかった日常が、ここにある。

　それは都市の外部からやってきて、何もないゼロから始まったヒビキたち兄妹にとって、この上ない喜びであった。楽しそうにしているアニスを見ていると、本当にこの都市に来てよかったと思う。

（あとは俺が『聖機士オーデイン』になって、アニスの抱える問題自体を解決してやるだけか）

　口で言うのは簡単だが、実際は気の遠くなるような険しい道のりだ。

　しかし、ヒビキは諦あきらめる気なんてサラサラなかった。すべては妹を世界に認めさせるために。その意味において、ヒビキは自身の発言通り「本気」そのものなのだ。

「遠慮しないでっ。ほらほら、アニスちゃん！」

「ひぃっ!?　は、鼻息荒あらくにじり寄ってこないでください！　助けて、兄さん！」

「……自じ業ごう自得だ。自分で撒まいたタネなんだから自分でどうにかしろ」

「────ほう。貴様に道理を説かれるとは思わなかったぞ、デルヴェイド」

　そのとき、テーブルの脇わきから厳格な女性の声が響いた。

　騒いでいたヒビキたち四人は、一いつ斉せいに顔をあげて目を丸くする。

「ア、アイシア先生……!?」

　本格的なメイド服を着込んだ、凜りんとした面おも立だちの麗れい人じん。

　先ほどの試合で立会人を務めていたアイシア＝ルクイストが、渋しぶい表情でこちらを見下ろしていた。

「あっ、メイド教官さん。わたしの対兄さん用のスタンガンを返してください」

「……兄妹ともども、その珍ちん妙みような呼び方をやめろ。あの電でん撃げき兵器は、貴様が兄以外へ使用する危険性を考こう慮りよして、しばらく私のほうで預からせてもらう」

「俺になら使ってもいいのかよ」

　ヒビキはコップの氷をボリボリと嚙かみ砕くだき、アイシア先生を半眼で睨む。

　彼女の登場に、ミルドとイオは完全に畏い縮しゆくしてしまっていた。この教官は能力こそ優ゆう秀しゆうだが、性格面で厳格すぎるところがある。ため口で堂々と話せる生徒など、学院中を探し回ってもデルヴェイド兄妹以外に存在しない。

「んで。わざわざ俺たちを訪ねてきた理由はなんだ？　たまたま自分の生徒を見かけたから声をかけました……って顔じゃねえぜ、センセー？」

　茶化すような言い回しで、ヒビキは訊たずねる。

　アイシア先生の眉み間けんに刻まれた皺しわが、さらに濃こく深くなった。

「……ニミルさま。学院長が、お前とミスクレシアを呼んでいる」

「え？　お姉ちゃんがですか？」

　不意に出てきた名前に、身を硬かたくしていたミルドが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　……ニミル＝アルト＝ミスクレシア。第五神装都市代表兼けん、オレイアス聖徒学院の学院長を務める彼女は、ミルドの実じつ姉しであった。

　公私をないまぜにするような返事に、アイシア先生が鋭するどくミルドを睨む。

「ミスクレシア。学院長だ」

「っ。す、すみません……」

　たとえ血の繫つながった姉妹しまいであろうと、公私はちゃんと使い分けて接しなければならない。ヒビキにはまったく意味の理解できない機き微びだったが、まあ都市代表の妹という立場も色々大変なのだろう。ミルドの苦労が偲しのばれる。

「お姉ちゃんでも、学院長でも、どっちでもいいが。とにかく、ニミルが俺たちを呼ぶために、あんたを遣つかわしたってことでいいんだな？」

　ヒビキの軽い口ぶりにアイシア先生は眉まゆ根ねを寄せた。が、特段に責め立ててくることはなかった。おそらく、話をするのが優先と判断したのだろう。

「その解かい釈しやくで問題ない」

「なるほど。あのニミルが他人を使うなんて珍めずらしいな。いつもなら自分の足でフラフラと現れそうなもんだが」

「学院長は今、とてもお忙いそがしい。今から一週間後に控ひかえたセレモニーの件でな」

「セレモニー？」

　聞きなれない単語に、ヒビキは首をひねる。

　すると、ミルドとイオ、さらにはアニスまでもが、呆れた顔をした。

「ウソでしょ？　あんた、知らないの？」

「講義のときに、アイシア先生からも説明があったはずだぞ。……と、思いっきり居い眠ねむりしていた君に言ってもあまり意味はないと思うが」

「そうにしても、他の生徒さんたちの会話を聞いていればおのずと耳に入ってくるはずです。我が兄ながら、他人への興味のなさが尋じん常じようじゃないですね」

　ドン引きした様子のアニスに軽いチョップを叩き込みながら、ヒビキはばつの悪い思いでアイシア先生に向き直った。

　アイシア先生も額に手を当てて、出来の悪い生徒に心底頭が痛そうにしている。

「……都市対抗戦。その対戦相手となる第二神装都市との交流を深めるため、事前に開かい催さいされることが決まっているイベントだ。今回の対抗戦の会場はここ第五神装都市だからな。その視察を含ふくめて、第二神装都市の代表や、一いつ般ぱんの来場者の多くを迎むかえ入れる手はずになっている」

　言いながら、アイシア先生は「説明は二度目になるが」と湿しめっぽい声で付け加えた。ヒビキは素知らぬ顔で最後の部分だけを聞き流す。

「ふーん。それでセレモニー……ね」

「…………」

「？　どうかしました、アイシア先生？」

「……いや。なんでもない」

　セレモニー。ヒビキがその言葉を口にすると、アイシア先生の表情が明らかな曇くもりを見せた。ヒビキは訝いぶかしげに眉をひそめつつ、ボリボリと頭を搔かく。

「ニミル側の事情は理解した。んで、俺たちはどこに行けばいい？」

「……学院長室。そこで、学院長が貴様ら二人を待っている」

「りょーかい。面めん倒どうくせぇが、ニミルの呼び出しとあっちゃ行くしかねえか」

　ヒビキはあえてアイシア先生に深く事情を訊ねず、席を立った。彼女の様子を見る限り、この場で問い詰つめても大した情報は得られないように思う。

　ならば、直接行ってニミルに確かめるのが一番だ。

「行こうぜ、ミルド。さっさと済ませて、イオに奢らせる」

「う、うん。ご、ごめんね、イオ、アニスちゃん。ちょっと行ってくるから」

「ああ。わかった」

「兄さん。わたしの監かん視しがないのをいいことに、ミルドさんとニミルさんの豊満おっぱいを使って姉妹サンドイッチ！　……みたいなエロ暴挙に走らないでくださいね？」

「走るかアホ。お前のその発想自体が暴挙すぎるわ」

　二人に断りを入れてから、ヒビキたちはアイシア先生のあとに従ってファミレスの出入り口へと向かう。

　自動ドアを潜くぐるとき。

　横目で振り返ったアイシア先生が、こちらに向かってポツリとつぶやいた。

「……すまないな。お前たちに厄やつ介かい事を押し付けるような真ま似ねを」

　外の喧けん騒そうにかき消されるくらいの、小さな声。

　しかし確かにそれを耳にしたヒビキは、目を細めて先行する彼女の背中を見つめた。
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　────オレイアス聖徒学院。

　学院長室には、今日もいつもと変わらない穏おだやかな時間がゆっくりと流れていた。

　部屋の内装はすべて古めかしいゴシック様式。カチコチと時を刻む柱時計の音だけが、静せい寂じやくに包まれた空間に流れる。

　執しつ務む机の前で書類にペンを走らせるニミルは、ふと手を止めて応接セットの置かれた部屋の右みぎ隅すみに目を向けた。

　静かすぎるくらいの昼のひと時。部屋にいるのが自分一人だけならば大して気にかけることもなかったのだが、今日は他ほかに客人がいた。

「やあねぇ。せっかく顔を見せてくれたんだから、なにか喋しやべったらどう？　二人とも」

　ニミルが視線を向けた先。

　そこに、ソファに座って仏ぶつ頂ちよう面づらをする真っ白な少女と、彼女の傍かたわらに黙もくしてたたずむ燕えん尾び服ふくを着込んだ細身の青年の姿があった。

「……ふん。貴様が仕事中のようだから、あえて黙だまっておいてやったのだろう」

「あら？　そんな気を遣つかってくれなくても、私は大だい丈じよう夫ぶよ」

　ニミルは小首を傾かしげて、口を開いた真っ白な少女────この世界の統治者である『女め神がみアイギール』に笑いかけた。

「というか、お前は客に茶の一いつ杯ぱいも出さんのか？　我に対して無礼であるぞ」

「うーん、お茶を要求する神聖存在というのもいかがなものかしらねぇ。そもそも喉のどとか渇かわかないんじゃない？」

「うるさい、気持ちの問題なのだッ。口答えするな」

　口調は大おお仰ぎようだが、気分によって表情がコロコロと変わり、端たん的てきに言えば子供っぽい。

　ここ最近は姿を見せなかったので少し心配していたが、あまり変わらない様子でニミルもホッと息をついた。

（反応を見る限り、『無ゼ刃ロ』との間にあった出来事は悪いものじゃなかったみたいね）

　こちらは問題ないだろう。

　むしろ、気にかかるのはもう一人のほうだった。

「あなたのほうはだんまりかしら、シュラーク？　そんな完かん璧ぺきに無視されると、いくら私でも傷ついちゃうわ～」

　先ほどから、直立不動でピクリともしない燕尾服の青年。

　年とし頃ごろはほぼニミルと同じ、二十代前半くらい。きちんとした身だしなみに、髪かみをオールバックになでつけ、清潔感を保ちながらも厳げん粛しゆくで近づきがたい雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。印象で言えば良家に仕える若い執事バトラーといった感じだった。

　シュラーク。そう呼ばれた彼は、視線だけをわずかに動かしてニミルを見る。

「あなたはお喋りがすぎますね、ニミル＝アルト＝ミスクレシア」

「うわっ、フルネーム呼び？　すっごい他た人にん行ぎよう儀ぎ」

「我々は都市を預かる者。そしてここは、女神の御ご前ぜんです。軽口は控えなさい」

　しっとりとした丁てい寧ねいな口調ながらも、確実にこちらに対する棘とげが含まれている。

　ニミルはペンを置くと、ニコニコ笑いながら執務机の上で両手を組んだ。

「まったく変わらないわね、あなたは。七年前────私たちが同じ剣聖であった頃から」

「古い話です。その称しよう号ごうを今さら名乗るつもりも、驕おごるつもりもない。……しかし」

　シュラークの鉄仮面のような顔に、わずかな額の皺が刻まれた。

「我々、剣けん聖せいにとっての負の遺産。我らが主君を欺あざむき、逃にげ出した忘れられようもない大罪人。なぜ、あなたはアレを再び世界へと呼び戻もどした？」

「…………」

　シュラークの問いに、ニミルはニコニコとした笑いを消した。

　ソファに座るアイギールも不ふ機き嫌げんそうに渋しぶい顔をする。

　再び部屋に沈ちん黙もくが流れ始めた……そのとき。

「────学院長。アイシア＝ルクイスト、ただいま戻りました」

　扉とびらの外から軽いノックがして、凜りんとした女性の声が響ひびいてきた。

　アイギールがゴクリと唾つばを吞のむ音が、ここまで聞こえてくる。シュラークは相変わらずの無表情で、ピクリと片眉を数ミリ動かしただけだった。

　ニミルは肩かたの力を抜ぬくように息を吐はくと、姿勢を改めて扉を見る。

「どうぞ。入って」




　　　　○　　　　●　　　　○




「失礼します」

　会え釈しやくをしながら扉を開けたアイシア先生は、ヒビキたちを先に通すように脇わきに退いた。

　ヒビキはミルドと顔を見合わせてから、部屋の中へと踏ふみ込む。

　オレイアス聖徒学院の学院長室。ヒビキにとって、この場所を訪おとずれるのは初めての経験だった。学院の造りと同じく内装はニミルの趣しゆ味み全開で、ゴシック様式に家具はアンティーク調で統一されている。まさしく彼女の居城……と表現してもいいくらいだ。

　奥にある執務机では、部屋の主あるじであるニミルがいつものニコニコ顔で待ち構えていた。

「いらっしゃい、二人とも♪　急に呼び出しちゃって悪いわね」

「まったくだ。人の昼メシ時を邪じや魔ましてくれやがった理由を、さっそく問い詰めてやりたいところだが────」

　言いながら、ヒビキは視線を横にずらす。

　すると、部屋の隅すみにいる二つの人ひと影かげとすぐに目が合った。

　ソファの上に腰こしかける旋毛つむじから爪つま先さきまで真っ白な少女がビクリと反応し、その傍らに立つ燕尾服にオールバックの青年も横目を送ってくる。

「ヒビキ？　急に立ち止まってどうしたのよ────？」

　背後のミルドが、不ふ審しんそうに部屋の中を覗のぞき込もうとした瞬しゆん間かん。

　唐とう突とつに青年が燕尾服の懐ふところからナイフを抜き放ち、ヒビキの顔面に向けて投とう擲てきした。




「────っ」




　その挙動には一いつ切さいの無む駄だがなく、ミルドはもちろん、他の者たちですら反応すら示すことができなかった。

　相手と正面から対たい峙じしながらも、意識の外で動き、気づかせることもなく人を殺す技術。その技わざの極きわみとも言える、さりげない殺しの一手。

　目と鼻の先にナイフの閃ひらめきが迫せまったところで、ヒビキはハッとして身を横に傾かたむけた。

「……チッ！」

　鋭するどい音を立てながら、頰ほおをナイフが掠かすめる。

　そのときにはすでに、青年が次のナイフを取り出していた。だが、ヒビキも回かい避ひ行動を取ると同時に床ゆかを蹴ける。姿勢を低く構え、腰こし元もとの聖剣の柄つかに手を掛かけた。

　わずかコンマ一秒の間に繰くり広げられる攻こう防ぼう。

　二人の男が周囲を置き去りにして、神速の得え物ものを振ふるい────。




　ドゴオオオオオオオオオオオオオオンッッッ！！！




　直後、部屋全体が激げき震しん。

　響き渡わたった轟ごう音おんに、切り結ぶ寸前だったヒビキと青年もピタリと動きを止める。

「……はーい、そこまで♪」

　執務机に座るニミルが、笑え顔がおで朗ほがらかな声をあげる。

　しかし、明るい態度とは裏腹に、握にぎられた右拳こぶしの甲こうが背後の壁かべに深々とめり込んでいる。何気なく繰り出された彼女の裏うら拳けんで、壁全体に大きな亀き裂れつが走り、パラパラとコンクリートの破は片へんが舞まった。

「サスペンスは嫌きらいなジャンルではないけれど、自分の部屋を血ち塗ぬられた洋館みたいにされるのは流石さすがに勘かん弁べんだわ～。続きがしたいなら、この都市の外でやってちょうだい」

　そう言いながら静かな気き迫はくを放つニミルに、ヒビキは頰肉をヒクつかせる。

　無表情の青年でさえ難色を示すように眉み間けんに皺しわを寄せた。

「あ？　俺は悪くねえよ。こいつがいきなり襲おそってきたから対応しただけだ」

「言い訳は結構。喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいよ♪　シュラークも場を弁わきまえてちょうだい」

「…………ふん」

　面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした青年は、ナイフをゆっくりと懐へしまい直した。

　咄とつ嗟さに身構えつつも介かい入にゆうする余よ裕ゆうのなかったアイシア先生、そして一連の出来事に反応すらできなかったミルドは、呆ぼう然ぜんと彼らを見つめる。

「学院長……」

「お、おおおおおお姉ちゃんっ。なんなのよ、この人!?　ヒビキも知り合いなわけ!?　なんでいきなりナイフなんか────！」

「はいはーい。大丈夫よ、二人とも♪　特にミィちゃん、少し落ち着きなさい。事情はちゃんと説明してあげるから」

　訳が分からず騒さわぐミルドを、ニミルは穏やかな態度で宥なだめる。

　それを横目で見つつ、ヒビキは先ほどからソファで仏頂面をしている真っ白な少女に目を向けた。

「ヒビキ……っ」

「よお。元気そうだな」

　軽く手をあげて挨あい拶さつをするヒビキ。

　そのあっけらかんとした態度に、アイギールはカッと頰を赤くして目め尻じりをつり上げた。

「き、貴様ッ。なんなのだ、その態度は!?　『よお』ではない『よお』ではっ」

「？　なんだ、『おっす』とかのほうがよかったか？」

「ちっがうッッ」

　アイギールはバンッと両手でテーブルを叩たたいて立ち上がった。

「あ、あんなことがあったあとなのに……どうして貴様は平然と……。アレから話は聞いているのだろうッ？」

　アイギールは腕うでをブンブンと振り回しながら叫さけぶ。

　……アレ。おそらくはアニスのことを指しているのだろう。

　先日の《邪神シエイド》襲しゆう撃げきの際、アニスはヒビキの聖剣の制限を無理やり解くために、アイギールの管かん轄かつにあった聖剣管理システムに不正アクセスした。そのとき、電子によって組まれた仮想空間の中で、二人の間に色々とやり取りがあったらしい。

　詳くわしい内容はアニスが喋ろうとしないのでわからないが、彼女は世界と戦っていく意思をアイギールに伝えたという。

「なんだ、そんなことか」

「そんなことだと……!?」

「今さらだろ。確かに、アニスがあそこまで決意を固めてくれたのには俺も驚おどろいたが……。俺たちがお前に存在を認めさせようとしてるのは、この都市にきた当初に宣言してるはずだ。どうしてそんなに動どう揺ようしてんだ？」

　不思議そうに訊たずねるヒビキに、アイギールはハッと息を吞のむ。

「なッ……貴様まさか……我とアレの間であったやり取りを知らない……？」

「アニスが口を割ろうとしないからな。まあ、お前たちの間であったことだし、無理に聞き出そうとも思わねえが。なんか俺に聞かれたらマズいことでも話したのか？」

「～～～っ！　な、なんでもないわ、この阿あ呆ほう！」

　アイギールは大声で叫ぶと、再びソファにどっかりと座り直して「ふん！」と鼻を鳴らした。偉えらぶってはいるが、頰に差した赤みは消えていない。

　その傍かたわらに立つ青年は、心底面白くなさそうにヒビキを睨にらんでいた。

「つーか。一体全体どういう風の吹ふき回しだよ？　どうしてこいつらが揃そろってここにいやがる？　さっさと事情を話せ、ニミ────」

「きゃああああああああっ。なにこの子!?　すごく可愛かわいい！」

　っと。不機嫌に言うヒビキの背後から、黄色い声が飛んできた。

　ミルドが目をキラキラさせながら、アイギールを食い入るように見つめている。

「アニスちゃんの次くらい……いえ、アニスちゃんと同じくらい!?　小さいのにどこかふてぶてしくて、そこが一段と可愛くて……はうっ。ふ、ふにふにしたい……」

「ぬおぅ!?　な、なんなのだいきなり！　おい、ニミル！　貴様の妹だろう!?　なんとかしろ～～～～～～～～っ」

　熱に浮うかされたようにフラフラとにじり寄ってくるミルドに、アイギールは恐きよう怖ふの表情を浮かべてソファの背もたれに縋すがり付いた。

　……ミルドは極度の可愛いもの好きなのだ。そのレベルはもはや重じゆう症しようの域で、自分好みの可愛いを見つけると我を忘れるほどである。今がまさにその状態だ。

「お、お姉さん恐こわくないよ……？　だから大だい丈じよう夫ぶっ。ナデナデふにふに……一回でいいから……」

「ふぎゃああああああッ！　ニミル～～～～～～っ!!」

「あらあら♪　ミィちゃんはこんなときでもいつも通りね～。でも、あとで自分が落ち込むことになると思うから、そのくらいにしておいたほうがいいんじゃない？　────ねえ、アイギール？」

「……え？」

　ピシリと。恍こう惚こつとしていたミルドの表情が一いつ瞬しゆんでフリーズした。

　彼女はみるみるうちに青ざめて、目の前で怯おびえている真っ白な少女を改めて見る。

「あいぎーる……って、アイギール？　それって女め神がみさまの名前じゃ……え？　え？」

　困こん惑わくしたように目をグルグルとさせるミルド。

　アイギールは「ふふん！」といつもよりいっそう偉そうに鼻を鳴らして、ソファの上に立った。ふんぞり返って腕を組む。

「その通り！　我はこの世界の守護者、女神アイギール！　今は貴様らと対話をするために人の形として顕けん現げんしているが、本当はとっても偉くてすごい存在なのだぞ！」

　アイギール自身の宣言が、決定的なダメージとなった。

　ミルドの顔は血の気が引きすぎて、真っ青を超こえて真っ白になる。

「すすすすすすすすみませんでしたぁっ!!　とんだご無礼をッ」

「フフフ。わかればよいのだ、わかれば。もっと敬うがよいぞ」

　アイギールは完全にいつもの調子を取り戻もどして、生意気にほくそ笑んだ。……笑い方が微び妙みようにアニスに似てるのが、またなんとも言えない。
















　さしもの可愛いもの好きのミルドも、女神までナデナデする気き概がいはなかったらしい。

「やれやれ。教育がなっていませんね、ミスクレシア。女神に対して斯か様ような無礼千せん万ばん……第五神装都市の格式が疑われます」

　何者をも撥はね除のけるような、冷たい男の声こわ色いろ。

　ヒビキは舌打ちを漏もらすと、燕えん尾び服ふくを着込む長身瘦そう軀くの青年を睨みつけた。

「格式だぁ？　笑わせてくれるね。あいさつ代わりにナイフをぶん投げてくるバカが言えた義理じゃねえだろ────『剣けん聖せいシュラーク＝アグネヴァリア』？」

「くだらない。それは貴様が救えぬ罪人だからです、ヒビキ＝デルヴェイド。……空白の七年間、あなたが外地でのたれ死んでいなかったのが残念で仕方がない」

　ブワッと。再び二人から息の詰つまるような殺気が放たれた。

　ミルドはゾクリと身を震ふるわせて振り返る。部屋の隅すみで静かに待機していたアイシア先生さえも、蛇へびに睨まれた蛙かえるのように身を硬かたくしていた。

　────正規の剣機士スレイプニールさえもが震え慄おののくほどの、凄すさまじい気迫。

　ただの一言も発せず、かといって特別な能力を使ったわけでもなく、対峙する二人の男は一歩も動かないまま易やす々やすと放ってみせる。

「……やめよ、貴様ら。ニミルの言を借りるわけではないが、我の膝ひざ元もとで大義もなく殺し合うなど許さぬぞ」

　そのとき、アイギールが不ふ機き嫌げんそうに低い声をあげた。

　それまで何者をも寄せ付けないような威い圧あつを放っていた青年は、急に恭うやうやしく頭こうべを垂れ、彼女の前に膝をついた。

「申し訳ありません、アイギール。しかし奴やつは────」

「ここは第五神装都市。ニミルの管轄だ。ニミルは筋を通しヒビキを都市に迎むかえ入れ、我も一応はそれを認めている。そのことに関して貴様が口を出すのか？」

「……滅めつ相そうもございません。すべてはあなたの御み心こころのままに」

　慇いん懃ぎんに跪ひざまずく青年を眺ながめながら、ヒビキは小さく鼻を鳴らす。

　すると、混乱と恐怖で顔を青くしているミルドがグッと腕を引いてきた。

「ちょっと、ヒビキッ。いい加減にどういうことか説明してよ！　あの男の人は────」

「ん。シュラーク＝アグネヴァリア。元剣聖の堅かた物ぶつで……今は第二神装都市の代表を務めてるんだっけか？　確か」

　ヒビキはさも興味がなさそうな口調で、ミルドに燕尾服の男の正体を教える。

　瞬間、いよいよミルドは息が詰まったような顔で部屋の中を見回した。

「だ、第二神装都市の代表!?　あ、いえ、名前は聞いたことあったけど、顔を見るのは初めてで……っていうか、女神さまもいるし……ッ？」

　都市の代表が二人も揃い、そこに人前へ滅めつ多たに姿を現すことのない女神まで加わっている。控ひかえめに言っても錚そう々そうたる顔ぶれだ。

　……尤もつとも、深い事情を知っている者ならば、そこにヒビキまでがいることにさらなる驚きを示さずにはいられないだろうが。

「アイシア。申し訳ないんだけど、少し席を外してくれるかしら？」

　唐とう突とつに告げたニミルに、部屋の隅にいるアイシア先生が肩かたを震わせた。

「ニミルさま……しかし……」

「べつに心配することなんてなにもないわ。ただ、あなたには退たい屈くつなお話になるかもしれないから。教官としてのお仕事も残ってるだろうし、そっちに専念してくれるほうがお互たがいに有意義だと思うの」

　ニミルの言葉は、遠回しにアイシア先生を追い出そうとしていた。本人もその意思を隠かくそうとはしていないし、アイシア先生も察せないほど鈍にぶい人物ではない。

「……わかりました。なにか御ご用ようがあればお呼びください」

「ありがとう♪　本当に助かるわ～」

　頭を下げたアイシア先生は、渋しぶ々しぶながらも部屋から出て行った。

　彼女の姿が消えたところで、ニミルはポンと手を打つ。

「さあさあ。色々ごたごたはあったけど、まずは事情を整理しなくちゃね♪」







　学院長室には、先ほどまで以上に重い空気が立ち込めていた。

　応接セットの片方のソファの中央には一人だけ笑え顔がおのニミルが腰こしかけ、その脇わきをヒビキとミルドが固める。

　テーブルを挟はさんだ向かい側のソファには、アイギールとシュラークが並んで座るという形だった。

「では、改めまして。こちらが私の実じつ妹まいのミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアと、ついこの間うちの学院に編入したヒビキ＝デルヴェイドよ♪」

　ニミルは左右の二人を交こう互ごに見やりながら、黙だまって腕を組むシュラークに告げる。

「それで、こちらがシュラーク＝アグネヴァリア。どういう立場の人間かはさっき『無ゼ刃ロ』が語った通りだけど、性格は真ま面じ目めで堅物。でも、同じ真面目のミィちゃんと違ちがって可愛げの欠片かけらもないから、扱あつかいには気を付けてね～」

「お、お姉ちゃんっ!?」

　失礼なことを平然と言ってのける姉に、ミルドは泡あわを食ってシュラークを見やる。

　だが、シュラーク本人は慣れているのか、特段に怒ど鳴なったりするようなことはなかった。オールバックで露あらわになった眉み間けんには、ヒクヒクと青筋が立ってはいたが。

　ヒビキはソファの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて、不機嫌を隠そうともせずに渋じゆう面めんを作る。

「紹しよう介かいなんざいいから、どうしてシュラークがここにいるのかを説明しろ。そして、用件を済ませてさっさと俺は帰る。こいつと同じ空気を吸っていると吐はきそうだ」

「その言葉、そっくりお返しします。あなたの顔を見ているだけで反へ吐どが出る」

　ニミルの軽口には黙っていたシュラークも、ヒビキに対しては殺気だったように睨み返した。再び流れる不ふ穏おんな空気に、アイギールが顔をしかめる。

「貴様ら、いい加減に……っ」

「心配せずとも斬きりかかったりはしませんよ、アイギール。ただ、たまらなく不ふ愉ゆ快かいなことには変わりない。その者に同調するのは腹立たしいですが、早く話を進めてください、ニミル＝アルト＝ミスクレシア代表」

「あらあら。みんな、せっかちさんねぇ。久しぶりに会ったのだから、少しくらい旧交を温め合ったっていいのに。……まあ、そこまで言うならわかったわ」

　大物たちの険悪すぎる空気に、一人だけ置いてけぼりのミルドは窒ちつ息そく寸前みたいな表情をしていた。妹に泣きそうな目で訴うつたえられ、ニミルは仕方がなく話を進める。

「ミィちゃん、それに『無ゼ刃ロ』。今から一週間後に執とり行われるセレモニーのことは知っているわよね？」

　ニミルに訊たずねられて、二人は顔を見合わせた。

　第二神装都市との対たい抗こう戦に向けた、二都市間の親交イベント。

　他都市から多くの来場者を迎むかえ入れる一方、第二神装都市側にとっては対抗戦の会場となる第五神装都市の視察の意味も含ふくまれているらしい。

「そ、それは知ってますけど学院長。どうして今、第二神装都市代表がここに？　訪問するにしては時期が早すぎませんか？　セレモニーの開かい催さいは一週間後でしょう？」

　体てい裁さい用の敬語で答えるミルドが、不思議そうに尋たずね返す。

　いくら都市間の距きよ離りがあるとはいえ、輸送車なり航空機なりを使って一日もあれば移動に事足りる。前入りにしても早すぎだ。都市代表が、自分の都市を長く空けるような真ま似ねを好んでするとも考えにくい。

　ニミルは少し眉まゆ尻じりを垂れ下げて、困ったような顔をしてみせた。

「うーん、そうなんだけどねぇ。理由は本人から直接聞くのが早いと思うわ」

　話を振ふられて、シュラークがピクリと眉をつり上げた。

「浅せん慮りよ。第五神装都市は先日、大型の《邪神シエイド》に襲しゆう撃げきを受けたと聞いています。そのような場所を、一日二日ばかりの視察で『安全』と判断できるとお思いですか？」

　シュラークの言葉は、まるでミルドの無知ぶりを責めるかのようだった。

「も、申し訳ありません……」

　畏い縮しゆくして身を縮こまらせるミルドを見て、ヒビキは目を細める。

「くっだらねぇ。ビビりなテメェの考えを勝手に常識みたいに言って、女子供いじめてんじゃねえよ。都市代表の大おお仰ぎような肩かた書がきが聞いて呆あきれるね」

「用心深いと言っていただきたい。それに、《邪神シエイド》の覚かく醒せいの引き金となったのは、あなたが妹と呼び慕したうあの化け物の血液サンプルが原因だったらしいではないですか」

　瞬間、ヒビキの目の色が変わった。

　即そく座ざにソファに立て掛かけた鞘さや入りの神機聖剣エクスカリスに手が伸のびて────直後、先読みしたように動くニミルに手首を摑つかまれた。

「ストップ。落ち着きなさい、『無ゼ刃ロ』」

「…………」

「シュラークも。アニス＝デルヴェイドは立派な人間よ。少なくとも、第五神装都市ではそう扱うと決めている。訂てい正せいしてちょうだい」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。なぜ、あなたはその者たちを庇かばう？　《邪神シエイド》と人間の混血……その忌いみ子を、我々は一度『邪じや』と扱ったはずだ。それを擁よう護ごする者も同罪。私にはあなたが女め神がみを冒ぼう瀆とくしているように思える、ニミル＝アルト＝ミスクレシア」

　交かわされる会話に、ミルドは呼吸をすることさえ忘れて身を縮めていた。

　……神装都市の代表。それは、自分の姉も含めて、かつての女神の懐ふところ刀がたな────『剣聖』の称しよう号ごうを持つ英えい雄ゆうたちである。

　ミルドは先日の事件の際、ヒビキが元剣聖である事実を知った。

　そして、《邪神シエイド》との混血である義妹アニスを庇ったことで、一度は存在を抹まつ消しようされ追放扱いになったことも。

　シュラークは第二神装都市の代表であり、元剣聖。その事実を、もちろん知っているのだろう。だが、世界の中ちゆう核かくを成す者がここまでヒビキたちの存在を否定していることに、ミルドは大きなショックを受けた。

（……お姉ちゃんが特別なだけで、本当はこれが世界の反応なんだわ。だから、ヒビキは自分やアニスちゃんを認めさせようと『聖機士オーデイン』を目指して────）

　事実、ミルド自身も最初にアニスの秘密を知ったときは、反射的に拒きよ絶ぜつしてしまった。

　世界を敵に回す。大おお袈げ裟さな表現でもなんでもなく、ヒビキは今このときにもそれを実行し続けているのだ。

「それについてはアイギールも了りよう承しよう済みよ。過去の私たちは《邪神シエイド》を恐おそれるあまり、彼らを遠ざけようとした。でも、それは誤りだったと思うの。あなたのような排はい他た的な考え方が、《邪神シエイド》襲撃事件の主犯であるシュタイナー＝リンドベールみたいな人間を作り出してしまったんじゃなくて？」

「……《方舟の亡霊アーク・レイス》でしたか。《邪神シエイド》を信しん奉ぽうし、女神によって統治された世界の転てん覆ぷくをはかる愚おろか者共」

　シュラークは吐き捨てるように言って、

「ならば、私がそのような者たちをすべて刈かり取ってみせます。女神の理ことわりから外れた者に、この世界で生きる価値などない」

「……まったく。あなたは救いようがないくらい頭が固いんだから。アイギールのほうからもなにか言ってあげて？」

　ニミルの言葉で、皆みなの視線がアイギールに集まる。

　それまで黙っていた彼女は、ばつが悪そうな顔をして視線を泳がせた。

「我は……この世界を構成する女神として、最善の手を尽つくしたいと考える。ヒビキや、アレに関することは、正直現状では判断がつかん。危険因子であることは確かだが、遠ざけることでさらなる危険へと相成ってしまう場合も考えられて……」

　アイギールの返答は曖あい昧まいで、いまいち要領を得なかった。

　簡単に言ってしまえば、彼女も迷っているのだ。ニミルの意見と、シュラークの意見。どちらにも賛同しかねているのである。

「ですが。あの化け物が原因で、第五神装都市が危機に陥おちいったのは事実です。そちらがよくとも、我々第二神装都市は────」

「対抗戦の会場となる場所に、アニスちゃんがいると落ち着けない。要はそう言いたいんでしょう、シュラーク？」

「それは私の意見の一面でしかありません。本来は、あのような物が神装都市の内部に存在するというだけで虫むし唾ずが走る」

「……おい。いい加減にしねえとぶった斬るぜ？　この眉間ハゲ野や郎ろう」

　ヒビキが腰を浮うかせかけて、静かに啖たん呵かを切る。

　ニミルの制止がなければ、とっくに斬りかかっていてもおかしくはなかった。ヒビキの挑ちよう発はつに、シュラークも広い眉間をヒクつかせる。

「私はハゲではありません。こういう髪かみ型がたなのです。口が過ぎると殺しますよ？」

「ハゲをハゲと言ってなにが悪い。この生え際ぎわ後退代表」

「あーあー！　もうやめなさい。大人げないわよ、二人とも」

　険悪な二人の間に、ニミルが慌あわてて割って入る。

「とにかく。シュラークの意見には賛同できないけど、都市代表として安全面を気にするのは尤もつともだと思うわ。だから、彼にはこのタイミングでここに来てもらったの」

「？　ど、どういうことですか、学院長？」

　重い空気に耐たえかねるように、すかさずミルドがニミルに疑問を投げかける。

「うん。簡単な話よ。第五神装都市の視察────もっと言えば、アニス＝デルヴェイドという存在の視察。第二神装都市代表シュラーク＝アグネヴァリアには、親交セレモニー開催までの期間をかけて、彼女の査察を行ってもらう」

「っ。ニミル、テメェ……」

　ヒビキは渋面を作ってニミルを睨にらんだ。

　しかし、ニミルが意に介かいした様子はない。

「むろん、四六時中監かん視しされるというわけではないわ。決められた時間にある程度の行動を共にするだけの話。その際に『無ゼ刃ロ』、あなたの同行の許可ももらってる」

　ニミルは目を伏ふせて、
















「表向きは、あなたたちに二人に、お忍しのびでやってきた第二神装都市代表の護衛を務めてもらうって形にするわ。もしシュラークがアニスちゃんに危害を加えようとすれば、近くにいるあなたがすぐに止められるように」

　すでに話は了承しているらしく、シュラークも小さく鼻を鳴らすだけだった。

「《邪神シエイド》の侵しん攻こうを許したのは私たち大人側の不手際でもある。面めん倒どう事を押し付けるようで申し訳なくは思うけど……あなたの手で妹を守って見せなさい、『無ゼ刃ロ』」

　ミルドがハッと息を吞のむのが聞こえた。

　ヒビキは目を細める。

　……この間の一件で、近いうちにニミル以外の剣けん聖せいからのアプローチが来るであろうことは予想できていた。一度消された自分が、世界に戻もどってきたのだから。

　かつて妹を否定した彼らから、今度こそ妹を守り切る。

　その程度の覚かく悟ご、もうとっくにできていた。

「……面倒くせぇ。が、やってやろうじゃねえか。そこの胡う散さん臭くさいハゲを、間近で見張れるなら俺としても願ったり叶かなったりだ」

「くだらない。あなたのその決意も、ニミル＝アルト＝ミスクレシアの取り計らいも。私が世界にとっての害悪を認めることなど、決してありえないのだから」

「あなたが認めなくても、アニス＝デルヴェイド自身に目立った危険性を見いだせなければ、まったく問題はないわ。わざと粗あらを探したり、理り不ふ尽じんなイチャモンをつけるような真似だけはやめてね、シュラーク？」

「さて。どうですかね」

　各おの々おのの思おも惑わくが働きながらも、話は一応のまとまりを見せた。

　ニミルは手を打って、改めてこの場にいる者に宣言する。

「では。ヒビキ＝デルヴェイド、ならびにミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。あなたたちに、第二神装都市代表が滞たい在ざい中の護衛任務を正式に与あたえるわ。証人は私と、そこにいる女神アイギール。……己おのれの使命に恥はじることなく、守ってみせなさい」

　守る。ニミルの言うその対象が、シュラークではないことは明白だった。

　ヒビキはミルドを見る。彼女の表情にある緊きん張ちようと不安は消えていなかったが、こちらと目が合うなりしっかりとうなずき返してくれた。

（……さんきゅな）

　内心で感謝をし、ヒビキはシュラークを射すくめる。

「今回の相手は元剣聖……ってか？　上等だぜ、シュラーク＝アグネヴァリア」

「勝手にしなさい。私は私のやるべきことをなすだけです」

　こうして、二人の剣聖の静かな戦いの火ぶたが、切って落とされた。







　　　第二章　　黒い監視者




『────ヒビキ。何も恨うらんではいけませんよ。そんな感情に支配されては、きっと一歩も進めなくなる。だから、私のことは忘れなさい』

　そう言って、弱々しい笑え顔がおを浮かべた彼のことは今でもよく覚えている。

　そのとき、自分はなんと返しただろうか？

　泣いていただろうか、憤いきどおっていただろうか。




　……次の日の早朝。

　自室のベッドから起き上がったヒビキは、寝ね起おき直後でぼんやりとする頭を片手で押さえながら、苛いら立だった舌打ちを漏もらした。

「また……ビックリするようなタイミングで夢に出てくるもんだな。釘くぎを刺さしにきましたってか？　ホント、くたばってもお節せつ介かいな男だ」

　小さく苦笑いをこぼし、ヒビキはベッドから立ち上がった。

　洗面台に行き、鏡の前で眠ねむたげな自分の仏ぶつ頂ちよう面づらと向き合う。

　今日は平日にもかかわらず、学院の講義や実技は休みだった。というか、今日から一週間ほどはすべての授業が休みということになっている。

　それもこれも、第五神装都市全体が他都市との親交セレモニーに向けて、忙いそがしく動かなければならないからだ。

「つっても。俺は休めるわけじゃねえんだよな……」

「おや？　溜ため息いきですか、兄さん。暗い顔をしていると幸せが逃にげますよ？　もっとも、兄さんの凶きよう悪あく面で寄ってくる幸せなど元々ないとは思いますが」

「……よし。まずはお前が当然のように俺の背後に立っている理由を聞こうか？」

　鏡に映り込んだ妹の生意気な顔に、ヒビキは思いっきり顔をしかめる。

「また鍵かぎをこじ開けて入ってきやがったか。妹と言えど、いい加減に通報するぞ」

「ほう？　まるで、鍵をこじ開けてくる妹に見られるとマズいものがある……とでも言いたげな態度ですね。思春期の男子には困ったものです」

「一番困ったのはお前だけどな」

「しかし由々しき事態です。迅じん速そくにベッドの下を調べなければ。……ゴソゴソ」

「やめろバカ。埃ほこりまみれになるぞ」

　ベッドの下を漁あさっていたアニスは、不服そうな顔をしてこちらを振ふり返る。

　ヒビキは浅い息を吐はいて、ベッドの上に腰こしかけた。

「んで、今日はどうした。用もなく戯たわむれに来ましたってわけでもねえんだろ？」

　単刀直入に訊たずねると、アニスはますます不ふ機き嫌げんな顔になる。

「……しらばっくれないでください。もちろん昨日のことです」

「不満か。俺がシュラーク────元剣聖の護衛を引き受けたこと」

「いいえ。兄さんが決めたことなら、わたしは口出しをしようと思いません」

　かぶりを振ったアニスは、真正面に回り込んでヒビキを見つめる。

　その表情は複雑そうで、相当に思おもい詰つめているようだった。目の下にうっすらとできたクマからも、彼女が一晩中思い悩なやんでいた事実を窺うかがわせる。

「それに、元剣聖だからといって特別になにかを思ったりもしません。わたし自身、彼らのほとんどと面識はありませんし。ただ、あの男は。あいつだけは────」

「おっと。そこまでだ」

「むぴゃ!?」

　何かを言いかけたアニスの頭を、ヒビキはベシリと叩たたく。

「に、兄さんっ！」

「お喋しやべりはここまでだ。今日からその『護衛任務』とやらで忙しい」

　アニスに有う無むを言わせず、ヒビキは立ち上がってさっさと着き替がえ始める。

　背中に訴うつたえるような視線をヒシヒシと感じたが、あえて無視するように努めた。

（……忘れろ。これでいいんだろ、アレン？）

　今は亡なき養父に思いを馳はせながら、ヒビキはアニスに気づかれないくらいの小さい溜息を吐ついた。




　信徒区を抜ぬけて商業区へやってくると、街は昨日とは見み違ちがえるほどに活気づいていた。

　普ふ段だんから人通りが多くはあるのだが、今日はその比ではない。いたるところで人々が忙せわしなく走り回り、街路の飾かざりつけをしたり、荷物の山を店に運び込んでいたりしている。

「みなさん、随ずい分ぶんな張り切りようですね。セレモニーといっても一日二日で終わる短いものでしょうに」

　飾りに彩いろどられた街路を歩きながら、アニスが不思議そうに首をひねる。

「さあな。だが、他都市から一定数以上の人間が一いつ斉せいに訪問してくるって機会も珍めずらしい。当然、客足も増えるだろうし、商売人なんかには絶好の書き入れ時なんだろ」

　世界中が《魔ダ力ス光ク》で満たされてしまったこの時世。女め神がみの浄じよう化かの及およばない外地は、当たり前のことながら危険に満ち満ちている。

　そんな中、わざわざ好き好んで都市間の危険な旅をしようとする者など滅めつ多たにいない。

「その点、今回のセレモニーってのは閉へい塞そくした世界の繫つながりを深めるために相当役立つんじゃねえか？　他都市から来訪した商売人が、もし危険を冒おかしてでも引き続きコンタクトを図はかりたいと思えるような優良企き業ぎようを見つければ、そこで関係が結ばれるかもしれない。そうすりゃ自おのずと金が動いて、両方の都市に少なからずの利益が生まれる。構図としてはかなりおいしいだろうよ」

「────おおっ。ヒビキにしてはまともな分ぶん析せきじゃないか」

　そのとき、茶化すような少女の声が後ろから飛んできた。

　兄妹きようだいがゆるゆると振り返ると、そこに見慣れた顔の友人がいた。

　ただ……その姿恰かつ好こうはいつもの制服と違い、かなり珍ちん妙みようなものだったが。

「えっと……イオ……さん？　ですよね？」

「なんでいきなり敬語になるんだ、ヒビキ!?　あ、いや、今の私が他た人にん行ぎよう儀ぎに接したくなるほど、おかしな恰好をしている自覚はあるんだが……」

「イオさん、サンドイッチマンです。まるでいかがわしいお店の客引きみたいですね」

「その表現はあんまりじゃないか、アニス!?」

　兄妹の酷ひどい反応に、イオはショックを受けたみたいにガクリと膝ひざをつく。

　彼女は今、真っ白な道着の上から、腹側と背中側に広告用の看板二枚を張り付けている状態だった。今となっては滅多に見ない宣伝手法である。

「うぅ……わ、私だって本当はこんな恰好したくなかったさ……。でも、父上がどうしてもって言うから」

「？　もしかしてソレ、お前んちの道場の宣伝看板か？」

　よく見てみると、イオが身につけている看板には、居住区にある道場の宣伝が書かれているようだった。『入門者募ぼ集しゆう』みたいな内容がやけに達筆な文字で書かれている。

「うちの実家の道場は、お世辞にも盛せい況きようしているとは言えないからな。この際、他都市からの訪問客でもいいから引き入れる……というのが父上の考えらしい」

　イオの父親は、居住区で道場を営んでいる。前々からイオ本人の口から聞いていたので、ヒビキもそれ自体は知っていた。

　しかし……イオの古風な人ひと柄がらから鑑かんがみるに、もっと上品で格式高い道場だと思っていたのだが。こんな安っぽい宣伝手法を取るとはちょっと予想外だった。

「お前の親父おやじさんって、けっこう軽い人間なのな」

「ああ、いや。身内の立場でフォローさせてもらうと、道場主である父上はとても真ま面じ目めで堅けん実じつな人だよ。ただ……ちょっと不器用なところがあって」

　イオはばつが悪そうに頰ほおを搔かく。

「聖剣使いが都市を守ってくれる今、わざわざ中ちゆう途と半はん端ぱに武道を習いたいなんて人間も少ない。しかし、うちの道場は先祖代々続いてきたものだからな。自分の代で途と絶だえさせたくはないということで、父上は思い切って宣伝行こう為いに打って出ることにしたんだ」

「ほう。それで？」

「宣伝なんて今まで一度もしたことはなかったら、友人にどうすればいいか訊ねてみたらしい。その友人というのが、居酒屋系列を営んでいる商売人でな……」

「イオさんのお父さんはその人の言ったことを鵜う吞のみにして、そのサンドイッチマンが爆ばく誕たんした……と」

「……情けないことに、その通りだ」

　うなだれるイオを見て、ヒビキとアニスはやれやれと肩かたを竦すくめた。

　正直、イオが実じつ践せんしている宣伝方法は客寄せという意味合いで悪くないとは思う。イオは中々にスタイルが良く美人だし、こんな子が道着を着て直接勧かん誘ゆうしにきたら、大たい抵ていの男はたぶん落ちるだろう。

　だが、この方法ではおそらくイオの父親が求めているような、気き概がいのある門下生は絶対に訪おとすれまい。邪よこしまな男どもを無む駄だに釣つるだけだ。

「悪いことは言わねえから、その方法はやめとけ。親父さんにもちゃんと説明して」

「や、やはりそう思うか？　うん……そうだな。こんな方法で人を呼べても、道場の再建にはつながらないと私自身も感じていた」

「はい。堅実なやり方のほうがイオさんらしいです。……お色気路線で兄さんを攻せめる要因が増えると、わたしとしても困りますので」

　アニスが黒いオーラを飛ばして、隣となりのヒビキを睨にらむ。

　イオの胸むな元もとを見ながら、道着の隙すき間まからチラ見えするさらしもおつなものだな……とか考えていたヒビキは、プルリと身を震ふるわせた。

「ありがとう、二人とも。今日は試ためしにこの恰好できてみてよかったよ。父上ともちゃんと話してみる」

　兄妹の裏の戦いなど知る由よしもなく、イオは少し安心したように笑った。

「私はこれから着替えに戻もどるが。二人は？」

「ん。昼過ぎにミルドと待ち合わせをしている。商業区の中央広場でな」

「あ────」

　何気なく訊ねたらしい彼女は、察したように息を吞のんだ。

「例の……護衛の件か」
















「ああ。せっかくの休みが台無しだよ」

「そう文句を言うな。お前とミルドは、一回生の身で対たい抗こう戦の代表入りを果たした優良株。重要人物の護衛を任されるのも、それだけ信用されている証しよう拠こさ」

　イオのポジティブな解かい釈しやくに、事情を知らない他人からはそう見えるものか……とヒビキは思わず感心してしまった。

　実際。そんな明るいものではまったくないのだが。

「？　ヒビキ……？」

「なんでもねえよ。とにかく着替えてこい。ヘンな奴やつに声かけられると面めん倒どうだぞ」

「あ、うん。そうだな。じゃあ、またあとで」

　イオは頷うなずくと、手を振って居住区のほうへ戻って行った。

　彼女の背中を見送って、ヒビキとアニスは再び人で溢あふれる商業区を歩き出す。

「イオさんも大変そうですね。ご実家の道場」

「まあな。実際、女神や都市側には有用度の低い施し設せつと思われているだろうよ。イオの親父の信しん仰こう値ち自体も、たぶんそんなに高くはないだろ」

　ヒビキは面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らす。

　アニスを庇かばうヒビキは信仰値がゼロという通常ではありえない状態にあるが、その信仰値に大きく左右されている人間は当然のことながら彼だけではない。

　聖せい剣けん使い以外の一いつ般ぱん人にも、信仰値の制度は適用されている。都市にとっていかに有益なことをしたかにより、数値が高まり、多くの権利や恩おん恵けいを得られるのだ。

　逆に……信仰値が一定の値あたいを切った人間は、ヒビキのような例外でもない限り、都市から追放扱あつかいを受ける決まりになっている。

　第五神装都市の代表、ニミル＝アルト＝ミスクレシアはなるべくそのボーダーを低く設定しているようだが、信仰値の与あたえる人々へのプレッシャーは生半可なものではなかった。先日の《邪神シエイド》襲しゆう撃げき事件の主犯格であるシュタイナー＝リンドベールも、犯行を起こした大本の原因はそんな世界に疑問や不満を抱いだいたからだ。

「今、都市の住民がセレモニーでの客引きに躍やつ起きになってるのは、単純に利益を追い求めているだけが理由じゃねえ。この機会を利用して、多くの人間と関係を結び、女神に認められて信仰値を高める。そのために動いているのが根本にあるんだろうな」

「…………」

　ヒビキの推察に、アニスは少し俯うつむいて口をつぐんだ。

　……すべての神装都市において、あらゆる物事の価値基準として機能する信仰値。

　自分が持つその値がゼロであることに、原因となっているアニスが大きな負い目を感じていることを、ヒビキもよく知っていた。

「まっ。俺たちにとっては関係ねえことだがな」

　ヒビキは重くなった空気を一いつ掃そうするように、ヘラヘラと笑ってみせた。

「兄さん……」

「だから、暗い顔すんじゃねえよ。お前は胸を張って、いつも通りにしてりゃいい。────たとえ、あいつの前であろうと」

　ヒビキは不敵に笑って、前方へ顎あごをしゃくる。

　歩いているうちに二人は商業区の中央広場までやってきていた。豪ごう勢せいな彫ちよう刻こくの施ほどこされた巨きよ大だい噴ふん水すいの周りのベンチに、目的の人物たちを見つける。

　ベンチに腰こしかけるオールバックにサングラスという出いで立たちの青年と、ガチガチに緊きん張ちようした様子でその横に立つツインテールの少女。

　思わずひるんだ様子のアニスを庇うように、ヒビキは彼らへ歩み寄っていった。

「よお、デコッパゲ。お早いお着きだな」

「……三分十六秒の遅ち刻こく。要人を待たせるとは、あなたの神経は疑うところしかありませんね、ヒビキ＝デルヴェイド」

「はッ。そのセンスの欠片かけらもねえグラサンかけてるテメェだけには言われたくねえな。なんだそれ？　変装のつもりか？」

「私は今、非公式にこの都市を訪れています。他都市代表の顔を知る者が希少であっても、なるべく騒さわぎは起こしたくない。この理り屈くつ、あなたのような野や蛮ばん人には理解できないでしょうね」

「したくもねえな。有名人気取りかよ、笑わせるね」

　顔を合わせるなり、さっそく鋭するどい殺気を放ち合う二人。

　ベンチの傍かたわらに立つミルドが泣きそうな顔で首をフルフルと振ふっていた。……おそらく、今回一番の被ひ害がい者しやは彼女だろう。自分たちが少し遅おくれたせいでシュラークと気まずい時間を過ごすハメになったようであり、その点はヒビキも素す直なおに反省しようと思った。

「……あなたの不ふ愉ゆ快かいさは昔から毛ほども薄うすれない。それに────」

　ジロリと。嫌けん悪おを露あらわにするシュラークの視線が、ヒビキの隣を射すくめる。

　アニスは大きく身震いして、ヒビキの背中に隠かくれた。

「シュ、シュラーク＝アグネヴァリア……！」

「久しぶりですね、アニス＝デルヴェイド」

「……？　お、お二人は顔見知りなんですか？」

　互たがいをよく見知っているかのような二人の反応に、ミルドがキョロキョロと首を動かして疑問を漏もらす。

　シュラークはひどく煩わずらわしいものでも見るように、サングラスを指で押し上げた。

「詮せん索さくは無用です、ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシア。あなたはただの私の護衛。その任務のみを忠実に果たせばよいのです」

「す、すみません……」

「謝る必要はねえよ、ミルド。こいつの鬱うつ陶とうしい嫌いや味みやイチャモンは、単に呼吸をしているのと同じくらい気に掛かける意味のねえことだ」

　威い嚇かくするようなシュラークの言動に、すかさずヒビキが茶々を入れる。

　再び険悪な空気が流れるが、シュラークもそこは弁わきまえているようだった。言い合っても得るものはないと悟さとったように、ヒビキから視線を外す。

「これ以上、言葉を交かわしても無意味。さっさとなすべきこと終わらせましょう。……あなた方と、すぐにでもお別れができるようにね」

　告げたシュラークの言葉には、これ以上ない不ふ穏おんな響ひびきが込こめられていた。




　　　　○　　　　●　　　　○




「本当になんなのよ、あの人……！」

　右隣を歩くミルドが、声をひそめながら憤ふん慨がいした。

　商業区の大通り。中央広場で落ち合ったヒビキたちは現在、あてもなく人通りの多いその場所を進んでいた。

　あてがないというのもおかしな表現であるが……それもこれも、行動の中心となるはずだった肝かん心じんの人物が、特に行き先を指定しなかったせいである。

「『適当に街中を歩いてください。私はその後を離はなれてついていきます』とか！　どういうつもりなわけ!?　これじゃあ護衛しているとは言えないじゃない」

　ミルドは目め尻じりをつり上げて、背後をチラチラと振り返る。

　十数メートルほどの距きよ離りを置いて、オールバックの青年が無言でついてきていた。

　燕えん尾び服ふくにサングラスという出で立ちなので他の通行人と比べると浮ういて見えるが、周囲に気配を溶とけ込ませるのがうまく、彼を気にして注目するような者もいない。

　ただし、それはあくまで無関係な人間の話であり、尾び行こうされているような形になっているヒビキたちにとってはかなりのプレッシャーだった。

　ヒビキは半眼になって肩を竦めてみせる。

「あいつの目的は、第五神装都市の視察だろ。街中を一通り見回りできれば満足するだろうし、言われた通り好きに歩けばいいんじゃねえか？」

　護衛というのは、最初から名目でしかない。

　もっと言えば、都市の視察自体、名目のようなものだった。

　シュラークの目的は、『アニスの監かん視し、および危険性の発見』だ。こちらの行動を遠目から観察し、粗あらを探そうとしているのである。ゆえに、彼が距離を置いて後ろについたのも、当然と言えば当然だった。

「そ、それにしたって。あんなに露ろ骨こつに距離を置くようなことをしなくても……」

「あの人は、わたしたちを人一倍に毛け嫌ぎらいしていますから。なるべく近くにいたくないんでしょうね、きっと」

　納なつ得とくがいってなさそうなミルドに、アニスがポツリとつぶやくように答えた。

　その声は暗く沈しずんでおり、心なしか顔色も悪い。シュラークを前にしてから、ずっとこんな感じが続いていた。

「アニスちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　気分が悪いなら無理しなくても……」

「いえ。どうせ寮りよう室しつに一人でいても暇ひまですから。それに……あの人を避さけて行動するのは、こちらに負い目があるのを認めるようで癪しやくですし」

　アニスはフルフルと首を振って、気合を入れなおすように表情を引き締しめた。

　……シュラークの本当の目的を、ヒビキはアニスに伝えていない。下手に伝えて、気負わせるのを避けたかったからだ。それでも、シュラークに会うと告げたとき、彼女は自ら率そつ先せんして「自分もついていく」と申し出た。

『……わたしは。もう七年前とは違ちがうんです。自分が間違ってると認めて、逃にげるようなことはしたくないから。わたしもついていきます、兄さん』

　少し前とは見違えるほど強くなった妹を、ヒビキは素直に誇ほこらしく思う。

　同時に……彼女が世界から再び危険視されそうになっている事実を、ますます本人には伝えたくないと思った。

　シュラークの監視が入るこの一週間。

　なにも起こらないでほしい。ヒビキはそう願わずにはいられなかった。

「ねえ、アニスちゃん。答えたくないなら答えなくともいいんだけど……。あの人と何かあったの？」

　そのとき、ミルドがそんな疑問を口にした。

　アニスが俄にわかに身み震ぶるいしたのを、ヒビキは敏びん感かんに感じ取る。

「ど、どうしてそんな質問を？」

「あ、うん。二人が顔見知りみたいに話してたのもそうなんだけど……。なんていうか、アニスちゃん、あの人のことをすごく恐こわがっているように見えちゃって」

　ミルドは少し言いづらそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「アニスちゃんが……その……世界から危険に思われちゃう立場にあるのはあたしも知ってるわよ？　でも、同じく元剣けん聖せいでその事実を知るお姉ちゃんには、アニスちゃんが怯おびえたり恐がってたりする様子はなかったから」

「……それは。ニミルさんが、わたしに対してあの人ほど偏へん見けんの目を持っていないからで────」

「うん。あの人がヒビキやアニスちゃんに厳しい目を向けてるのはわかるわ。……だけど、違うの。態度が威い圧あつ的とか、こっちを敵対視してるとか、単純にそんなことじゃなくて。あの人を見るときのアニスちゃん……えーと……」

　ミルド自身、うまく表現できずに困っているようだった。

　たぶん、彼女は直感で引っ掛かりを覚えたのだろう。そして、その直感は正しかった。

　ヒビキは答えに窮きゆうしているアニスを横目に見ながら、頭をボリボリと搔かく。

「まあ……昔に色々とな」

　それだけ言って、はぐらかす。

　ミルドは心配そうにこちらを眺ながめていたが、それ以上の言げん及きゆうを無理にしてくることはなかった。彼女の気き遣づかいをありがたいと思いながら、ヒビキは気持ちを切り替かえる。

「そういや、この近くにラミアーシャの店があったな。ちょっと寄ってみるか？」

「え？　ラミアーシャさんのお店？」

　通りを見回しながらヒビキが提案すると、ミルドは驚おどろいたように目を丸くした。

「で、でも。一応はアグネヴァリア代表の護衛任務の最中ってことになってるし……さすがにマズいわよ」

「護衛任務なんてすでにあってないようなもんだろ。向こうが好き勝手に振る舞まってんだから、こっちも好き勝手にすりゃいいんだ。それに、一週間後のセレモニーでラミアーシャが何かしようとしてるかもしんねえし、気になる」

　ラミアーシャというのは、ヒビキたちが行きつけにしている聖剣技師屋の店主だった。

　基本的に緩ゆるくてダメな感じのする女性だが、金や利益には何気に目ざとい部分がある。彼女がこの機会にただ指をくわえて見ているだけとは、ヒビキには到とう底てい思えなかった。

「そんなお店より、わたしは電化製品のお店に行きたいです。コンピューターのディスプレイの光こう沢たくにドキドキしたり、掃そう除じ機きのフォルムの美しさにウットリしたいです」

「電化製品相手に恋こいする乙女おとめみたいな表現をするな」

　目を輝かがやかせて語るアニスに、ヒビキは白けた顔でつっこむ。

　だが、彼女が少し元気を取り戻もどしたようなのはよかった。このまま電気屋へ連れて行ってやりたい気持ちはあるが、さすがに彼女のテンションの上がりようについていける気がしないので、ひとまず却きやつ下かとしておく。

「とにかく、俺たちは行くぜ。そんなに護衛がしたいなら、お前だけあいつの近くに残ってもいいけど？」

「ッ!?　あ、あたしも行く！　絶対、なにがなんでも！」

　シュラークとの気まずいひと時を思い出したらしく、ミルドは蒼そう白はくな顔をして首をブンブンと振った。

「決まりだな。さっそくラミアーシャの店に押しかけるぞ」







　結果として。

　たどり着いた場所にあったのは、ヒビキの期待の遥はるか上を────というか、遥か斜ななめ上を────凌りよう駕がするものだった。

「……《コスプレ喫きつ茶さおぶりびおん　～あなたの疲つかれを忘ぼう却きやくさせちゃいます♪～》」

　ピンク色の派手に彩いろどられた看板。書かれた文字を自分で口にしただけで、ヒビキは恐おそろしく寒いものを覚えてしまった。

　外観自体は古風な木造のままなのだが、そこはかとなく漂ただよっていた怪あやしげな感じが完全に払ふつ拭しよくされている。見通しが利きかなかった曇くもりガラスは普ふ通つうのガラスに張り替えられ、そこから可愛かわいらしい水玉模様のカーテンや小物などが見えた。

　埃ほこりのこびりついていた壁かべや、落ち葉だらけだった店前の通りもきちんと掃そう除じが行き届いており、以前の古ふる臭くさいアンティークショップはもはや見る影かげもない。

「……なんでしょう。わたし、すごくイヤな予感がします」

「偶ぐう然ぜんね、アニスちゃん。あたしもまったく同意見よ」

「おンやぁ？　ヒビキさんたちじゃないですかー。こんなところにいいカモ────じゃなくて、いいタイミングで現れてくれましたねー」

　アニスとミルドが半眼で会話していた矢先、間延びした声がした。

　通りの向こう側から、紙かみ袋ぶくろを両手いっぱいに引っさげた女性が歩いてくる。

「ちょうどよかった～。今、仕入れが終わったところなんッスよ」

「ラ、ラミアーシャさん……。その大荷物は？」

「おう。なんか大量の布だな」

「フリフリが特にいっぱいあります」

「あんたたち!?　なに無断で人の荷物を漁あさってるのよ!?」

「なはははは。いいッスよ、べつにー。その遠えん慮りよのないとこが、ヒビキさんとアニスさんらしいじゃないですか」

　兄妹きようだいの無礼な振ふる舞いにも、ラミアーシャは特に気にした様子もなく笑った。

　紙袋を地面に置いた彼女は、汗あせを拭ぬぐいつつ店の扉とびらにかかった鍵かぎを開け始める。

「おい、ラミアーシャ。この店のトランスフォームは一体全体どういうことだ？　お前の店なのになんか小こ奇ぎ麗れいだぞ。キモチワルイ」

「キモチワルイとは失礼ッスな。んまあ、見ての通りですよ。一いつ攫かく千せん金きん、大おお儲もうけのための改装といったとこですかね」

　鍵を開けたラミアーシャは、ヘラヘラと笑いながらヒビキたちに手招きをした。

「まっ、立ち話もなんですから中に入りましょう。私のほうもちょうどあなた方にお頼たのみしたいことがありましてね」

「頼みたいことですか？」

「ええ。とりあえず中へどうぞ。お茶の一いつ杯ぱいでもご馳ち走そうしますから」

　執しつ拗ように促うながしてくるラミアーシャに、ヒビキも胡う散さん臭くさそうに目を細める。アニスとミルドもあまり気乗りしなさそうで、こちらに視線を投げかけていた。

　……べつに話を聞くだけなら害もないだろうが、気になるのはシュラークの存在だ。ヒビキが少し周りを見回してみると、彼の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

　しかし、いなくなったわけではなさそうではある。どこからかこちらを監視しているような視線を、わずかだが感じた。

（姿だけを隠かくした？　なんでそんな真ま似ねを）

　考えられるのは、自分の姿を見られるのを嫌きらったから。彼は、少ない確率ながらも、自分の顔を知っている人物には目もく撃げきされたくないと言っていた。

　だが、新しく増えた者と言えば、金に汚きたない女店主くらいだ。

　ラミアーシャに対してシュラークが隠れる必要が、どこにある？

「ヒビキさん、アニスさん、ミルドさーん。はやく、はやくぅー」

　もはやアリを待ち構えるアリジゴク状態のラミアーシャは、店の扉をパタパタとさせて促してきた。

　どうやら、こちらはこちらで獲え物ものを逃のがす気はないようだ。ヒビキはやれやれと首を振って、仕方なく店のほうへ歩き出す。

「ヒ、ヒビキっ？」

「まっ、話くらいは聞いてやろうぜ。どうせ特にやることもねえしな」

「だけど、アグネヴァリア代表は？　さっきから姿が────」

「心配しなくとも、どこかにはいるよ。ラミアーシャの誘さそいに乗るのが問題ならすぐに口を挟はさんでくるだろ。無反応ってことは、勝手にしろってことだ」

　細かく考えるのも面めん倒どうで、ヒビキは適当にそう答えてラミアーシャのあとを追う。

　アニスも逡しゆん巡じゆんしていたが、やがてヒビキに従った。最後に残ったミルドも、悩なやんだ素そ振ぶりを見せたのち、「ああもう！」と吹ふっ切れたように店の中に入る。

　店の内装は、外装以上に様変わりしていた。

　敷しき詰つめられるように置かれていた小こ汚ぎたない商品棚だなはすべて取り除かれ、開放的な空間に落ち着きのある絨じゆう毯たんや調度品、そしてテーブルクロスのかかった客席がいくつか用意されている。建物自体が木造というのが逆に功を奏し、中々に趣おもむきのある喫茶店の雰ふん囲い気きを醸かもしだしていた。

「す、すごい。本当に喫茶店みたい」

「みたいじゃなくて喫茶店ッスよ。改装にはかなーり苦労したんッスから」

　ラミアーシャは適当な席をヒビキたちに勧すすめ、ガラス製のポットからティーカップに紅茶を注いでから、自分も腰こしかけた。

　さっそく紅茶に口をつけたアニスが「おお」と驚いた声をあげる。

「おいしいです。すごく」

「でしょ。茶葉にもこだわりましたから」

「……解げせねえな。なんでわざわざ喫茶店なんだ？」

　ヒビキはあくまで訝いぶかしげな顔で店の中を観察する。

　確かに雰囲気はいい。看板に書かれたアレな店名を見たときはどうかと思ったが、ラミアーシャの意外なセンスのよさにも普通に驚かされた。

　だが、忘れてはいけないのは、彼女は聖剣技師だ。

　それ専門の店を、わざわざ別ジャンルに改装する意味がわからない。

「今度のセレモニーのためってなら、聖剣使い相手に向けた商売で問題ねえだろ。そうじゃなかったら、お前がいつも売りさばいているような趣しゆ味みの悪いマスコットでも客に押し付けりゃいい」

「押し付けるって……人聞き悪いッスねぇ。まあ、もちろんそれもやりますよ。アンティークショップ《オブリヴィオン》は基本、そういうお店ですから」

　ラミアーシャは、ここからでは見えない店の奥にある扉をクイクイと指さした。

　どうらや、聖剣技師としての仕事は引き続き裏手で行うということらしい。

「だけどね。売り出す看板として『聖剣使い相手のお店』じゃ、どうしてもインパクトに欠けるんスよ。客層を絞しぼり込んじゃうっていうか？　より広い間口へのアピールを潰つぶしちゃうっていうか。数で言えば、特とく殊しゆな役職である聖せい剣けん使いよりも一いつ般ぱん人のほうが圧あつ倒とう的に多いッスからね」

　ラミアーシャは少し悪びれた様子で苦笑いを浮うかべ、

「ヤラシイ話、お行ぎよう儀ぎよく一本の仕事で商売やっていくには厳しい時代です。利益が落ちれば信しん仰こう値ちも下がり、この都市で暮らしていく権利さえ危あやうくなる。そうなってしまえば、もう金もうけなんてできる次元じゃない……って構図でして」

　カップに口を付けながらラミアーシャは渋しぶい顔をした。

「もちろん、律りち儀ぎに自分の家業一本を貫つらぬこうって人も間ま違ちがいではないと思いますよ？　私なんかより何千倍も立派です。ですが、その立派な姿が、女め神がみサマや世界に評価されるかっていうと、これまた微び妙みような話じゃないですか。都市のために役立つには、目立った利益を上げるのが一番になりますから」

　少し言い訳じみたラミアーシャの説明に、ヒビキとアニスも顔をしかめる。

　先ほどイオについて話していたことと、内容としては同じである。彼女の実家の道場は、おそらくラミアーシャの言う「立派な商売」にあたるのだろう。

　そして、難色を示しているのはミルドも同じだった。

　彼女の姉、ニミルは、人道的な観点を利益などよりも優先する形で、人々を都市に受け入れている。だが、その姿勢は世間から「甘い」と評され、第五神装都市がすべての都市の中で「最弱」とされている所以ゆえんでもあった。

　ラミアーシャの意見は、そんな世間の代弁。

　基本的にアウトローであるヒビキたち、そしてそれを受け入れようと頑がん張ばっているニミル側の者にとっては、耳の痛い話だ。

「というわけでして。今回のセレモニーを機会に、より広い客層に向けた《コスプレ喫茶おぶりびおん》をオープンする流れになったという顚てん末まつですわ」

「セレモニーの期間限定じゃなくて、ずっと続けていくつもりなんですねコレ……」

「もちろん。店の改装代、それに衣い装しよう代にも多額の金をつぎ込みましたから」

　ラミアーシャは、店内に運び込んだ大量の紙袋を顎あごでしゃくってみせる。

　どうやら、今回の彼女は本気みたいだった。リスクを冒おかしてでも、この『コスプレ喫茶』なるものを開こうとしているらしい。

「まあ、本人がやりたいっつーなら無理に止めはしないけどな。頑張れよ」

「もちろんです。ヒビキさんも立ち寄ってくれればいっぱいサービスしますよ～」

「ラミアーシャさん。コスプレ喫茶と銘めい打うつ限りは、店員さんが色々な衣装を着たりするんですよね？　それにしては、あなた以外の店員がいるようには見えないんですが……」

　ヒビキたちが話していると、店の中を見回していたアニスがポツリと疑問を口にした。

　……確かに、言われてみれば。

　店の中にはラミアーシャ以外の店員の気配がなかった。アンティークショップ一本でやっていたときも、基本的には彼女一人で店を回していたはずだ。

　ラミアーシャはその指し摘てきを待っていましたといわんばかりに、瞳ひとみを輝かがやかせた。

「そう！　あなた方に頼みたいこととは、まさにソレです！」

　椅い子すから立ち上がったラミアーシャは、流れるような動きで床ゆかに膝ひざをついた。

　そのまま額を押し付けて、綺き麗れいな土下座の体勢を取る。

「え、ちょ、ラミアーシャさんッ!?」

「ミルドさん！　そしてアニスさん！　このラミアーシャ、一生のお願いッス！　どうか惨みじめな商売人に力を貸してはもらえないでしょーか!?」

　唐とう突とつな土下座に、アニスもミルドも目を白黒とさせていた。

　ヒビキだけがなんとなく事情を察し、溜ため息いきを吐つく。

「ラミアーシャ、お前……人件費をケチったな？」

「じ、人件費？」

　首を傾かしげるミルドに、ヒビキは頷うなずいてみせる。

「大方、店の改装費にすべてを使いきったんだろ。それで人を雇やとうぶんの金がなくなった。ちがうか？」

「その通り！　素す晴ばらしい推理です、ヒビキさん！」

「こんなくだらないことで褒ほめられても嬉うれしくねー」

　残念ながら、予想は的中だった。

　要するに、このコスプレ喫きつ茶さはコスプレを謳うたっておきながら、肝かん心じんのコスプレをするスタッフが欠けつ如じよしているのだ。言葉にしてみるとこれほどマヌケなこともない。

「この際、正直にぶっちゃけましょう。うちの店はすでに火の車状態でして、今回の改装も決死の覚かく悟ごで踏ふみ切ったんです。内装は完かん璧ぺき、衣装のほうも私の手の器用さを使えばなんとか……というところまで持ってきました。しかし、スタッフがッ。肝心のスタッフを雇うのをぽっかりと忘れていたんですうううううううううううっ」

「肝心なところを忘れすぎでしょう」

　ラミアーシャの失態に、アニスも白けた表情で肩かたを竦すくめていた。

　あらゆる費用を鑑かんがみて、それをうまくやりくりしながら利益をあげるのが商売人の務めだ。そういう観点で言えば、彼女は商売人失格である。

　しかし────。

「だからお願いです！　お二人が臨時でうちのスタッフをしてくれませんかッ!?」

「え？　あ、あたしたち？」

　ただでは転ばないところが、彼女の逞たくましいところである。

「そ、そんなっ。コスプレだなんて……無理ですよ」

「わたしも拒きよ否ひします。話を聞くところ、お給料とかは出ないんでしょう？　タダ働きはイヤです」

「そう言わずにー。ミルドさんもアニスさんも可愛かわいらしいから、どんな衣装を着ても映はえますってー」

　恥はずかしがるミルドに、ボランティア精神の欠片かけらもないアニス。

　ラミアーシャはめげずに二人を口く説どこうと喰くらいついている。

　これはヒビキの勝手な予想だが……彼女は最初からこれが狙ねらいだったのではないかと思っている。


　→　予算を人件費に回すと、どうしても改装費や衣装費にかけられるぶんが減る

　→　ならば、最初から人件費には一いつ切さいのお金をかけない

　→　幸いにも、自分には美少女の知り合いがいるので、彼女たちをボランティアとして使おう

　→　費用も削さく減げんできて、タダでクオリティの高いスタッフを確保できるから一石二鳥！



　……みたいな感じの思考プロセスで。

　冗じよう談だんみたいにゲスな考え方だが、その実、冗談みたいにゲスなのがこのラミアーシャなのであった。

「わかりました。もし手伝ってくれるなら……今度のうちの新商品をタダで提供しましょう。店先に出すよりもいち早くです」

「ふわっ？」

　とかなんとか考えているうちに、さっそくラミアーシャがミルドを口説きにかかった。

「し、新商品……この間の《ニャンダくん》みたいな子ですか……？」

「クククク。その通り。いえ、それ以上のものをお約束しますよ。商品名は《グレる戦隊ニャンニャンダー》。完成次し第だい、ミルドさんの寮りよう室にお届け。もちろん送料も無料。そして、誰だれにもバレないように厳重に包装もしましょう」

「────やります！　あたし、コスプレ、やる！」

　絶好のカモが、安い餌えさで簡単に引っかかった。

　ミルドは恍こう惚こつとした様子で、「《グレる戦隊ニャンニャンダー》……どんな子なのかしら……戦隊だからいっぱいいるよね……」と不気味な笑えみをこぼしていた。可愛いものに滅めつ法ぽう弱い彼女は、元々ヘンなマスコットを売りさばいているこの店の常連なのである。

「アニスさんも。もしヒビキさん好みのコスプレをしてご奉ほう仕ししてあげれば、念願の『兄、貧ひん乳にゆう好き改造計画』が劇的に進むかもしれませんよ……？」

「やります。わたし、コスプレ、やる」

「お前は即そつ決けつすぎるだろ」

　ミルドと違ちがい、迷う素そ振ぶりすらなかった。

　ラミアーシャの口からこぼれ出た『兄、貧乳好き改造計画』については……なんか怖こわいのであえて言げん及きゆうしないでおく。

「よーし。そうと決まれば、善は急げです。衣装も手て掛がけなければいけませんし、店の内装ももっとオシャレにしますよー。頑張りましょう、お二人とも」

「「おーっ！」」

　すっかり手なずけられてしまったアニスとミルドは、意い気き揚よう々ようと拳こぶしを振ふり上げる。コスプレ喫茶のウェイトレス役をやらされるだけでなく、ちゃっかり準備まで手伝わせる流れになっていることに、つっこみもしないらしい。

「ヒビキさんも。こういうお店のターゲットは主に男性ですから。衣装作りの際に、忌き憚たんのない意見をお聞かせ願えると幸いッス」

「……ったく。勝手にしろよ」

　いつもなら文句を言っているところだが、今のヒビキは少し機き嫌げんがよかった。

　何気なく視線を横に配ると、アニスとミルドがコスプレの衣装についてのアレコレを楽しそうに話し合っている。シュラークの護衛の件で妙みように凝こり固まっていた空気も、すっかり緩かん和わされているようだった。

「……そういう意味では、俺もあんたに感謝してるからな」

「ほい？　今なんと？」

「なんでもねえよ」

　どこまで本気かわからないラミアーシャの惚とぼけた顔を眺ながめながら、ヒビキは苦笑いを浮かべた。
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　日が地平線に傾かたむきかけると、都市を薄うすい夕ゆう闇やみが包み込み始める。

　アンティークショップ《オブリヴィオン》の勝手口から店の裏手に出たアニスは、両手に持ったゴミ袋ぶくろを見下ろしながら浅い息を吐はいた。

「……結局。ラミアーシャさんの口車にうまく乗せられてしまいましたね」

　店の準備の手伝いに加え、衣装のイメージを固めるためのモデルなどもさせられて、気づけばかなりの時間が経過していた。

　紆う余よ曲きよく折せつと試し行こう錯さく誤ごはあったものの、ラミアーシャはうまくインスピレーションを得たらしく、それからは一度も休まずに作業を続けていた。

　同じ技師職の立場にあることから、好きなことを見つけると時間を忘れるほど夢中になってしまう気持ちは、アニスにもよくわかる。

「色々と疲つかれはしましたけど……不思議と悪くはない気分です」

　ゴミ置き場に布の残ざん骸がいなどが入ったゴミ袋を運びながら、アニスは自分でも無意識に口元をほころばせていた。

　悪くない。以前、兄のヒビキもそう言っていた。

　この都市、この場所の居い心地ごこちは、確かに悪くなかった。それは自分たち兄妹きようだいの最大の賛辞であり、心から抱いだいている思いである。

「ずっとこの場所にいたい。いえ、いられるように戦わなければなりませんね」




　────ドクンッ。




　……そのとき。

　胸むな元もとで、熱を孕はらむ何かが跳はねるように脈打った。

「うっ……！」

　アニスは急激に表情を歪ゆがめると、胸元を押さえて倒たおれるように壁かべに寄りかかった。

　動どう悸きが激しく、気管が締しめ付けられるように息苦しい。

「まったく……イヤなタイミングで、イヤなときに」

　胸元に添そえた手をグッと握にぎり込むと、服越ごしに鉱石のような硬かたい感かん触しよくを感じた。

　ソレは燃えるように熱く、心臓のように脈打っている。自分で止めたい思っても、その鼓こ動どうは徐じよ々じよに大きく、ますますその活動を加速させて。

「《晄こう核かく》が脈動している……この間の《邪神シエイド》との接せつ触しよくが原因ですか……ッ」

　息苦しさを吐き出すように、アニスは忌いま々いましげにその言葉を口にした。

　……この状態、この変調は、ずっと前から続いていた。

　正確な時期を言えば、シュタイナー＝リンドベールが自分の血液サンプルを用いて、《邪神シエイド》を完全覚かく醒せいさせたときからだ。




『────君は《邪神シエイド》の子。流れる血は互たがいに共鳴し、《晄核》や《邪神シエイド》を躍やく動どうさせるに足る』




　リンドベールの言っていたことを、脳内で反はん芻すうする。

「《晄核》……そのうちに宿る穢けがれた《魔ダ力ス光ク》同士の共鳴……！　情けないですね。わたしは自分が人間であると主張しながら、《邪神シエイド》からの影えい響きようをここまで受けてしまうなんて」

《魔ダ力ス光ク》の発生源たる《晄核》。

　人間と《邪神シエイド》の混血であるアニスは、生まれ持ってソレを体に宿していた。ヒビキが《聖機士オーデイン》を目指すのは、世界に自分たちの存在を認めさせるのだけが理由ではない。

　女め神がみアイギールの浄じよう化かの力────それを借り受ける権利を持つ、代行者たる《聖機士オーデイン》。その力を行使して、アニスの《晄核》を取り除くことにあった。

「兄……さんが……わたしのために戦っているのにッ、その前にわたしが負けてしまっては世話ないじゃないですか……！」

　胸の《晄核》を強く握りしめ、アニスは己おのれを鼓こ舞ぶする。

　今回の変調、周囲にはもちろん、ヒビキにさえ伝えてはいなかった。ただでさえ助けてもらうばかりなのに、余計な心配をさせたくはない。

　なにより、最悪のタイミングで現れたシュラークの存在。

　彼だけには、今の自分の状態を覚さとらせるわけにはいかなかった。

（兄さんは都市の視察が目的だと言っていましたが、あの男は確実にわたしを警けい戒かいしている。そんなの、教えてもらわなくたってわかります）

　それでも何も言わなかったのは、あえて真実を黙だまっているヒビキやミルドの心こころ遣づかいを無む駄だにしたくなかったからだ。

　自分は化け物。悍おぞましく、救いようのない、世界にとっての害悪。

　それでもそんな化け物の自分を庇かばってくれる人たちがいる。アニスにとって、戦う理由はそれだけで充じゆう分ぶんだった。だからこそ、万ばん全ぜんな体調でないのを押し切ってまで、シュラークに怪あやしまれないよう彼の前へ出てきた。

「わたしは負けません。絶対に、負けてなるものですか」

　強く念じていると、心なしか胸の《晄核》の脈動が弱まった気がした。

　アニスは滴したたる汗あせを拭ぬぐい、乱れた呼吸を整える。

　……よし、もう大だい丈じよう夫ぶだ。

　それは自分自身に言い聞かせる、気休め程度の言葉でしかなかった。休止していたはずの《晄核》はすでに目覚め、これからも体を蝕むしばんでいくことだろう。

　せめて、ヒビキが自分を救ってくれるその日まで。

　耐たえて、我が慢まんして、持ちこたえる。

　救われる立場のアニスにできることは、それくらいしかなかった。

「……戻もどりましょう。あまり遅おそいとみんなに心配をかけてしまいます」

　多大な不安と、襲おそいくる苦しみ。

　表に出さないように表情を引き締めたアニスは、勝手口から店の中へと戻った。
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「……見たか、シュラーク？」

「はい。確しかとこの目で」

　アンティークショップ《オブリヴィオン》から百メートルほどの距きよ離りを置いた、雑居ビルの屋上。

　そこから、店の中へと戻って行くアニスの姿を見下ろす、二つの人ひと影かげがあった。

　落下防止の柵さくの上に腰こしかけ、足をプラプラとさせる真っ白な少女は、背後に立つオールバックの青年を複雑そうな表情で振り返る。

「第二神装都市代表、シュラークよ。やはりあの者は……我々が滅めつすべき邪じや悪あくなのだろうか。この世界に存在を許してはいけない異分子なのか？」

「少なくとも、ニミル＝アルト＝ミスクレシア以外の都市代表はそう考えるでしょう。この私も含ふくめて」

　迷っているようなアイギールの口調に対して、シュラークは当然のことを言うように淡たん々たんと返した。

　アイギールの表情がさらに曇くもる。

「我は……」

「ご決断ください。アレをあのまま放置すれば、また悲劇が繰くり返される。二度も神装都市に《邪神シエイド》の襲しゆう撃げきを許したとあっては人々のあなたに対する信しん仰こうも薄れましょう」

　シュラークはその場で膝ひざをつき、恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

「あなたが私に聖せい剣けんの解放を許可してくだされば、ヒビキ＝デルヴェイドもろとも排はい除じよしてみせます」

「……ならん」

　アイギールは表情を硬かたくし、シュラークの提言を却きやつ下かする。

　その断固とした物言いに、シュラークは目を細めた。

「女神アイギール」

「ならん。我がならんと言ったら、ならんのだ」

　アイギールはグッと拳を握ると、柵の上で立ちあがった。

「まだ急を要する時ではない。勝手な行動を起こせば承知しないぞ、シュラーク」

「……仰おおせのままに。しかし、機を見誤れば、手て遅おくれになります」

　シュラークはあくまで服従の姿勢をみせながらも、言葉に籠こもる語調を強くした。

「なにを迷うのです？　あの者たちに対して」

「まだ判断しかねる……。ニミルが言った通り、扱あつかいを間ま違ちがえれば世界をさらなる脅きよう威いに曝さらしかねない」

「アイギール。あなたは……まだ未練を残すのですか」

　アイギールは目を丸くしてシュラークを見る。

「未練だと？　我が何に対して未練を抱くというのだ」

「恐おそれながら。あなたには『女神』である側面と、意思を持った『個』としての側面が同時に内在しておられます」

　シュラークは鋭するどく双そう眸ぼうを眇すがめる。

　その視線には何者をも無差別に圧殺するような気き迫はくが込こめられており、世界の統治者であるアイギールでさえも思わず震ふるえ慄おののいた。

「な、なにを……」

「────アレン＝デルヴェイド。あなたを初めて『個』として扱い、接した男。あなたの中に『個』を芽生えさせた、かの大罪人。……そして、その大罪人の遺志を継つぐ者、ヒビキ＝デルヴェイド。あなたは未いまだに奴やつらの存在に縛しばられるおつもりか」

　シュラークの責めるような言葉に、アイギールの表情が泣きそうに歪んだ。

　それは世界の統治者でも、世界を守護する神でもない。ただ普ふ通つうの、少女の顔。

　垣かい間ま見みえてしまった側面に、シュラークは静かに目を伏ふせて立ち上がった。

「芳かんばしくない兆候です。実に」

「…………」

「いいでしょう。あなたが迷うのなら、私が何度でも断たってみせます。それが私の────剣聖シュラーク＝アグネヴァリアの使命ですので」

　シュラークは背を向ける。

　アイギールの視線から外れた彼の口元は、さながら獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのように凶きよう悪あくに微笑ほほえんだ。

「あのときのように。私がこの手で殺して差し上げますよ」

　それだけ言い残し、シュラークは雑居ビルから飛び降りるようにして姿を消した。

　屋上に取り残されたアイギールは、フワフワと浮ふ遊ゆうするように柵から降りて、膝を抱かかえてその場にうずくまる。

　目をつむり、両手で耳を塞ふさぎ。

　答えの出ないジレンマから、必死に自分の身を守るように────。

「誰だれでもいい、教えてくれ。我は、我は一体どうすれば……！」

　赤く焼けた空に、無数のカラスが飛び交かい不気味な鳴き声を響ひびかせる。

　ただ一人の少女の縋すがるような問いに、答えてくれる者は誰一人としていなかった。







　　　第三章　　コスプレ・テンプテーション




　第五神装都市の空に、一定間かん隔かくで空くう砲ほうの音が鳴り響く。

　四方の門として機能するターミナルには今、第二神装都市からの来場客が一いつ斉せいに押し寄せ、都市内もまた賑にぎやかなお祭り一色に彩いろどられていた。

　ヒビキは店頭でのたたき売りをする商店や、ずらりと並ぶ出店などを眺ながめながら、通りをブラブラと歩く。

　……セレモニーの当日。さすがに商業区の賑わいは尋じん常じようじゃなく、人ごみに揉もまれて前に進むのがやっとの状態の路地さえある。

　いつもより間口を広く開放していることもあってか、内部の警備体制もいっそう厳重に敷しかれているようだった。先ほどから、厳しい顔つきで見回りをする都市警備や剣機士スレイプニールの人間と頻ひん繁ぱんにすれ違ちがう。

「祭りの空気ってのは嫌きらいじゃねえが。どうも辛しん気き臭くせえな」

　ひとりごちるも、仕方ないことだとは理解していた。

　第五神装都市は以前に《邪神シエイド》の襲撃を受けている。招かれる側の第二神装都市の者たち、そして招く側の第五神装都市の者たちも、過か敏びんにならざるを得なかった。

　ともあれ、せっかくの祭りではある。ヒビキは制服のポケットからパンフレットのようなものを取り出し、今日の予定を確かく認にんした。

「主しゆ賓ひんである第二神装都市代表の挨あい拶さつが昼ちょうど過ぎ……。それまでは自由時間か」

　第二神装都市代表、シュラーク＝アグネヴァリアの護衛任務。それはセレモニーの開かい催さい日である今日も、引き続きヒビキとミルドが担当することになっていた。

　ただし、今日は一応『本当の意味での護衛』という形になっている。

　これまでお忍しのびで第五神装都市を訪おとずれ、アニスの監かん視しを行っていたシュラークだが、さすがにセレモニーの当日までそれを続けるわけにもいかない。両都市間の友好関係を示すため、ニミルと一いつ緒しよに代表同士で都市を回る手はずになっていた。

　ニミルはその付き人としての役目を、ヒビキとミルドに与あたえたのだ。

　普通、こういう公式の場での仕事は正規の剣機士スレイプニールが請うけ負うのだが……。

『────シュラークの動きが気になるわ。彼がこのまま大人しく引き下がるはずはないもの。というわけで、側近護衛役としてあなたたちを引き続きつけることにしておいたから。私のほうでも気は配るけど、あなたたちもキッチリ見張ってね♪』

　……とは、こちら側の都市代表であるニミルの談。

　これ以上シュラークに関かかわるのは気が滅め入いりそうだったが、確かにニミルの懸け念ねんもわかる。なので、ヒビキたちはこの重大な任務を二つ返事で引き受けたのだった。

「……結局、この一週間で奴に目立った行動はなし。だがまあ、あの超ちよう陰いん湿しつ野や郎ろうのことだ。裏でなに考えてるかわかったもんじゃねー」

　シュラークが自分の都市へ引き返していく最後の最後まで気は抜ぬけない。

　ヒビキはパンフレットを丸めて、適当にポケットにつっこみ直した。

　そのまま足を大通りへ向ける。任務までには時間があったので、準備を手伝ったラミアーシャの店を覗のぞいてみようと思った。

　歩き出して数分後。

　眉まゆをひそめたヒビキは、ピタリと足を止めた。

「……冗じよう談だんだろ、おい」

　通りに沿うようにしてできた、長ちよう蛇だの列。

　並んでいるのは男性がほとんどで、皆みなが興奮したように一枚のチラシを片手に色めき立っていた。彼らの持っているチラシの文字を見て、ヒビキは自分の勘かん違ちがいでないことを知る。

　────《コスプレ喫きつ茶さおぶりびおん　～あなたの疲つかれを忘ぼう却きやくさせちゃいます♪～》

　世も末だなと、ヒビキは心の底から思った。

「いや、確かにミルドやアニスは容姿的にレベル高いとは思うが……まだ午前中だぞ？　どんだけ噂うわさ広まるの早ぇんだよ。なんか怖こわいわ」

「おー。ヒビキじゃないか」

　そのとき、列の最さい後こう尾びで『ただいま一時間半待ち』と書かれた看板を持つ、セミロングの少女が声をかけてきた。

　今日の彼女は道着にサンドイッチマンという身なりでこそなかったが…………ある意味でそれ以上に酷ひどい恰かつ好こうをしていた。

「イオ……。お前はまた、なんて恰好してんだ？」

　セミロングの上にちょこんと乗ったウサギ耳に、きわどいレオタード。

　俗ぞくにバニーガールと呼ばれる生物が、そこにいた。

「こ、これはだな。ミルド経由でラミアーシャさんに店を手伝ってくれと言われて……」

　イオも恥はずかしい恰好をしている自覚があるのか、少し頰ほおを染めてモジモジとした。

　どうやら、店を手伝わされる一いつ環かんで、コスプレをさせられているらしかった。癪しやくなことにその宣伝効果は抜ばつ群ぐんであり、順番待ちの案内役をしている彼女に、先ほどから並んでいる男性客たちが熱い視線を送っていた。

　まあ、ヒビキ自身もスタイルのいいイオにこの衣い装しようは似合っていると思う。

「しっかし。お前も頼たのまれると断れないタイプだな。イヤならイヤって言えばいいのに」

「た、確かに少し恥ずかしくはあるが。意識しなければ大だい丈じよう夫ぶだっ。それに、ラミアーシャさんには感謝してるところもあるからな」

「？　感謝？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべるヒビキに、イオはコクリと頷うなずいた。

「手伝う代わりに、喫茶店でもうちの道場の宣伝をしてくれるという条件でな。父上ともちゃんと話し合って、店内に張り紙を張ってもらうことにした。派手なやり方ではないけど、そのほうが堅けん実じつでうちの道場らしいって」

　イオはポンと手を打つと、

「そうしたら、さっそく何人かの見学者が来てくれたと父上から連れん絡らくがあったんだ！　それもこれも、ラミアーシャさんが宣伝に協力してくれたおかげだよ」

　嬉うれしそうにそう報告してくるイオ。

　だが、ヒビキとしては引っ掛かかりを覚えずにはいられなかった。

「店の張り紙だけで、見学者ねぇ」

　チラリと。列に並んでいる男性客たちのほうへ視線を配る。

　その中で、先ほどからイオに熱ねつ烈れつな視線を送っている一団が囁ささやき合っている声が聞こえてきた。

「……聞いたか？　あの子、居住区のほうにある道場の娘むすめらしいぜ？」

「マジでかッ？　あの猛もう烈れつにエロい体で寝ね技わざとかかけてくれんの!?」

「うおおお……！　あのナイスバディと組んずほぐれつしたい……俺の右みぎ腕うでに関節技をかけてほしい……！」

「決めた！　このあと、オレはその道場へ行くぞ！　体験入門して、あの娘こに背負い投げしてもらうんだ！」

　……やっぱり、世も末であるようだった。

「どうした、ヒビキ？　この世の終わりみたいな顔をして……」

「……いや。お前は理解しなくていい。そのままの純真でいてくれ」

　頭痛を覚えたように額を押さえるヒビキに、イオはきょとんとして首を傾かしげていた。……おそらく、あのゲス店長はこうなることを見み越こしてイオを外に置いたのだろう。ほとほと呆あきれるが、まあイオ自身が気にしてないようなので放ほうっておくことにする。

「とりあえず、店の様子を見に来たんだが。予想以上に盛せい況きようみたいだな」

「ああ。満員御おん礼れいみたいだ。私が手伝いに来た時にはすでにこの状態だった」

　イオは手の看板に書かれた待ち時間を見ながら、「これも書き直さなきゃいけないかも」とつぶやいた。

　ともあれ、このまま並んでいてはヒビキが店に入るころには昼過ぎを回ってしまうだろう。どうしたって予定と嚙かみ合わない。

「見学は諦あきらめるわ。適当にそこらへんを回ってくる。アニスやミルドによろしく伝えておいてくれ」

「待て待て、ヒビキ」

　さっさと背を向けるヒビキの肩かたを、イオが摑つかんで引き止める。

「なんだ？」

「ラミアーシャさんに言われてるんだよ。お前が来たとき、特別待たい遇ぐうで先に通してやってくれって」

　ヒビキは並ぶ客たちに一いち瞥べつをくれながら、顔をしかめる。

「いいのか、そんなことして？」

「私もズルや不正の類たぐいは好まないが。お前は店の前準備を手伝ったみたいだし、いいんじゃないか？　よかったな、ＶＩＰ待遇というやつだ」

「喫茶店でＶＩＰってのも間ま抜ぬけな感じだな」

　呆れつつも、ラミアーシャにしては寛かん大だいな待遇に少し驚おどろいた。あの金の亡もう者じやにも人の心は残っていたらしい。

「そういうわけで、時間があるなら立ち寄っていけ。面おも白しろいものも見られるぞ」

　イオは珍めずらしく悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべて、意味深にそう付け加えた。

　若じやつ干かんの不ふ審しんを覚えながらも、特にやることもないし、断る理由はない。お言葉に甘えて、列を飛ばして店に入ることにした。

「そうだ。最後に言い忘れてた」

「あ？　まだなんかあんのか？」

「特別待遇で通しはするけど、注文代は普ふ通つうに取るらしいから。『店への貢こう献けんのため、なるべく高いものを頼んでくださいよ～』と、ラミアーシャさんからの伝言だ」

「…………」

　……前言撤てつ回かいだ。

　あの女は疑いようもないただのゲスである。




　順番待ちをする男性たちのねっとりとした視線を受けながら、ヒビキは列を完全無視で店の扉とびらを押し開けた。

　カランコロンと。取り付けられていた呼よび鈴りんが小気味よい音を鳴らす。

　すぐさま、店員が出で迎むかえに来てくれた。

「……い、いらっしゃいま────うげぇ!?」

　そして、その店員はヒビキの顔を見るなり、客に対する態度とは思えない酷い反応を示した。まるでゴキブリを見つけてしまったかのようだ。

　鮮あざやかなブロンドの髪かみに、全体的にやさぐれた印象を受ける容姿。

　普段はオレイアス聖徒学院の制服の上から赤いパーカというラフな服装を好む彼女は────今、ピチピチのスクール水着という、とんでもない恰好をしていた。

「ヒ、ヒヒヒ、ヒビキ＝デルヴェイド……！　おま、おまえっ、どうしてここに!?」

「……お邪じや魔ましました」

「待てぇッ！　帰んな！　言い訳くらいさせろぉ!!」

　ヒビキたちの先せん輩ぱいにあたり、オレイアス聖徒学院きっての問題児、シェリー＝フィンシスは泣きそうな声をあげてヒビキの首根っこを摑んだ。

「止めるな、不良娘。顔見知りの知ってはいけない趣しゆ味みを知っちまったんだ。そりゃ帰りたくもなる」

「趣味じゃねえええええッ!!　これにはちゃんと理由があるんだよ！　でなきゃ、こんなクソみたいな恰好を誰だれがするかッ。クソッ、クソッ！」

　シェリーは真っ赤な顔をしながら口くち汚ぎたなく毒づく。

　態度の悪さはいつもの彼女のようで安心したが、スクール水着で凄すごまれても逆にマヌケな感じしかしないのが残念なところだ。胸むな元もとには『しぇりー』とやる気ない文字で書かれた名前入りのワッペンまでついている。

　躍やつ起きになって騒さわぎ立てる彼女に、店内の男性客たちは歳としの離はなれた妹を見るような穏おだやかな微笑ほほえみを向けていた。

「……ああ、シェリーちゃん可愛かわいいなぁ」

「ツンデレ、貧ひん乳にゆう、スク水……。これぞ三種の神器だよ」

「無理して不良ぶってるところが、また保護欲を誘さそうっていうか……」

「ッッッ!?　ぶぶぶぶぶぶっ殺すぞ、テメェら!?　アタシは不良ぶってるんじゃなくて、マジもんの不良なんだよッ」

　シェリーは拳こぶしを振ふり上げて威い嚇かくするように激げつ昂こうする。

　が、男性客たちは怯おびえるどころか蕩とろけそうな笑みを浮かべて「ツンデレ、サイコー」と頷うなずくだけだった。完全に無理して強がる子を見守る姿勢である。

　……どうしてこうなった。

　ヒビキが軽い頭痛を覚えて自問していると、

「────あら？　なにを騒いでいるか知りませんが、そんなところで油を売ってる暇ひまはありませんわよ、狂きよう犬けん？」

　透すき通るような声が、店内からこちらに聞こえてきた。

　ヒビキは振り返って、声の主を見る。

　瞬しゆん間かん、反射的に息を吞のんでしまった。

「生徒会長……？」

「リナ、ですわ。何度そう呼んでと言えばあなたはわかってくれるのでしょうか？」

　上品な微笑みを湛たたえて、小首を傾げてみせる栗くり毛げの少女。

　その全身は、さながら『女騎き士し』と呼ぶに相応ふさわしいような銀色の甲かつ冑ちゆうに包まれていた。……ただし、その甲冑は最低限の部位しか隠かくしていないきわどいもので、まるで水着のようでもある。いわゆるビキニアーマーと呼こ称しようされるタイプの衣装だった。

　カタリナ＝オーヴィアス＝メルシルク────通つう称しよう、リナ。

　ヒビキたちが通うオレイアス聖徒学院で生徒会長を務める少女である。まだ二回生の身でありながら学術、実技ともに飛びぬけた成績を誇ほこり、ここ数年《聖機士オーデイン》を一人も出していない第五神装都市において「もっとも《聖機士オーデイン》に近い人物」とまで言われていた。

「……お前もかよ。学院の生徒会長が、こんなところでなにやってんだ」

「うふふ。そんな胡う散さん臭くさいものを見るような顔をしなくてもいいですのに」

　リナの登場により、男性客たちが大いに色めき立っていた。

　そんな客たちにリナは嫌いや味みのない仕草で会え釈しやくをし、ヒビキに向き直る。

「こう見えて、わたくしもいっぱしの聖せい剣けん使いですのよ？　アンティークショップ《オブリヴィオン》には日ごろからお世話になっていました」

「お前もラミアーシャに頼まれたってことか？」

「ええ。面白そうでしたし、二つ返事で了りよう承しようさせていただきましたわ」

　リナはコクリと頷くと、隅すみっこのほうで仏ぶつ頂ちよう面づらをしているシェリーに視線を配る。

「ついでに、また粗そ相そうをやらかしたそこの狂犬を、懲ちよう罰ばつ目的でウェイトレスとして参加させることにしましたの。……ちゃんと働いてくださいね、シェリーちゃん？」

「……殺す。テメェだけはいつか絶対に殺してやる……！」

　殺気立ってリナを睨にらみながら、シェリーは野犬のように低く呻うなる。

　リナは特に気にしたふうもなく、ポンと手を打ってみせた。

「そうそう。すっかり言い忘れていましたが、対たい抗こう戦の代表入り、おめでとうございます。ミルドともども、まだ一回生であるあなた方がその権利を獲かく得とくしたこと、生徒会長として大変喜ばしく思いますわ」

「ん？　……ああ、ありがとう」

　向けられた賛辞に、ヒビキはとりあえず礼を言っておく。

「つーか、生徒会長。あんたは学内リーグ戦に出てなかったが、対抗戦に出場しないのか？　それかシードとか？」

「いえ。生徒会長と言えどシードの制度は適用されません。代表選せん抜ばつは実力主義、生徒全員に与あたえられる平等な権利ですから。わたくしは元から参加をしていないだけです」

「なんでだ？」

　ヒビキは目を細めて訝いぶかしげに訊たずねる。

　……《邪神シエイド》襲しゆう撃げきに際して。ヒビキは、ニミルの補ほ佐さを務めた彼女の実力を目まの当たりにしていた。信しん仰こう値ちは剣機士スレイプニールと比べてもなんら遜そん色しよくはなく、本人の技量もそれに伴ともなっているように思えた。彼女の力があれば、必ず対抗戦で優ゆう秀しゆうな活かつ躍やくを見せて、第五神装都市へ貢献できるはずだ。

　問いかけたヒビキに、リナは首を横に振る。

「おそらくあなたは、わたくしを買いかぶっていますわ。実際、わたくしの聖剣はあなたやミルド、そこの狂犬などよりも戦せん闘とう向きではない。わたくし自身も、実戦は苦手分野ですしね」

　実戦が苦手分野────。剣機士スレイプニールさえも恐おそれおののいた《邪神シエイド》相手に、大立ち回りを演じた人間がよく言う。今に始まったことではないが、ヒビキはこのリナという少女に底知れない何かを感じていた。

「……それに。実際に対抗戦に参加するよりも、あなたのことを観察していたほうが、わたくしにとってはよほど有益ですし」

「あ？　なんか言ったか？」

「いいえ、なんでも。それよりもヒビキ。この衣い装しようをどう思いまして？」

　誤ご魔ま化かすように話を逸そらしたリナは、両手を広げてきわどい衣装を見せびらかすようにした。アーマーに包まれた豊満な胸元が、ぽよんと揺ゆれる。

　ヒビキはここぞとばかりに眉まゆをひそめた。

　……悔くやしいことに、この店が繁はん盛じようしている理由をイヤというほど理解する。これほどのものを見ることのできる場所に、わざわざ近づかない男はただの偏へん屈くつ者だろう。

「似合ってるよ。すごく」

「あら。社交辞令だとしても嬉うれしいですわ」

「いや、俺の素す直なおな感想だよ」

　正直に告げると、リナはパッと顔を輝かがやかせた。

　嬉しそうにクスクス笑って、ヒビキの腕うでに抱だきついてくる。

「……おい。なんの真ま似ねだ。周りの客たちの殺気がヤバいことになるから離れろ」

「ヒビキは。このようにされるのは、お嫌きらいですか？」

「嫌いっつーか……いや、悪い気はしないが」

「うふふ。あなたは自分に素直ですのね。どうでしょう？　ヒビキが望むというのなら、わたくしがメニューにはないような特別なサービスをして差し上げても……」

「おっと、そこのアーマー悪女さん。誘ゆう惑わく行こう為いはそこまでにしてもらいましょうか」

　不ふ機き嫌げんそうな声が、ヒビキたちの会話を遮さえぎるように割って入ってきた。

　とたんにヒビキは半眼になる。声の主は確かめるまでもなかった。

「どうでもいいが。まずはその手に持った凶きよう器きを引っ込めろ」

「……おや？　わたしが新作の兄さんお仕置きマシーンを用意していると、振り返りもせずによく気づきましたね。これが兄妹きようだいの以心伝心というやつでしょうか」

「間ま違ちがいなくそんな可愛いものじゃねえな。単に、殺気とか瘴しよう気きとかみたいなものを感じ取っただけだ」

　アニスは小さく舌打ちをして、手に持ったスプレー缶かんみたいな物体を懐ふところにしまいこむ。それがなんであるか、さすがに問いただす勇気はなかった。

「ったく。せっかく様子を見に来てやったってのに、あんまりな仕打ちじゃねえか」

「兄さんが鼻の下を伸のばしてるのが悪いんです。大体の諸悪の根源は兄さんの鼻の下にあります」

「俺の鼻の下がそんな大層なものだとは初めて知ったな。……何度も言うが、べつに伸ばしてねー。勘かん違ちがいして襲おそい掛かかってくる癖くせをいい加減にやめろ、阿あ呆ほう」

「本当ですか？　本当に、一いつ切さいのイヤラシイ気持ちがないと言えるんですか？　ねえ、ねえ、ねえったらねえ？」

「じりじりと迫せまり寄ってくるなッ。そして目が恐こわい！」

「落ち着いてください、アニス。せっかくヒビキが来てくれたのに、余計なコントで気が逸れてしまってますわよ？」

　ヒビキの腕から離れたリナは、アニスの背後に回った。

　小さな両りよう肩かたに手を置き、改めてヒビキと真正面から向かい合わせる。

「リ、リナさん……っ？」

「まあまあ、大人しく大人しく。……いかがでしょうか、ヒビキ？」

　リナに言われて、ヒビキはアニスをまじまじと見下ろす。

　袖そで口ぐちの広いゆったりとした衣服。全体的に色合いはあでやかで、普ふ段だんはストレートの黒くろ髪かみが簪かんざしでポニーテールにまとめられている。

　それは、着物と呼ばれる民族衣装だった。

　ヒビキの故郷である、東国由来の衣装だ。

　東国自体が《邪神シエイド》によって壊かい滅めつした今、それらに由来する伝統や技術は徐じよ々じよに失われつつある。イオの実家の道場も東国に由来するものだが、武術という実用的なものだからこそ他国に伝わる形で残ったに過ぎず、それらさえも廃すたれているのが現状だった。

　ただの衣装でしかない着物は、なおさらである。

　この神装都市内でお目にかかれる機会も滅めつ多たにない。

　それだけに、着物は東国を象しよう徴ちようする一番のものでもあった。

「アニスは、どうしてもこの衣装がいいのだとラミアーシャさんに頼たのんでいました。着つけの方法もロクにわからないまま、文ぶん献けんを参考に、一いつ生しよう懸けん命めい。……その意味、あなたにはおわかりでしょう？」

　含ふくみを感じさせる笑えみを浮うかべ、リナは肩を竦すくめる。

　ヒビキは……思わず黙だまり込んでいた。

　自分は《邪神シエイド》によって滅ほろびた東国の出身。それは着物と同様、都市内ではほとんど見かけない黒髪からもわかることだ。

　だが、同じく黒髪で妹のアニスは、まったく事情が違ちがった。

　そもそもヒビキとアニスに血の繫つながりはない。彼女の髪が黒いのは、《邪神シエイド》と人間の子であるから。その悍おぞましい漆しつ黒こくの体表を、遺伝として髪色に反映したにすぎない。

　同じ黒髪でありながら、アニスは滅ぼした側で、ヒビキは滅ぼされた側。

　その事実にアニスが胸を痛めていることを、ヒビキは知っている。

「に、兄さん……」

　アニスは恐れるように身を縮こまらせた。

　彼女の中に流れる血、それに対してまったく恨うらみを抱いだかない────なんて、綺き麗れいごとは言えない。

　だけど、それでも────。

「……八十点」

「え？」

「八十点ってところだな。出来としては」

　ヒビキは顎あごに手を当てて、難しい顔をする。

　その視線は、あでやかな布地に包まれたアニスの胸むな元もとへ注がれていた。
















「確かに着物はスレンダーな体型にも似合うが、なんかこう、色気もほしいんだよな。イオが着ていた道着に通じるような、胸元のチラリズムって言うか────」

　言いかけて、ヒビキはピタリと言葉を止めた。

　……眼前で、ドス黒いオーラが立ち上っている。

　肩を摑つかんでいたリナも、思わず顔を引きつらせて後ずさっていた。それくらい、小さな体たい軀くから発せられる怒いかりはすさまじいものだった。

「フフ、フフフフフフっ」

「お、おい。アニス？」

「……ええ、わかっていましたよ。兄さんが着地するのは、結局はそこだと。好きですもんね、巨きよ乳にゆう。ミルドさんみたいな爆ばく裂れつおっぱいが好みですものねぇ……！」

　くわっと。つぶらな双そう眸ぼうが凶悪に見開かれる。

「わたしのほうから兄さんの好みに合わせても、胸囲格差が邪じや魔まをする……。ええ、わかっていましたとも。わかってます」

「……すまん。急に用事を思い出した。帰らせてもらうわ────」

「ならば。やはり、兄さんの脳みそに革新をおおおおおおおおおおおッ!!」

　出入り口に戻もどろうとするヒビキに、アニスが飛びかかる。

　店内に癒いやしとは程ほど遠とおい絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたったのは、言うまでもない。
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「……酷ひどい目に遭あった」

　アンティークショップ《オブリヴィオン》の店の裏手側。

　狭せまい部屋でソファにもたれかかるヒビキは、げんなりとした声でつぶやいた。

「それにしても……ラミアーシャの奴やつ、なんのつもりだ？」

　怒り狂くるったアニスから、命からがら逃にげ出した後。

　厨ちゆう房ぼうで客に出す料理を作っているラミアーシャに声をかけると、いきなりこの狭苦しい部屋に通された。




『ヒビキさんには特別待たい遇ぐうのＶＩＰ席でくつろいでもらえればとー』




　……とかなんとか本人は言っていたが、ＶＩＰ席が聞いて呆あきれる。ただ狭くて埃ほこりっぽい、ソファとテーブルだけが置かれた殺風景な部屋でしかなかった。

　特別なことと言えば、他の客たちの視線から切り離はなされた空間にあることくらいか。

「これで料金も特別に取るとか言い出したら、マジで殴なぐろう」

　拳こぶしを固めてうなずく。彼女なら本気でやりかねないことだった。

　っと、ヒビキがそんなことを考えていた矢先。

　────コンコン。

　扉とびらの外から、ノック音がした。

　ノックした相手が緊きん張ちようしているのか、リズムや強さがかなり乱れていた。正確には『コンコン』ではなく、『コンッ……コン……』みたいな感じに。

　ヒビキは訝いぶかしげに扉のほうを見る。

「誰だれだ？」

「…………」

　訊たずねても、返答はない。

　ますます怪あやしい。一体なんなんだろうか？

　不思議に思いつつも、ヒビキはソファから立ち上がった。考えても仕方がない。向こうが無反応なら、こちら側から行って確かめるのが一番だろう。

　さっそく扉の前に立ち、ノブに手を伸ばす。

　そのとき、唐とう突とつに向こう側から勢いよく扉が引き開けられた。

「い、いらっしゃいませーっ！」

「…………」

　フリーズ。ヒビキは数秒間の間だけ完全に固まる。

　開かれた扉の向こうには、ツインテールの少女がたたずんでいた。

　正面から目が合い、彼女も同様に固まる。まさかヒビキが扉の前まで来ているとは予想していなかったのだろう。

　彼女────ミルドの姿恰かつ好こうは、それまでに見た数々のコスプレ衣い装しようと比べても、きわどさという点において群を抜ぬいていた。

　布地の面積を極限まで削けずったかのようなビキニタイプの水着。リナのようなアーマーではなく、布地自体がかなり薄うすく、色々な意味で豊満な部位が今にも零こぼれ落ちそうである。特に胸元が……言葉で表現するのが憚はばかられるくらい……ものすごいことになっていた。

　そして、頭の上にちょこんと乗っかっているのは、なぜかネコ耳のカチューシャ。

　本人には言えないが、完全にいかがわしいお店で採用されるタイプの恰好である。

　……などと吞のん気きに考えている暇ひまなどもちろんなく。

「うっ、あ────にゃああああああああああああっ!!」

「どべぶッ！」

　我に返ったように奇き声せいをあげたミルドが、手に持ったトレーでヒビキの頰ほおを思いっきりひっぱたいた。

　ヒビキは吹ふっ飛んで、ソファの上に倒たおれ込む。

「ってぇ！　なにしやがんだッ」

「だ、だだだだだって！　あ、あんたがいきなり目の前に立っていたりするから……！」

　ミルドは混乱したように目をグルグルさせて、トレーを振ふり回す。

　その反動で、薄く小さな布地しか隠かくすもののない胸元から、零れ落ちそうな真っ白な双そう丘きゆうがぽよんっぽよんっと元気よく弾はずんだ。……控ひかえめに言っても、恐おそろしい破は壊かい力だ。ヒビキは思わずそちらに目を奪うばわれてしまう。

　ミルドも注がれる視線に敏びん感かんに反応し、顔を上気させてトレーで胸元を隠す。

「み、見ないでよバカぁっっ!!」

「……見せびらかすような恰好しといて、今さら何言ってんだ、お前は」

　ヒビキは乱暴な仕草で頭を搔かいて、ミルドから視線を外してやった。嘆たん息そくまじりにソファへ座り直す。

　ヒビキの冷静な対応で、ミルドも少し落ち着きを取り戻した。羞しゆう恥ちからくる顔の赤みは消せないまでも、もじもじとしながらヒビキの隣となりに腰こしかけた。

「……で。その有様になった事情を聞こうか？」

「……うぅ」

　鋭するどいヒビキのつっこみに、ミルドは所在なげにうめく。

「ラ、ラミアーシャさんに……言われて……」

「だろうな。それ以外の理由は思い当たらん」

「こうすればあんたがきっと喜ぶからって。そ、その……」

　身を縮こまらせて言葉を濁にごすミルド。

　ヒビキは横目で見つつ、やれやれと首を振った。

　衣装は非常に大だい胆たんで、スタイルが抜ばつ群ぐんにいい彼女によく似合っている。しかし、人前に出たら邪よこしまな視線を浴びてしまうに違いない。この恰好で表の接客をさせられていなくて、ヒビキは内心ちょっとホッとしていた。

「ＶＩＰ待遇だから……やっぱり特別で……だ、だからね？　あ、あんたがしてほしいこと、今日だけはなんでもしてあげるっ。それが約束だったから！」

　ミルドは思い切ったように息を吸って、そう叫さけんだ。

　その顔はもう見ていられないくらいに赤い。唐突な宣言に、ヒビキはポカーンと口を開け放った。

「……お前、もしかして」

「…………っ」

「学内リーグ戦での条件、律りち儀ぎに覚えていたのか？」

　負けたほうが、勝ったほうの言うことを何でも聞く。

　確かに、ヒビキはミルドにそのような条件を投げかけて、試合に臨のぞんだ。

　だが、あれはほとんど彼女をからかうための冗じよう談だんのつもりだった。それをわざわざ覚えていて……ＶＩＰ待遇という扱あつかいを使って実行してこようとするとは。

　あまりに真ま面じ目めすぎて、呆れてものが言えない。

「ふ、普ふ通つうの状態で、あんたに『なんでも言うことを聞いてあげる』なんて言ったら……あ、あたしきっと、恥はずかしさに耐たえられなくてあんたを殴っちゃうから。お客様って扱いならなんとか我が慢まんできるかなって……」

「要するに、仕事だと思えば恥ずかしくないってか？　……うん、アホだな」

「アホとは何よ!?　こ、これでもすごく悩なやんで、決死の思いでやってるんだからっ」

　おそらく、ラミアーシャあたりに唆そそのかされたのだろう。あのゲス商人はやっぱり一度しばいておかなければならないかもしれない。

（つか、普通の状態より何より、その恰好するほうがよっぽど恥ずかしくないか？）

　しかも、ついさっき殴られた。恥ずかしさを紛まぎらわせるためみたいなことを言っているが、あまり意味がないような気もする。

「あんなのはお前をからかうために言ったことだ。そんな状態になってまで無理に実行しようとしなくていい。むしろ重いわ」

「そ、そんなわけにはいかないわッ。約束は絶対、聖せい剣けん使いに二言はないもの！　え、ええええええっちなお願いでもなんでも、ドンとこいよ！」

「……俺がエロ方面の頼たのみをする前提なのが、若じやつ干かん納なつ得とくいかんのだが」

　こいつといい、アニスといい、本当に人のことをなんだと思っているんだろうか？

　ミルドはどうやら、彼女の悪あく癖へきである妄もう想そう癖が暴走してしまっているようだった。「お願いされる＝エッチなこと」と、とんでもない脳内変へん換かんが行われているらしい。まあ、今に始まったことではないのだが。

　ここはミルドを諭さとし、落ち着かせ、暴走を止めてやるのが思し慮りよ深ぶかい人間としてやるべきことだろう。




　しかし……残念ながら、ヒビキは思慮深さとはまるで縁えんのない人間だった。




　むしろ、その逆。エロ方面に関しては健全すぎる男子である。

　美少女から「エッチなことを頼んでもいい」と言われて、その誘ゆう惑わくをきっぱりと撥はねのけられるほど賢けん者じやではなかった。

　もちろん、そこまで酷いことを頼むつもりはない。

　あくまでミルドにイヤな思いをさせないギリギリのラインを攻せめれば…………ヒビキは今月に入ってここ一番、真しん剣けんそのもので考えに考えた。

「お前がそこまで言うなら。じゃあ、肩かたでも揉もんでもらおうか」

「え？　そんなことでいいの……？」

「ああ。頼むよ」

　うなずくと、ミルドはおずおずとソファから立って後ろに回った。

　細い指が、ヒビキの肩にグッと押し込まれる。

「うわっ、ゴツゴツしててすごく硬かたい。それに……大きい」

　ミルドが思わず驚おどろいたような声を漏もらす。

　指で直じかに触ふれたことで、男性の背中の感かん触しよくに戸と惑まどっているようだった。ヒビキが振り返ると、彼女は頰を染めて慌あわてて視線を逸そらす。

「な、なによ」

「べつに、なんでもねえよ。続けてくれ」

　ミルドの反応を少しおかしく思いながら、ヒビキは前に向き直った。

　ぐにぐにと、ミルドの指が肩の筋肉をほぐす。聖剣使いの鍛たん錬れんを積んでいるとはいえ、やはり年とし頃ごろの女子らしく、非力で若干刺し激げきが物足りない。

　ヒビキはごくごく自然な口ぶりで、

「ちょっと弱い。もっと強くしてくれ」

「こ、こう？」

「まだだ。もっと全身を使って、激しくだ」

「う、うん。やってみる。……えいっ」

　ミルドは気合を入れなおすように深呼吸してから、ヒビキに言われた通り全身の動きを使って指を押し込んだ。

　────むにゅんっ。

　とたん、ヒビキの背中にマシュマロのような柔やわらかい感触が当たる。

　むにゅんっ、むにゅんっ、と。それはミルドが一いつ生しよう懸けん命めいに肩を押すたびに、ヒビキの背中を幸せな感触で包んでくれた。

「やっぱ……直だとまるで違ちがうな」

「？　あんた、いつもはマッサージ器とか使ってんの？」

「ん。まあ、そういうことにしておいてくれ」

　もちろん、肩揉みの話ではない。

　胸むな元もとが激しく露ろ出しゆつしたビキニの破壊力を、ヒビキは文字通り体で嚙かみしめる。惜おしむらくは、自分が制服のブレザーを羽織っていることか。今さらではあるが、風ふ呂ろ場ばで背中を洗ってくれ……とかのがよかったかもしれない。

　なにはともあれ、幸せな時間だった。

「あんた、よっぽど凝こり固まってたのね。気持ちよさそうっていうか、幸せそう？」

「もちろんだ。このときのために生きていると言っても過言じゃない」

　大げさに言って親指を立てると、ミルドは「このくらいなら暇があればいつでもやってあげるわよ」とおかしそうに笑った。
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　一方、店の表側。

　午前中の営業を終えて、最後の客を見送った四人の少女たちは、各おの々おのがそれぞれの表情で肩の力を抜ぬいていた。

「はぁ……。なんだかすごく疲つかれました。慣れないことはするもんじゃないですね」

「まったくだ。アタシを可愛かわいいとか騒さわいでた奴やつら、今度街で見かけたら全員ボコボコにしてやる」

「あら。いけませんわ、そんなことを言っては。また問題を起こしたら、この懲ちよう罰ばつを延期にしちゃいますわよ？」

「やめてあげてください、生徒会長。シェリー先せん輩ぱいが恐きよう怖ふのあまり硬こう直ちよくしてます」

　リナに脅おどされて青い顔をするシェリーを見ながら、イオは苦笑いで肩をすくめる。

　アニスもやれやれと嘆息した。

　……リナが最初にこの不良少女を「更こう生せい目的」と言って連れてきたとき、場にはかなりの緊きん張ちようが走ったものだ。特にミルドとは、彼女の姉に関することで折り合いが悪く、空気がギクシャクとしていた。

　こうしてシェリーが大人しくしているのは、ひとえにリナのおかげと言える。

　生徒会長としての権力、そして上品な態度の裏に隠された底知れなさは絶大で、シェリーも彼女を恐れているようだ。『聖人壊しゴスペル・ブレイカー』なる物ぶつ騒そうな異名で生徒から忌き避ひされる戦せん闘とう狂きようも、こうして見ると不思議と可愛いものである。

（むしろ、警けい戒かいすべきはリナさんのほうですね……）

　ヒビキに対しての妙みような積極性と、ミステリアスな雰ふん囲い気き。なにを考えて、なにを目的としているのかさえ、判然としない。

　一個人として……そして兄を愛する妹として、彼女を警戒せざるを得なかった。

「今度、女め神がみの管理プログラムをハッキングして個人情報を探さぐっておきましょう……」

「？　なにをしているのですか、アニス？」

「いえいえ。兄さんに近づく悪い虫にチェックを入れているだけです。お気になさらず。……メモメモ」

　メモ帳を取り出して何事かを書き綴つづるアニスに、リナは首をひねる。イオが横から「病気みたいなものですからそっとしておいてあげてください」とフォローを入れた。

　そうこうしていると、店の裏手から店主であるラミアーシャが緩ゆるい足取りでやってきた。

「やーやー、皆みなさま。お疲れ様ッス」

「ラミアーシャさんも、お疲れ様ですわ。午前中はこれでおしまいということですが、お昼に営業はしなくてよろしいんですの？」

　リナの質問に、ラミアーシャはヘラヘラと笑って首を振ふる。

「いえいえ。ボランティアで働いてくれている皆さんに、そこまで強要する気はないですよー。交代制で回すにしても、あの繁はん盛じようぶりでは人員足りなくなりますしね。なんで、今日は思い切ってここまでにします。稼かせぎ時に稼げないのは辛つらいですが」

　このコスプレ喫きつ茶さは、まだ正規のスタッフを雇やとえていない。アニスたちボランティアの力を借りて、無理に営業しているにすぎなかった。

　商売のために無理を押してまで働かすのは、さすがのラミアーシャといえど良心が痛んだようだ。

「まっ、午前中だけでも充じゆう分ぶんな売り上げです。評判も広まったことですし。このセレモニーの稼ぎで、以降はスタッフを雇える余よ裕ゆうもできそうですから」

「今回はあくまでプレオープン期間みたいなもの……ということですか？」

「そんなもんです。ってなわけで、せっかくのお祭りですから。皆さん、各々楽しんできちゃってください。……ではでは、私は金勘かん定じようの重役があるんで、これにて」

　ラミアーシャは邪じや悪あくな笑えみを浮うかべると、スキップ混じりで奥に引っ込んでいった。

　残された四人は、お互たがいに顔を見合わせる。

「それでは、わたくしもここらへんで失礼させていただきますわ」

「？　なにか用事でもあるんですか？」

「そうですね。わたくし、他の役員に生徒会の仕事を任せてここにいますので。すぐに戻もどらなければならないのです」

　アニスの質問に、リナは困り顔で肩を竦すくめてみせた。

　都市全体の一大セレモニー。オレイアス聖徒学院の生徒会も、都市側の運営補ほ佐さとして働いている。今回のリナは、休きゆう憩けい時間の合間を縫ぬって手伝いに来てくれたようだった。

「今日は楽しかったですわ。またご一いつ緒しよできることがあれば是ぜ非ひとも。ヒビキとミルドにもよろしくお伝えください」

　そう言って、リナは更こう衣い室のほうへ歩いていってしまった。

「……けッ、くだらねえ。アタシもさっさと帰らせてもらうぜ」

　次いで、シェリーが吐はき捨てるように言って、リナのあとに続く。凄すごんではいるがスクール水着なのが、なんとも恰好がつかない。

　二人の背中を見送り、アニスはイオに向き直った。

「イオさんは？」

「すまないな、アニス。本当はお前たちと一緒に都市を回りたかったんだが。私も、道場の手伝いが残っててな。父上だけでは大変だろうから」

「そうですか……。わかりました」

　少し寂さびしげにするアニスに、イオは「本当にすまない」と頭を下げた。

　セレモニーの午後の部では、ヒビキとミルドは都市代表たちの護衛につくことになっている。必然的に残されるアニスが一人になることを、イオもわかっていた。

「もしやることがなければ、うちの道場に顔を出してくれ。君は体を動かすのが苦手だろうが、見学しているだけでも楽しい……かもしれないし」

「お気持ちだけ受け取っておきますよ。とりあえず、兄さんとミルドさんを捜さがしてきます。二人がどこにいるのかご存じですか？」

　思えば二人の姿がまるで見えないことに気づき、アニスは眉まゆ根ねを寄せる。

　イオは首を傾かしげて、

「さあ。そう言えばミルドの奴、途と中ちゆうから表に姿を見せなくなったな。ヒビキのほうなら、さっきラミアーシャさんに奥の部屋へ案内されているのを見かけたが────」

　イオが言い終える前に、血相を変えたアニスが店の裏手へ駆かけだした。

「お、おい。アニス？」

「イヤな予感がしますッ。妹の勘が囁ささやいているのです！」

　バタバタと足音を響ひびかせて、行ってしまうアニス。

　よく事情がわからないまでも、とりあえずイオも彼女のあとを追った。




「なあアニス。いきなりどうしたというんだ？」

「しっ。静かにしてください。……この部屋辺りから不ふ穏おんな空気を感じます」

　一人でどんどん店の奥へ進んでいくアニスは、ある部屋の前で足を止めた。声を潜ひそめながら、扉とびらにピッタリと耳をつける。

　まるで映画で見るスパイ捜そう査さ官かんのようだな……とか考えつつ、アニスに無言で手招きされたので、イオも仕方なく扉へ歩み寄った。

　耳を澄すませてみると────。

『え？　そんなことでいいの……？』

『ああ。頼たのむよ』

　扉一枚隔へだてた向こう側で、くぐもったヒビキとミルドの声が聞こえた。

　イオはアニスの勘のよさに思わず目を剝むく。……この妹、リアルに兄専用の感知センサーみたいなものが体内に内蔵されているんじゃないだろうか。

「まさか、得意の機械作りでヒビキを盗とう聴ちようとかしてるんじゃないだろうな？」

「今はやってませんよ？　寮りよう室に仕し掛かけていた監かん視しカメラも、服に仕込んでいた盗聴器も、すべて兄さんにバレて没ぼつ収しゆうされてしまいました」

　前まではやっていたのか……。アニスのしれっとした返答に、イオはもはやつっこむ気力さえ起きない。

　ともあれ、今はヒビキとミルドのことだ。

　二人はなにやら、自分たちには内ない緒しよでなにかをやっているようだった。断だん片ぺん的な情報だと、ヒビキがミルドに頼み事をしているように聞こえる。

　アニスのように必死というわけではないが、イオもちょっと気になって耳を近づけた。

『うわっ、ゴツゴツしててすごく硬かたい。それに……大きい』

「「っっっ!?」」

　そして、不意打ち気味に聞こえてきたミルドの恍こう惚こつとした声に、二人そろって軽く跳とびあがってしまった。

「イ、イイイイイイ、イオさん？　今のは……!?」

「お、おおおおお落ち着くんだ、アニス。ま、まだそうと決まったわけじゃ……」

『ちょっと弱い。もっと強くしてくれ』

『こ、こう？』

『まだだ。もっと全身を使って、激しくだ』

『う、うん。やってみる』

「「～～～～～～～～～っ!?」」

　危あやうく窒ちつ息そくしそうになりかけた。

　勘かん違ちがいだとは思いたいが……密室にて男女二人の怪あやしげな会話。どう考えてもそっち方面にしか聞こえない。

　そういう話題にあまり免めん疫えきのないイオの顔は、自分のことでもないのに真っ赤になってしまった。逆に、アニスの顔は蒼そう白はくである。

　衝しよう撃げきはさらに続く。

『やっぱ……直じかだとまるで違ちがうな』

『？　あんた、いつもはマッサージ器とか使ってんの？』

『ん。まあ、そういうことにしておいてくれ』

　扉とびら越ごしのミルドがくすぐったそうにクスリと笑い、

『あんた、よっぽど凝こり固まってたのね。気持ちよさそうっていうか、幸せそう？』

『もちろんだ。このときのために生きていると言っても過言じゃない』

「～～～～～～～～ッッ!!　な、なななな、なあああああああああにやってるんですかああああああああああああああああああああっっっ!?」

　イオが止める暇ひまもなかった。

　ついに我が慢まんの限界を迎むかえたアニスが、鬼おにの形相で扉を勢いよく開ける。

　そこに広がっていた光景は……。




「あ？　いきなりどうしたお前ら？」

「っ!?　ア、アニスちゃんとイオ！　こ、これは違うのよッ。べつにこいつに対してご奉ほう仕ししてたわけじゃなくて、約束の一いつ環かんと言うか……！」




　仲なか睦むつまじく、ミルドに肩かたを揉もんでもらうヒビキの姿。

　ミルドの恰かつ好こうがネコ耳をつけたビキニ姿なのが気になったが、もうそんな細かいことはどうでもよかった。

　何千倍も過激な現場を予想していたアニスとイオは、ヘナヘナと床ゆかにへたり込む。

「……あ、あれ？　アニスちゃん？　イオ？」

「ほっとけ。どうせくだらない勘違いでもしてたんだろ」

　呆あきれたように鼻を鳴らすヒビキにも、言い返す気力が起きない。

　今度からもうアニスに振り回されるのはやめよう……内心でそう決意をするイオであった。




　　　　○　　　　●　　　　○




「……いいですか、兄さん？　今回はわたしの誤解だったということで制裁はやめにしてあげますが。ミルドさんにきわどい恰好をさせて、肩を揉ませていた事実は確かです。もし今度、同じようなことをしたらタダでは済ませませんよ？」

「肩揉みだけで大おお袈げ裟さだな。べつにいかがわしいことじゃねーだろ」

「兄さんのことですから。肩を揉んでもらうフリをして、背中に当たる胸の感かん触しよくを楽しむ……くらいのことはするでしょう。事実、そうだったのでは？」

「…………」

「……やはり、不ふ埒らちな兄に制裁を実行すべきでしょうか」

「さーて！　俺は用事があるし、ちょっくら行ってくるわ！」

　アンティークショップ《オブリヴィオン》の前。

　殺気を放つアニスに、ヒビキは全力で腕うでを振って誤ご魔ま化かした。

　ミルドとイオが「まあまあ」と苦笑いでアニスを宥なだめてくれる。

「あまり兄妹きようだい喧げん嘩かはするなよ。この間も話に出たが、問題を起こして対たい抗こう戦の出場権利を棒に振ふっては意味がない」

「本当よ。あんたなら本当にやりかねないから恐こわいわ」

　半眼になるミルドに、ヒビキは「大だい丈じよう夫ぶだ、信用しろ」と軽く返す。しかし不本意なことに、その言葉を信じてくれる者は三人の中で一人もいないようだった。

「とにかく、私はもう行くぞ。ヒビキとミルドは都市代表の護衛任務、頑がん張ばってくれ。アニスも、暇だったらいつでも私のところへ遊びに来てくれていいからな」

「うん。イオも道場の手伝い、頑張ってね。この機会に入門者がいっぱい集まってくれること、祈いのってるから」

　イオはミルドに笑って「ありがとう」というと、手を振りながら小走りで駆けて行った。彼女の姿が通りの向こうに見えなくなってから、ミルドは腰こしに手を当ててヒビキたちを振り返る。

「あたしたちはどうする？　代表挨あい拶さつが始まるまでまだ三十分ほどの余よ裕ゆうがあるけど……近くのお店でお昼でも食べようか？」

「ん。悪いが、俺はパスだな。さっきも言ったが、これから用事がある」

　ヒビキの返しに、ミルドのみならずアニスも目を丸くして驚おどろいていた。

「兄さん？　べつに誤魔化さなくても、今回の制裁はなしにしてあげますよ？」

「お前の制裁が恐くて逃にげようとしてるわけじゃねーよ。本当に用事があるんだ」

「用事って……あと三十分くらいで済ませられるものなの？　公おおやけの場で都市代表の護衛任務に遅ち刻こくなんてしたら、それこそ大事よ？」

「問題ない。大した用事でもねえから、すぐに終わる」

　ヒビキはパタパタと腕を振って、ミルドの心配を一いつ蹴しゆうした。

「……わかった。遅おくれないって言うならいいわ」

「わざわざ俺のスケジュール管理をしようとしなくても大丈夫だよ。少しは信用しろ」

　ヒビキはクルリと背を向けると、軽く手を上げる。

「じゃあな。アニスのこと、頼んだぜ」

「あっ。待って、ヒビキ！」

　歩き出そうとした矢先、ミルドがなにかを思い出したように引き止めてくる。

「なんだ？」

「バタバタしてて忘れてたわ。……コレ」

　そう言って、ミルドはスカートのポケットをゴソゴソと漁あさった。

　そこから赤い布のような物を取り出し、ヒビキへ手て渡わたす。

「なんだこりゃ？　腕わん章しようか？」

「うん。朝、お姉ちゃんに渡されたの。アグネヴァリア代表からだって」

　ミルドの口からシュラークの名が出たことで、ヒビキとアニスは顔をしかめた。

「あの男からですか？」

「うん。向こうの提案で、護衛につく人間には係員用の目印をつけさせるんだって」

　ミルドは「私も渡された」と言って、青色の腕章を取り出した。

　ヒビキは訝いぶかしげに手に持った自分の腕章を見る。

　特にこれといって異変を感じさせない、普ふ通つうの腕章だった。表面には、第五神装都市と第二神装都市を表す紋もん章しようがプリントされている。

「どうして俺とお前で色が違う？」

「よくわからないけど……男女で区分けがされてるみたい。お姉ちゃんの話によると、向こう側から護衛に選ばれた女性の剣機士スレイプニール二人も、青色の腕章をつけてたって」

　ミルドは肩を竦すくめて、

「お姉ちゃんも警けい戒かいしてたけど、調べたら何の変へん哲てつもない普通の腕章だって。《魔ダ力ス光ク》の痕こん跡せきや、怪しげな仕掛けも特に見つからなかったそうよ」

　わざわざ向こうからの提案という点でかなり怪しかったが、ニミルがそう言うのなら間違いないのだろう。

「これ、つけないで行くのとかアリか？」

「やめなさいよ。なんかそれだとこっちが思いっきり向こうを疑ってるみたいで印象悪いじゃない。一応、互たがいの親交を深めるためのセレモニーなのに……」

　ヒビキの不ふ真ま面じ目めな質問に、ミルドは心配そうな顔で首を振った。

　……まあ、あちらを疑っているのは事実なのだが。

　ヒビキは鼻から浅い息を吐はくと、右みぎ腕うでに腕章をパチンと留めた。

「ほら、これでいいだろ？」

「べつに今からつけなくてもいいけど……」

「いいんだよ、メンドくせぇ。つけっぱなしにしとかなきゃ忘れる」

　適当に片づけたヒビキは、今度こそ踵きびすを返した。

「うし、行くか。俺がいない間、いい子にしてろよ、アニス？」

「それはこちらのセリフです。わたしの目の届かないところで不埒なことをしたら……わかってますね？」

「安心しろ。俺もそこまで命知らずじゃねー」

　冗じよう談だん交じりに返して、ヒビキは二人と別れた。




　……ヒビキが去ったあと。

　彼の背中を見送っていたアニスが、そわそわとした様子でミルドを見た。

「本当にあのまま行かせてよかったんでしょうか？　約束とか言って、もし他の女と逢あい引びきでもしていたら……！」

「さ、さすがにヒビキでもないでしょ」

　残念ながら、ミルドも自信を持って言いきることができなかった。

「むぅ。怪しいですね。まあ下手に尾び行こうしても、すぐに勘かん付づかれて誤魔化されてしまうでしょうし。今度、兄さんにバレないような最新式の監かん視し機器を作らなくては」

「……アニスちゃんは、本当にヒビキのことが好きなのね」

　呆れ半分、一方で心温まるものを感じながら、ミルドは口元を緩ゆるめて言った。

　……微び妙みように歪いびつな部分もあるが。ヒビキたち兄妹には確かな絆きずなを感じる。

　それは、同じく仲のよい姉を持つミルドにも、充じゆう分ぶんに共感できるところだった。

　血の繫つながらない兄妹。《邪神シエイド》と人間の混血という複雑な事情。そんなものを抱かかえてても、互いを気き遣づかう二人は、きっと本物の家族よりも深く結ばれているのだろう。

「……ああ、いえ。実を言うと、昔はそうでもなかったんですよ？　むしろ、超ちよう絶ぜつに仲の悪い兄妹でした」

「────え？」

　不意に飛び出したアニスの返答に、ミルドは虚きよを突つかれて立ち尽つくした。

「な、仲が悪かった？　ヒビキとアニスちゃんが？」

「はい。仲が悪いというよりは、相あい容いれなかったという表現のほうが適切でしょうか」

　アニスは、ヒビキが消えた方角を見やりながら、昔を懐なつかしむように目を細める。

「わたしと、兄さん。お互いに立場が立場でしたから。自分で言うのもなんですが、やさぐれてたんですよ。今よりもずっとずっと。世界に対して……そして自分に対しても」

　ミルドは息を吞のんで黙だまり込む。

　アニスが自分からそんなことを語り出すとは思ってもいなかった。彼らの素す性じようを大体は把は握あくしているミルドだが、それについての詳くわしい過去話などはまだ聞いたことがない。気にはなっていたが、訊たずねていいものかと迷う気持ちがあったのだ。

　戸と惑まどうミルドを見て、振り返ったアニスがハッとする。

「すみません。いきなり、こんなこと」

「……ううん、大丈夫。もしイヤじゃなかったら続きを聞かせて？　アニスちゃんが話したい範はん囲いでいいから」

　イヤな気分はまったくしなかった。

　むしろ、ふとした瞬しゆん間かんにこういったことを口にするのは、それだけ心を許してくれているという証しよう拠こだ。……まだ完全ではないにしろ、ヒビキやアニスとそこまで関係を深められたことを、ミルドは嬉うれしく思った。

　彼らのことをもっと知りたい。友人として……事情を知ってしまった一人として。

　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けるミルドに、アニスは少し恥はずかしがるように「大した話じゃないですよ？」と視線を逸そらした。

「最初は、すごくキライでした。いつも不ふ機き嫌げんだし、ぶっきらぼうだし、口は悪いわ態度は悪いわで」

「そこらへんは今のヒビキとあまり変わってない気もするけど……」

「そうですね。だけど、あの頃ころの兄さんには今みたいな余裕が感じられませんでした。無理をしているというか、四六時中カリカリしてて」

　アニスは目を伏ふせて、

「まあ今になって思えば、無理はなかったんです。兄さんは滅ほろびた東国の生き残り。《邪神シエイド》に本当の家族を殺された直後でしたから」

　暗く告げるアニスに、ミルドはなんと声をかけていいのかわからなかった。

　アニスは……《邪神シエイド》と人間の混血だ。

　直接の因果こそないが、ヒビキにとっては仇かたきにあたるとも言えなくはない。

「ヒビキは、どうだったの？　その……アニスちゃんが抱えている問題のこと、最初に知ったとき」

　ミルドは周囲に視線を配りつつ、静かに訊ねる。

　周囲に人ひと影かげはなかったが、ここが往来であることは変わりない。ましてや今はセレモニーの最中だ。慎しん重ちように言葉を選んで、神経を尖とがらせる必要があった。

　アニスはそんなミルドを苦笑いで眺ながめて、

「正直に言ってしまうと。わかりません」

「……は？」

「わからないんですよ。兄さんが、わたしをどう思っているのか」

　重い口調で訊ねたミルドとは対照的に、アニスの答えは軽かった。

「事実を知ったときの兄さんは、すでにわたしの『家族』になっていました。すべてはパパ────わたしの父親の影えい響きようが大きかったと思います」

　父親。その単語に、ミルドは自分でも意識せず身を震ふるわせてしまう。

　彼女の父親ということは、《邪神シエイド》と結ばれ、子をもうけた人物であるということ。すでに世界によって記録のすべてが抹まつ消しようされているため、その人のことをミルドはまったく知らない。アニスに訊きいていいことなのかも、わからなかった。

「父のおかげで、兄さんは今みたいに自然に笑うようになって、心にもかなりの余よ裕ゆうができたみたいに思えました。あくまで、わたしにそう見えてるだけかもしれませんが」

　アニスは溜ため息いきを吐ついて、

「だから、本当のところはわからないんです。兄さんが心の底で何を思ってるのか、どんな気持ちでわたしのために戦ってくれているのか。本当は、わたしのことを恨うらんでいるのかもしれない。表面に見えるよりももっと複雑で、難しい感情を抱えてるのかもしれません。その真意は……情けないことに、恐こわくてちゃんと訊けたことがないんです」

　その口調は、まるで自分の臆おく病びようさを嗤わらっているみたいだった。

　ミルドは小さく拳こぶしを握にぎりしめ、俯うつむくアニスを見つめる。

　……ヒビキがアニスを大切に想おもっていることは間違いない。

　そんなの、あの面めん倒どうくさがりの彼が、なりふり構わずに《聖機士オーデイン》を目指していることからもわかりきっている。

　だけど────やはり、それは表面上での判断だ。

　彼がアニスに対して抱いだいている感情が、単純に『正』だと証明する術すべはない。むしろ、人の感情を『正』とか『負』にハッキリと分けることのほうが難しい。

　だからこそ、アニスの言うことがミルドにも痛いほどわかった。

　……やはり、恐いのだ。

　ヒビキが自分に対して本当はどのような感情を抱いているのか、詳しく知るのが。

「……っ。アニスちゃん！」

「────わっ!?」

　ミルドはアニスの肩かたに手を回すと、背中側から急に抱だきつく。

「ミ、ミルドさん？」

「アニスちゃん。あたしには、今のあなたに慰なぐさめの言葉をかけてあげられない。たぶん、軽くて、無責任で、重みなんてまるでない、上うわっ面つらだけの言葉になっちゃうから」

「…………」

「でもね。アニスちゃんが暗い顔してるのはあたし、やっぱりイヤだな」

　目を見開いて顔をあげたアニスに、ミルドは柔やわらかく微笑ほほえんでみせた。

「あたしには、ヒビキの考えていることを保証してあげられない。でも、仲良く喧けん嘩かしているあなたたちを見るの、すごく好きだから」

「ミルドさん……」

「ほら、元気出して！　そんな顔してると、ヒビキにからかわれちゃうわよ？」

　知りたいことはたくさんある。

　知らないことも、たぶん知っちゃいけないことも、たくさんたくさん。

　だけど、彼らと一いつ緒しよにいる時間はとても楽しかった。現状はそれで充分だと思うし、この時間を失いたくないとも思う。

　それが、今のミルドに出せる精せい一いつ杯ぱいの答えだった。

「とにかく、お昼でも食べに行きましょう。パーッと食べて、パーッと騒さわげば、少しは気持ちが楽になるかもしれないし」

「……はい。ありがとうございます」

　ミルドの励はげましに、アニスも少しだけ表情を明るくした。

　ミルドはひとまずホッと胸をなで下ろしつつ、

「それとも、お腹なかすいてないかな？　な、なら、もしよかったらなんだけど……あたしのオススメの洋服屋さんとか、小物屋さんとか、巡めぐってみない!?」

「…………はい？」

　首をひねるアニスに、ミルドは鼻息を荒あらくして瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせた。

「あたし、今回のコスプレ喫きつ茶さのお仕事で確信したのよ！　やっぱり、アニスちゃんには可愛かわいい衣い装しようが似合う！　いつもみたいに制服とか同じ私服の着回しじゃもったいないわっ。可愛いはもっと輝けるはずよ!!」

「まさか、わたしを着せ替かえ人形にする気ですか!?」

　ミルドのテンションの上がりように、アニスは顔を青くした。

「くぅ……迂う闊かつでしたッ。まさか兄さんの目のないところで、体ていよくミルドさんにキャッチされてしまうとは……！　一生の不覚です。こ、この手を離はなしてくださいっ」

「そうはいかないわ。いつもはヒビキとイオにいいところを邪じや魔まされて、未み遂すいに終わっちゃってたけど。今日という今日は、アニスちゃんをより可愛く、より愛くるしく飾かざり立ててみせる！　うふっ……うふふふふふふふふふふ」

「笑い方が完全に変質者のそれですけど!?　に、兄さん！　妹が大ピンチです！　助けてください～～～～～～～～～～～～っ!!」

　アニスの切実なヘルプコールが、青い空に虚むなしく響ひびき渡わたった。
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　商業区を抜ぬけると、周囲に近代的な高層ビル群が目立つようになってきた。

　セレモニーの賑にぎやかさも、ここには届いていない。ただ粛しゆく々しゆくと、無機質で色味に欠ける景色と時間だけが流れている。

　すれ違ちがう通行人も、主にスーツを着た事務員のような者ばかりだった。祭りの雰ふん囲い気きこそないが、おそらくセレモニーに関することで忙いそがしく動き回っているのだろう。

　そう、表現するならばここは舞ぶ台たいの裏手、都市そのものを支える中ちゆう枢すう機関。

　一いつ般ぱん的に『中枢区』と呼ばれる区域に踏ふみ込んだヒビキは、明らかな場違いさを感じながらも、周囲の景色をグルリと見み渡わたした。

「確か、こっちであってたよな？」

　鞘さや入りの神機聖剣エクスカリスを手前にかざしてみる。

　すると、刀身部分から素す早ばやくホログラムのウインドが展開され、地図のようなものを映し出した。事前にニミルに頼たのみ、登録してもらっておいたものだ。

　地図に従い、ヒビキは黙もく々もくと通りを進んだ。

　やがて区画の片かた隅すみにたたずむ、厚く高い壁かべに囲まれた巨きよ大だい施し設せつの前へ辿たどり着く。

「……ここか。思ったより大おお仰ぎような場所じゃねえか」

　どこまでも続く壁を見渡しながら、ヒビキは感かん嘆たんの息を漏もらす。

　その様相は、まるで何者をも逃にがさないように張り巡らされた檻おりのよう。肉眼で視し認にんこそできないが、物理的な壁の上からさらに《魔ダ力ス光ク》による障しよう壁へきが展開されている。

　────『大監かん獄ごくザイアーデ』。

　第五神装都市アルバマルナが擁ようする、都市内きっての巨大収監施設である。

　あまりに危険な犯罪者、それこそ単純に都市外追放扱あつかいにするだけでは事足りないと判断された者が、半永久的に押し込められる出口のない檻。

　それが、この場所だった。

「ニミルの話によれば、俺もこの檻に放ほうり込まれる一歩手前だったとか？　今後の素行不良を思わず控ひかえたくなる有様だな」

　つぶやきながらも施設の正面に回ったヒビキは、出入り口と思おぼしき門もん扉ぴを発見する。

　大規模な全容と対比すると、大型車両一台を通せるかどうか程度の門だったが、他ほかに入れるような場所も見当たらないのであそこが玄げん関かんと考えて間違いないだろう。

　近くに寄ると、門のすぐ横に検問場が設けられているのがわかった。

　ヒビキはその前に立ち、ガラス越ごしに厳いかつい検問官の男性と対たい峙じする。

「……ご用件は？」

　男性はヒビキが着ているオレイアス聖徒学院の制服、そして腰こし元もとの神機聖剣エクスカリスを一いち瞥べつして、訝いぶかしげに訊たずねてくる。

　ヒビキはボリボリと頭を搔かいて、あらかじめ決めていた口上を告げた。

「ヒビキ＝デルヴェイド。オレイアス聖徒学院の一回生。今日は面会に来た。都市代表ニミル＝アルト＝ミスクレシアからの紹しよう介かい状もそっちに行ってるはずだ」

　ヒビキの言葉に返答することもなく、男性は手元のコンピューターを操作する。

　ほどなくして目的のものを見つけたのか、彼はこちらに向き直った。

「一応、身分証明の提示をお願いします。それと、面会を希望する収監者の名前の確認のほうを」

　男性の案内指示に、ヒビキは目を細めて、

「────収監者の名前はリンドベール。シュタイナー＝リンドベールだ」




　　　　○　　　　●　　　　○




　面会室は薄うす気き味み悪わるいほどの静せい寂じやくに包まれていた。

　広くも狭せまくもない空間に、部屋を分断するように強化ガラスが張られている。向こう側との直接的な接せつ触しよくは一いつ切さい許されておらず、手元には受話器が設置され、それを使って会話をすることができる仕組みになっているようだった。

　面会者の準備が遅おくれているのか、部屋にはヒビキと、監視者である職員の姿しかない。簡素な照明のみで窓一つさえない景色に辛しん気き臭くささを覚えながらも、ヒビキはガラス前に置かれた椅い子すに腰かけ、相手の登場を待つことにした。

　……それから二分ほど。

　前方の扉とびらが滑すべるように開かれて、見覚えのある男が二人の職員に引き連れられて姿を現した。

　以前と比べて相当にやつれており、囚しゆう人じん服を着た全身には厳重な拘こう束そく具がはめられている。体の自由が利きかず、正面の椅子に座ることさえ職員に手伝ってもらわなければならないその有様は、どうしようもない惨みじめさを感じさせた。

「……面会時間は上限十分です。申し訳ありませんが、それ以上は」

「問題ねえよ。大した時間は取らせない」

　背後に立つ職員の言葉に、ヒビキは軽く手を上げて答えた。

　一応はプライバシー保全のためか、その場にいた職員たちは早々に退出してくれる。ヒビキ個人としても、そのほうが大いに助かった。手元の受話器を取り、ガラス越しに虚うつろな目でこちらを睨にらむ男性にニヤリと笑いかけてやる。

「よお、クソ講師。元気にしてたか？」

『……思ったよりも遅おそかったじゃないか、ヒビキくん。もう少し、早く訪ねて来てくれるものだと思っていたよ』

　頭上に取り付けられたマイクから、低い声が響いてくる。

　リンドベールの口調は、オレイアス聖徒学院の技術講師を務めていたときと同じ、穏おだやかなものだった。しかし、その目に宿る敵意は隠かくしきれていない。

「無茶言うな。あんたの尋じん問もんとか色々あったっぽくて、今まで面会申しん請せいしても通らなかったんだよ。俺に会えないのがそんなに寂さびしかったか？」

　冗じよう談だん交じりに言うと、リンドベールは乾かわいた笑い声をあげた。

『私をこんな状態にした張本人が、よく言う。……だがまあ、そうだね。毎日毎日くだらない尋問ばかりで、いい加減に飽あき飽あきしていたところだ。君ならあの面おも白しろ味みのない連中よりも、私に楽しい時間を提供してくれるだろう』

「悪いが、あんたとお喋しやべりを楽しむつもりはねえよ。同時に、あんたから有益な情報を得られるとも思っていない」

　リンドベールの尋問がうまくいっていないことは、ヒビキもニミルから聞いていた。

　彼は頑かたくなに口を閉とざし続けている。自分のことも、自分が所属していた《方舟の亡霊アーク・レイス》なる組織についてのことも。

　都市警備側から、人体に影えい響きようを及およぼすほどの強力な自白剤ざいの投とう与よ、または拷ごう問もんを執しつ行こうする提案も出たそうだが、都市代表のニミルはそれらをすべて却きやつ下かしたらしい。甘い判断だとは思うが、人間性を尊重する彼女らしい判断だとも思う。

　ヒビキの返答に、リンドベールは意外そうに目を見開いていた。

『ほう？　ならば、なにゆえに私を訪ねた？』

「気乗りはしなかったさ。今回も、もし時間が取れそうになかったら見送ろうと考えてたくらいだ。だがまあ、あんたには最低でも一つだけ聞いておきたいことがある」

　ヒビキは声のトーンを落とし、

「……どうして、あいつを狙ねらった？」

　低く、脅おどしかけるような声で問うた。

　それ以外の多くは語らない。職員が退出したとはいえ、この音声が裏で記録されていないとも限らないからだ。なので、ヒビキは深く事情を知る者しか理解できない、核かく心しんのみを突ついた質問をぶつけたのだった。

　リンドベールが、アニス＝デルヴェイドを執しつ拗ように狙った理由。

　戦力的にも、利益的にもまるで有利に働かないであろう彼女を、強ごう引いんに攫さらおうとしてまで組織に引き込みたがったその理由を────。

『くくっ。くくくくくくくくッ』

「はッ。そんなに今の質問が面白かったか？」

『……ああ。最高だ。私の素す性じよう、組織の規模。そんなくだらないことを知りたがっていたバカどもより、君の質問は遥はるかに冴さえている。私としても喜ばしい限りだ』

　リンドベールは自由の利かない体で仰のけ反ぞるように笑い、ヒビキを見た。

『今日は気分がいい。特別に答えてあげよう。まず何から話そうか？　……ああ、安心してくれたまえ。私も弁わきまえるべき部分はちゃんと理解している』

　リンドベールは、睨みを利かせるヒビキを宥なだめるようにそう言った。

　……彼には、ここでこちらが不利になる情報────アニスが《邪神シエイド》の混血であるという事実を漏らす選せん択たくもできる。

　しかし、彼は今の今まで完全な黙もく秘ひを続けていた。意図や目的はわからないが、彼自身に何か特別な企たくらみがある素そ振ぶりもない。

　ヒビキとアニス、まるで二人を今でも自分の同どう朋ほうだと思っているかのように。

『……そうだな。まずは根本的なことから言げん及きゆうしよう。我々《方舟の亡霊アーク・レイス》が、《邪神シエイド》を崇すう拝はいしている理由を』

「《邪神シエイド》を崇拝する理由だと……？」

『我々も、単に彼らの力に魅みせられただけというわけではない。《邪神シエイド》は危険で獰どう猛もう、間違いなく人間にとっての害悪となる存在だ。我々もそれには同意する』

　リンドベールの言っていることは滅め茶ちや苦く茶ちやなように思えた。

　以前、彼は自分たちの目的を「今の世界の在り方を破は壊かいすること」だと告げている。そのために《邪神シエイド》を崇拝し、女め神がみの首を獲とるのだと。

　しかし、今の彼は自ら《邪神シエイド》を人間の……自分たちの害悪であると認めている。

『意外そうな顔をしているね。我々がまともな思考を失った狂きよう信しん者だとでも思っていたか？　それとも、《邪神シエイド》の力だけを利用し、道具としてコントロールしようとしている愚おろか者だと？　……クククッ、それは大きな間違いだよ。我々は正しく《邪神シエイド》を認識し、そのうえで心の底から崇拝しているのさ』

「狂言で俺を惑まどわそうってか？　あいにく、中身のない話は右から左に聞き流すことにしている。これ以上続けるなら、お前と話すことはないぜ？」

『まあ聞け。タネ明かしはこれからじゃないか』

　リンドベールは落ち着いた口調でヒビキを引き止める。

　会話の主導権を握にぎられているようで気に入らなかったが、聞く価値もないと判断するにはまだ早すぎる。腰を上げかけていたヒビキは、再び座り直した。

「いいぜ。最後まで聞いてやる」

『恐きよう悦えつだね……。では、単刀直入に言おう』

　リンドベールは小首を傾かしげて、

『……知性を有し、思し慮りよと慈じ愛あいの下もとに行動し、限りなく人間に近い形を持つ。そんな《邪神シエイド》が存在すると言ったら、君は信じるかい？　ヒビキくん』

　ヒビキはすかさず顔を上げた。

　限りなく人に近い────《邪神シエイド》。

　脳のう裏りに、身近な少女の横顔がよぎる。

「テメェ……」

『勘かん違ちがいしないでほしい。これは君が思い浮うかべた事こと柄がらとは、まったく意味合いを異にする質問だ。いや……当たらずとも遠からずと言ったほうがいいのかな？』

　リンドベールはかぶりを振ふる。

『《晄こう核かく》より《魔ダ力ス光ク》が発生し、《邪神シエイド》が創造される。そして、その大本となる《晄核》は《邪神シエイド》によって生み出された。我々はそう考えている。ならば────最初に《晄核》を生み出した《邪神シエイド》が必ずどこかに存在するはずだ』

　警けい戒かい心をあらわにしたまま、ヒビキは眉まゆをひそめる。

「……前にもそんなこと言ってたな。だったら、俺のほうからもう一度言わせてもらう。そんなのはテメェの憶おく測そくにすぎない。デタラメだ」

『そうかい？　ならば、我々の間で噂うわさされるこの話はどうだろうか？』

　睨みを利かせるヒビキを、リンドベールは挑ちよう戦せん的に見つめ返した。

『最初の《邪神シエイド》。すべての《邪神シエイド》や《晄核》、《魔ダ力ス光ク》の母たる存在。彼女は、出来損そこないの化け物である通常の《邪神シエイド》とはまったく異なる。我々人間にきわめて近い姿をしていた。そう────人との間に愛をはぐくみ、子を授さずかったとしても、不思議ではないくらいに。美しく、そしてとても気高く』

「ッッ!!」

　瞬しゆん間かん、ヒビキは立ち上がった。

　腰こし元もとの聖せい剣けんを摑つかみ取り、ベルトのホルダーから外して、ガラス越ごしのリンドベールの鼻先に突きつける。

　リンドベールは瞬まばたき一つすらせず、落ちくぼんだ目でヒビキを見み据すえ続けた。

『我らは求めるぞ……「無ゼ刃ロ」。世界のどこかに存在する彼女の痕こん跡せき、その可能性のすべてを。そして、新たなる世界を創つくるのだ。偽いつわりの王座につく女神アイギールの首を刈かり取り、真の神をこの地に降臨させる』

「……テメェらの言っていることは虚きよ言げんだ。なんの確証も、面白味もない、ガキの妄もう想そうにも劣おとる夢物語」

『それでも一向に構わない。我らはその夢物語こそに真実を見み出いだし、追い求める。それが《方舟の亡霊アーク・レイス》に課された最大にして唯ゆい一いつの使命なのだから』

　これ以上、両者に交かわす言葉などなかった。

　ヒビキは聖剣を腰のベルトホルダーに収め直すと、すぐに踵きびすを返す。面会が可能な時間にはまだ猶ゆう予よがあったが、一秒たりともこの場に留とどまっていたくはない。

　去ろうとするヒビキの後ろ姿を見送りながら、リンドベールはケタケタと壊こわれたように笑っていた。

『なにかあれば、また来るといい。私は君たちの味方だ、ヒビキ＝デルヴェイド。居場所なき英えい雄ゆう、「無ゼ刃ロ」の名を冠かんする者よ』

　バタンッ！

　扉ごと、不快な笑い声を閉め切った。




　　　　○　　　　●　　　　○




　────第二神装都市代表、シュラーク＝アグネヴァリアは、割り当てられたホテルの一室にて『ある物』と向き合っていた。

　扉とびらの外は、ニミル＝アルト＝ミスクレシアの派は遣けんした剣機士スレイプニールによって厳重に監かん視しされている。彼女本人は「安全のため」と言っていたが、その「安全」の意味するところがこちらに向けられたものでないことを、シュラークも承知していた。

「……やれやれ。第五神装都市を訪おとずれて一週間。あれらの監視時以外では缶かん詰づめ状態を強要されるとは。さすがに予想していませんでしたよ」

　本当に、あの女は反へ吐どが出るほど真まっ直すぐで。

　そして……どこまでも愚かだ。

「アレを庇かばうことに何の意味がある？　女神の下に機能する神装都市にとっては、ただの少しも利に働くことなどないでしょうに」

　ひとりごちながら、シュラークは手元のテーブルを見下ろす。

　そこには、小ぶりのアタッシェケースが置かれていた。蓋ふたは開かれており、中には緩かん衝しよう材ざいに包まれた『ある物』が納まっている。

　ソレを眺ながめるシュラークの瞳ひとみは、無機質で冷たく。そこから彼の感情を読み取れる者など、誰だれ一人ひとりとしていないだろう。

「……どなたでしょうか？」

　そのとき、シュラークが扉のほうへ首を向けて問いかけた。

　外に人の気配を感じたのだ。彼はアタッシェケースから『ある物』を素早く取り出すと、燕えん尾び服ふくの懐ふところにしまい込む。

　ほどなくして、遅おくればせながらのノック音が響ひびいた。

『────シュラークさま』

『────剣機士スレイプニールアイリーン＝フェイジア、ならびにアナスタシア＝フェイジア。お迎むかえに上がりました。そろそろお時間です』

「……お入りなさい」

　空になったアタッシェケースの蓋を閉じて脇わきに置いたシュラークは、扉越しに聞こえてきた抑よく揚ようのない声にそう答える。

　音もなく扉が開き、廊ろう下かからまったく同じ外見をした女性二人が現れた。

　まるで映し鏡によって作られたかのようであり、パッと見ただけでは違ちがいを見出せない。二人とも一いつ切さいの感情を押し殺したかのような無表情で、腰には神機聖剣エクスカリスを帯びていた。そして、それぞれ右みぎ腕うでに「都市代表の側近護衛役」であることを示す青い腕わん章しようをつけている。

　シュラークは彼女らの顔を交こう互ごに一いち瞥べつし、ゆっくりとした足取りで歩み寄っていく。

「アイリーン、アナスタシア。ご苦労様です」

「……申し訳ありません。本来、代表であるあなた様の付き人は、第二神装都市所属の我々が請うけ負うべきだったのですが」

「今日まで我々の同行は許さない……との、第五神装都市代表からの伝達でしたので。我らの不ふ甲が斐いなさを、どうかご容よう赦しやください」

　まるで合わせて一つの存在であるかのように、まったく同じ声こわ色いろで、流れるように言葉を継つぐ二人。

　シュラークはなんの感かん慨がいもあらわさずに、彼女たちの脇をすり抜ぬけた。

「構いません。それがアレを監視する際の、向こう側の条件でしたから。自由行動を許されないのは、少し気が滅め入いりましたが」

「して、シュラークさま」

「ご収しゆう穫かくのほうは？」

　足音さえも立てずに後ろから付き従う彼女たちに、シュラークは横目で振り返った。

　相変わらず鉄仮面のような無表情だったが……その瞳は、不気味なほどに爛らん々らんとした輝かがやきを帯びていた。

「ええ、充じゆう分ぶんでしたよ。これ以上にないほどに」

「では、例の計画は」

「ご実行になさるので？」

　廊下を進みながら、シュラークは口角をつり上げ、静かに笑う。

　その顔は神装都市を支える代表のものではなく、血に飢うえた獣けものを連想させる、かつての剣英聖雄のものだった。

「もちろんですとも。……さあ、神殺しの始まりです」







　　　第四章　　急変




「────ヒビキ。ねえ、ヒビキっ」

　耳元で囁ささやかれ、考えに耽ふけっていたヒビキはふと我に返った。

　視線を上げると、すぐ隣となりに整列していたミルドが横目を送ってきている。

「ぼーっとしないでよ。こんな大切なときに」

「……ああ。わりぃ」

　ヒビキは頭を搔かいて、周囲を見回す。

　商業区の中央広場────。都市内でもっとも開けている空間であるこの場所は今、集まった多くの人々であふれんばかりになっていた。

　最奥にはステージのような高台が設けられ、ヒビキとミルドはその隅すみで待機している状態にあった。少し離はなれた場所にはニミルや数人の剣機士スレイプニール、第二神装都市から派遣された事務官のような者たちが整列している。

　……今日の目玉とされる、二都市間の友好を示すための式典。

　今は、そのプログラムの真っ最中であった。

　日ひ頃ごろから交流の薄うすい神装都市間において、こういった式典は非常に稀まれで貴重な出来事である。それゆえに興味・関心を示す者も多く、この場に集まった観衆も軽く都市人口の三分の一くらいにはのぼると思われた。

　同時に、すべての神装都市に向けてマスメディアによる中ちゆう継けい放送も行われるらしい。この世界に住まう大半の人間から注目されているといっても過言ではなかった。

「しっかりしてよ、もう……」

「わーってるよ。それよか、ミルド。アニスはどうした？」

　ステージ下の脇に立つ第五神装都市の職員による式典の司会進行が行われる中で、ヒビキは眩暈めまいがするほどの人ごみへ目を向ける。

　声を潜ひそめながらおしゃべりを続けることにミルドはあまり乗り気ではないようだったが、諦あきらめたように小さく嘆たん息そくして答えてくれた。

「たぶんこの人の海のどこかで式典を見守ってるはずよ。兄さんが不ふ埒らちなことをやらかさないか見張るのが妹の務め……って言ってたし」

「こんな壇上で不埒なことなんかして堪たまるか」

「言葉の綾あやでしょ。本当は、あの子もあたしたちと離れるのが心配なんだと思う。アグネヴァリア代表の件もあるし……」

　言って、ミルドはソロソロと視線だけを動かす。

　朗ほがらかに笑ってたたずむニミルの隣に、対照的な仏ぶつ頂ちよう面づらで直立するオールバックの青年がいた。彼の顔を見て、ヒビキも顔をしかめる。

　……リンドベールから聞いた話が、未いまだに頭の中をグルグル回っていた。

　すべての《邪神シエイド》の母。限りなく人に近い姿をしている原初の《邪神シエイド》。

　もちろん、リンドベールが吐はく戯ざれ言ごとに過ぎないのかもしれない。だが同時に、ヒビキにはどうしても引っかかってしまうことがあった。

（あいつの────アニスの母親のことを、俺は何も知らない）

　聖せい剣けん技ぎ師しアレン＝デルヴェイドに拾われ、彼らの家族として立場を与あたえられた自分。しかしその頃ころには、アレンの妻、そしてアニスの母にあたる者の姿は、どこにもなかった。

　アレン＝デルヴェイドという男が愛した《邪神シエイド》。

　アニス＝デルヴェイドを子として授さずかった《邪神シエイド》。

　彼女はどんな存在であり、今はどこにいるのだろうか？

「ヒビキ？　本当に大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか気分が悪そうだけど……」

　再び黙だまり込むヒビキを、ミルドが気き遣づかうように見た。

　ヒビキは雑念を振ふり払はらうように首を振って、「大丈夫だ」と答える。

（アホくせぇ。あいつの出生がどうだからって、俺の目的になんの関係がある？）

　余計な思考を捨て、今はシュラークの警けい戒かいに努める。

『続きまして。第二神装都市代表、シュラーク＝アグネヴァリアさまからのご挨あい拶さつを』

　っと、そのときだ。

　粛しゆく々しゆくと式典を進行していた司会が、マイク越ごしにそう言い放った。

　ヒビキとミルドは一いつ斉せいに身を固める。観衆が静まり返り、緊きん張ちようと注目が高まる中で、シュラークがおもむろに壇上の前側へと歩いていった。

『……ご紹しよう介かいにあずかりました、第二神装都市代表、シュラーク＝アグネヴァリアです。まず初めに、今日という日、二都市間が友好を結ぶためのこの重要な式典に立ち会えたこと、都市代表の一人として大変光栄に思います───』

　当たり障さわりのない挨拶をしながら、シュラークは観衆を見み渡わたす。

『《魔ダ力ス光ク》が世界を満たし、穢けがしてからすでに十年以上の月日が流れました。我々は神装都市を築き、女め神がみアイギールの加護を受けることで、一度は滅ほろびたこの地にて一時の安住を得た。……しかし、すべての脅きよう威いから切り離されたわけでは当然ありません』

　声のトーンを落としながらのシュラークの言げん及きゆうに、ステージ下の脇に立つ第五神装都市の職員たちがギクリと身を震ふるわせた。

　ヒビキも思わず舌打ちを漏もらす。

　……やはり、そこにつっこむのか。

『先日、ここ第五神装都市で起きた《邪神シエイド》襲しゆう撃げき事件。それは世界全体に大きな衝しよう撃げきを与えた。我々は、未だに《邪神シエイド》が振りまく恐きよう怖ふから解放されてはいない。たとえ、女神の庇ひ護ごの下もとにあったとしてもです。第五神装都市は、我々に身をもってそれを示した』

　観衆がざわめき始める。

　隣のミルドが、憤いきどおりを露あらわにするようにグッと拳こぶしを固めた。

「そんな……わざわざこの場で第五神装都市を貶おとしめるようなことを……！」

　ヒビキは、ニミルのほうへと視線を送る。

　彼女は取り立てて慌あわてたりはせず、静かに目を伏ふせてシュラークの挨拶を聞いていた。

　シュラークは騒そう然ぜんとする観衆の反応をたっぷりと眺ながめてから、改めて注意を引くように一つ咳せき払ばらいをする。

『勘かん違ちがいしないでほしい。私は、《邪神シエイド》の侵しん攻こうを許した第五神装都市の失態を糾きゆう弾だんしたいわけではありません』

　観衆のざわめきが、ピタリと止まる。

　シュラークはこの場に集まる者……ひいては中継放送を通して全世界の者に語り掛かけるように、両手を広げた。

『私が今回の催もよおしに応じたのは、他ほかでもない。今までは独自の体制を築き、各おの々おので女神の寵ちよう愛あいを受けるべく競きそい合っていた五つの神装都市。そのシステム自体を否定はしません。……だが、手を取り合わずして対たい抗こうしえない強大な脅威が身近に潜んでいることも事実』

　シュラークの瞳ひとみが眇すがめられ、一点を射い貫ぬく。

　ヒビキはハッとして、彼の視線が向けられる先を見た。

　そこに────集まった大人たちに紛まぎれるようにして、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる黒くろ髪かみの少女の姿があった。

『今こそ抗あらがうのです。世界中が力を合わせ、《邪神シエイド》の脅威に立ち向かう。奴やつらの存在を許すな。この世界の片かた隅すみにさえ、その影かげを残してはいけない。────私、シュラーク＝アグネヴァリアはここに宣言しましょう。あなた方が私の考えを支持し、協力を惜おしまないと言うのであれば、世界を奴らの好きにはさせない。気高き女神の名の下に、その一いつ切さい合がつ財さいを地上から刈かり取ってみせましょう！』

　歓かん声せいが、爆ばく発はつするように沸わいた。

　……他都市との友好を結ぶ意思を示し、会場を沸かせるためのパフォーマンス。事情を知らない人間からすれば、今の挨拶はそう聞こえたかもしれない。

　だが、ヒビキたちにとって、彼の言葉は宣戦布告にも等しかった。

　シュラーク＝アグネヴァリアはその存在を認めない……と。

　世界中に向けて発信し、大衆の支持を得て、こちらに知らしめるように。

「…………ッ」

　ヒビキは奥歯を嚙かみ、シュラークに向けて激しい殺気を放つ。

　待機していた剣機士スレイプニールの幾いく人にんかが反応を示し、警戒するように構えた。ミルドが制服の裾すそを摑つかんで、必死に引き止めてくる。

　────っと、そのときだ。

　シュラークが僅わずかにこちらを振り返った。

　彼は、他の者の意識には留まらないくらい自然な動きで、懐ふところに手を入れる。そこから何かを取り出し、握にぎり込んで、ヒビキにしか見えない角度で手のひらを返した。

　……遠くから辛かろうじて確かく認にんできたのは、透とう明めいなガラス製の小こ瓶びん。

　手のひらに隠かくれるほど小さなソレには、少量の液体が入れられていた。

　滑なめらかな質感で、ゆっくりと波打つ液体は、限りなく黒に近い深しん紅く色。

　ゾワリ。ヒビキは一いつ瞬しゆんで総毛立ち、腰こし元もとの聖剣に手をかけた。

「シュラーク────！」

　ヒビキが怨えん嗟さを嚙みしめるようにその名を呼ぶのと、ほぼ同時。

　シュラークの手の中で、小瓶の蓋ふたが開けられた。

　空気に触ふれた液体は、そのまま気化するように外部へと溶とけ出し、浸しん透とうしていく。少量しかなかったため、変化はごくごくわずか。正規の剣機士スレイプニールでも気づいた者は多くなかっただろう。

　だが、大海に溶けだした毒のように。それは微び細さいながらも確かに拡散し、『彼ら』と同質の力を周囲に振り撒まく。

「ヒビキっ！」

　直後、ミルドが耳元で小さな叫さけびをあげた。

　腕うでを引かれ、ヒビキは彼女を振り返る。

　青ざめた顔のミルドは、大衆の中で苦しげに跪ひざまずく黒髪の少女を見ていた。

「アニス……!?」

　目を剝むくヒビキとアニスの視線が、正面から合った。

　完全に血の気が失うせた彼女は、この距きよ離りからでもわかるくらいに全身を震わせている。周囲にいた人々も、ただ事ではない様子にざわめいていた。

　アニスはヨロヨロと立ち上がると、衆目から逃にげるように後ずさる。

　そして、




『────ごめんなさい』




　小さな唇くちびるが、音もなく懺ざん悔げの言葉を紡つむいだ。

　アニスは背を向けると、覚おぼ束つかない足取りで駆かけだす。

　そのまま広場の外へと姿を消してしまった。

「チッ……！　あのバカがッ」

　もはや、周りの目を気にしている場合でも、シュラークに向けて斬きりかかろうとする場合でもなかった。

　アニスを追って、走る。

　今度はミルドも止めることはせず、ヒビキのあとに従った。二人で壇上から飛び降り、人ごみを搔かき分けながら進む。背後で、待機していた剣機士スレイプニールが「なにをしている!?　戻もどれ！」と怒ど号ごうをあげていたが、二人は聞く耳を持たなかった。

「ヒビキ！　アニスちゃんは!?」

「俺が知るかよッ。だが……あのクソデコ、《邪神シエイド》の体液を振り撒きやがった。アニスの様子がおかしくなったのもそのせいかもしれねえ」

　ヒビキ自身にも訳がわからなかった。

　それでも、先ほどのアニスの様子が異常であることくらいは理解できる。

　なぜシュラークが《邪神シエイド》の体液を所持していたのか？　なにを目的としてあのタイミングで振り撒き、アニスに対してなにをしたのか？

　疑問は尽つきない。ともあれ、アニスを保護するのが先決だと判断する。

　しかし、それを許すまいと壇だん上じようのシュラークが口を開いた。

『……そこで一つ。第五神装都市の皆みなさんとより親交を深めるため、私のほうからプレゼントがあります』

　告げるなり、シュラークの両りよう脇わきにまったく同じ見た目の女性二人が進み出る。

　シュラークは右側の女性から赤い布のようなものを受け取ると、観衆によく見えるように高々とかかげた。

『ちょっとしたゲームを行いましょう。今からこれと同じ赤い腕わん章しようを身につけた者を捕つかまえてください。いわゆる鬼おにゴッコです。対象者を見事に捕まえ、この壇上に連れてきた参加者には────』

　今度は、左側に立つ女性から鞘さやに納まった状態の神機聖剣エクスカリスを受け取った。手のひらで回し、水平に構えると、ホログラムのウインドが展開される。

『……信しん仰こう値ち、一万ポイント。私が所持する値あたいから、譲じよう渡といたしましょう。すでに女神からの許可もいただいてます。尚なお……鬼役を務める者の状態は問いません。無傷でも、半殺しでも、どうぞお好みで。───さあ、兎うさぎ狩がりを始めてください』

　ヒビキが自分の右腕に手を掛け、留められた腕章を毟むしり取ろうとしたときにはすでに遅おそかった。

　近くにいる者を中心に、次々と衆目がヒビキへ集まる。中にはオレイアス聖徒学院の制服を纏まとった者もおり、自身の聖せい剣けんをさっそく構えていた。

「あの野や郎ろう……ッ!!」

「っ。ヒビキ、上よ！」

　ミルドの警告よりも早く、ヒビキは背後へと跳とんでいた。

　身み丈たけにも及およぶ大剣を振ふり下ろした学生が、ヒビキがそれまで立っていた場所の石いし畳だたみを叩たたき割る。多大な衝撃音に、一いつ般ぱん人が悲鳴をあげて、人ごみが瞬またたく間まに割れた。

「デルヴェイドだ！　ヒビキ＝デルヴェイドが、赤い腕章をつけている！」

「はッ。よりにもよってあいつかよ。ちょうどいいじゃねえか！」

「学内リーグ戦でオレに恥はじをかかせてくれた借り……ここでキッチリと返させてもらう！　みんな、一いつ斉せいにかかれ！」

「「「「「────神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！」」」」」

　どこに隠れていたのかと疑問に思うほどの量の学生たちが、自身の聖剣を起動させて人ごみから飛び出てくる。

　ヒビキは舌打ちをして、腰元から鞘入りの聖剣を外した。

「ミルド！　アニスを頼たのむ！」

「ヒビキ!?」

「俺もこいつらをあしらったら、すぐに行く！　だから！」

　突とつ撃げきしてきた一人が繰くり出す槍やりの刺突を弾はじき、あしらいながら、ヒビキは叫んだ。

　壇上にはすでにシュラークの姿がない。会場の騒さわぎに乗じて、どこかへ行ってしまったようだった。イヤな予感がする。心臓が早はや鐘がねを打つようだ。

　ミルドは次々に大勢から襲おそわれるヒビキを心配そうな目で見て、それから腹を決めたように頷うなずいた。背を向け、広場の外へと走っていく。

　ヒビキはその後ろ姿を見送りながら、ゆっくりと聖剣を構えた。

　様子を見るようにいったん距離を取った学生たちは、ヒビキの四方を取り囲む。中には上級生や、ヒビキが学内リーグ戦で打ち負かした顔も多く見受けられた。

「ヒビキ＝デルヴェイドォ……！」

「はッ。正当な名目を得られたからって、いきなりこの人数が集まってくんのかよ？　賞品云うん々ぬんよりも、俺をボコるほうが目当てですって顔してる奴が大半じゃねえか」

　不敵な笑えみを漏もらし、挑ちよう発はつするように手招きをする。

「……いいぜ？　恨うらみを買われるのには慣れてる。面めん倒どうだから一気にかかってこい」




　　　　○　　　　●　　　　○




「はぁ……はぁ……！」

　息が苦しい、身体からだが燃えるように熱い。

　人通りの少ない細い通路を、アニスはひたすらに走っていた。

　人目を避さけるような道を選んだのは、単に誰だれかに見られたくないからではない。一般人を前にして、今の自分がその人たちに危害を加えないという保証がなかったからだ。




　────ドクンッ、ドクンッ。




　胸の《晄こう核かく》が、今までにないくらい激しく脈動する。

　必死に抑おさえてきたものが、堰せきを切ったように内側から溢あふれるみたいな感覚だった。

「《邪神シエイド》との共鳴……？　なんで、そんな、わたしは……!!」

「────はい。あなたは、正しよう真しん正しよう銘めいの化け物です」

「ッ!?」

　いきなり声がして、アニスはよろめきながら足を止めた。

　十メートルとも離はなれていない前方。

　オールバックに燕えん尾び服ふくの青年が、冷たい眼まな差ざしでこちらを眺ながめている。

「シュラーク＝アグネヴァリア……！」

「気分はどうですか化け物？　化けの皮を剝はいでやったわけですが」

　右手に鞘入りの聖剣を握り込むシュラークは、苦しげに胸を押さえて息を荒あらげるアニスに、少しずつ距離を詰つめていく。

「あの程度の微細な力。《邪神シエイド》の体液から溶け出すわずかな《魔ダ力ス光ク》で、あなたの状態は崩くずれる。そんな爆ばく弾だんを抱かかえて、普ふ通つうに暮らせると思っていたのですか？」

「…………！」

「悍おぞましい瞳ひとみだ。あの男を思い出すようで、反へ吐どが出る」

　瞬しゆん間かん、アニスの体内から漏れ出る《魔ダ力ス光ク》が、その量を増した。

　瞬く間に空気中に渦うず巻まく、穢けがれた《魔ダ力ス光ク》の波動。

　シュラークは小さく鼻を鳴らして、手に持った聖剣を構える。

「本ほん性しようを現しましたか。醜みにくい化け物」

「お前が……お前が言うのですか……ッ！　わたしの存在をアイギールに密告し、パパを追い詰め、挙句の果てには直接手を下したオマエがァ……!!」

　────ドクンッ、ドクンッ！

　抑よく制せいが利きかない。力そのものに全身が吞のまれていくような感覚。

　それに抵てい抗こうする気力は、すでにアニスに残されていなかった。今はただ、目の前の男が憎にくい。怒いかりに身を任せて、無残に嬲なぶり殺してやりたいくらいに。

「当然でしょう？　女め神がみを脅おびやかすモノ、それを庇かばう者も等しく同罪。私は女神に仕える忠実な信徒として、救いようのない害悪を排はい除じよしただけのこと。賞賛されこそすれ、化け物に責められる謂いわれなどありません」

　アニスの背中から、ドロリとした液状のドス黒い物体が間欠泉のように噴ふき出す。

　ソレは不気味にうねりながら硬こう化かし、見るも悍ましい漆しつ黒こくの両りよう翼よくを形成した。

「あなたも見たでしょう？　世界は、あなたのような存在を排除したがっている。あなたがどんなに人の皮を取り繕つくろおうと、世界があなたを認めることはありえない」

「そんな、こと、は、ない……！　兄さんは、ミルドさんたちだって！」

「なるほど。あなたはあの『無ゼ刃ロ』が、自分を妹として愛し、守ろうとしてくれている……と考えているのですか。滑こつ稽けいですね。それは大きな間ま違ちがいだ」

「…………ッ!?」

　驚きよう愕がくの表情で目を剝むくアニスに、シュラークは嗜し虐ぎやく的な笑みを向けてみせた。

「考えてもごらんなさい。己おのれの故郷の仇かたき、あなたのような救えない化け物を、立場を捨ててまで守る意味がどこにあります？　言うまでもなく、己の命を救った恩人への義理立て以外に他ほかならない」

「……ぎり、だて？」

「ヒビキ＝デルヴェイドは一度、人としての死を迎むかえました。肉体の死ではなく、心の死です。そこに光を与あたえ、希望を注ぎ込んだのは、今は亡なきあの男。あなたは……そうですね。彼の忘れ形見といったところでしょうか？」

　動どう揺ようが如によ実じつに表れたかのように、アニスの《魔ダ力ス光ク》が激しく乱れ、体内からとめどなくドス黒い液体が噴き出す。

　地面に滴したたって穢し、腐くさらせながら、アニスの全身を浸しん食しよくし始めた。

　シュラークは最後の追い打ちをかけるように、

「ハッキリと言いましょう。────彼は、あなたを、愛してはいない。自分を救ったアレン＝デルヴェイドの影かげを追い求め、心の空白を埋うめるためにあなたを守るという遺志を継ついだだけ。その実態は、身の伴ともなわない虚うつろです」




『────お、俺はッ。自分の心に誓ちかった！　あんたを必ず助けるって！』

『────ははっ。なんですか、それは？　君は見かけによらず律りち儀ぎですねぇ。でも、そんな誓いはなかったことにしてくれていい。その代わり……一つだけ。私の願いを聞いてください』




　かつて聞いた彼らの声が、脳のう裏りに流れる。

　止めたくても止められない、壊こわれたオルゴールの音色のように。




『頼みます。君がその子の────アニスの、家族になってあげてください』

『それだけが心残りだった。身勝手な願いだとはわかっています。だけど、君に任せられるなら安心して逝いけるから。すべてを託たくして、眠ねむることができる』

『……誓うよ。俺はこの子を守る。そして、真っ向から世界と戦ってやる……！』




　遠い日の約束。

　大切な人との、消せない誓い。

　ただそれだけのために。守る対象が自分である必要はこれっぽっちもなくて。

　助けられなかった罪過を忘れないように────少年は十わ字た架しを背負う。




　────ドクンッ!!




「あああ……うわあああああ……いや、いや、イヤイヤイヤイヤイヤ、イヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！！！」

　胸を騒がせる一いち抹まつの不安。そして、罪悪感。

　膨ふくれ上がったそれらは、アニスを完全に吞のみ込んだ。

　ドス黒い液体が顔面を多い、不気味な仮面を作り出す。

　すべてから目を閉とざすように、なにも見ないように。

　多大な《魔ダ力ス光ク》を撒まき散らしながら《邪神シエイド》へと堕おちていく少女。

　シュラークはつまらないものでも見るように鼻を鳴らした。

「拍ひよう子し抜ぬけするほどに容た易やすい。たったこれだけの繫つながりを断たってやることで、いとも簡単に堕ちてくれるとはね。────女神よ」

　虚こ空くうに向けてつぶやくと、どこからともなく淡あわい光が弾はじけ、全身が真っ白な少女が姿を現した。

　シュラークは少女に向き直り、膝ひざをついて頭こうべを垂れる。

「女神アイギールよ。第五神装都市は今、再びの《邪神シエイド》の脅きよう威いに見み舞まわれています。被ひ害がいを抑えるためにもただちに都市外へと追いやり、討とう伐ばつする必要がある。……私に、聖せい剣けん解放の許可を」

「…………」

　アイギールは立ち尽つくしたまま、跪ひざまずくシュラークと、絶ぜつ叫きようしながら化け物へと堕ちていく少女を見る。

　その表情は複雑そうではあったが、以前とは違ちがい決然とした覚かく悟ごを宿していた。

「我は神だ。この世界を守護する、女神アイギール」

「……はい。その通りです」

「ならば、迷ってなどはいられない。優先すべきは世界の安あん寧ねいと、人々の命。我は命ずるぞ、シュラーク＝アグネヴァリア。世界の剣である其方そなたに、聖剣の解放を許可する」

　アイギールの手に眩まばゆい光が灯ともる。

　光はシュラークの聖剣を包み込み、そして掛かけられていた軛くびきの一いつ切さいを解き放った。

　一いつ瞬しゆんだけ、アイギールの表情が曇くもる。

　だが、神を名乗る少女は未練を断ち切るように、

「我らの敵を────邪じや悪あくなる神を排除せよ！」

「はッ」

　腰こしを上げたシュラークは、自らの聖剣を鞘さやから抜ぬき放つ。

　群ぐん青じよう色いろを湛たたえた《魔ダ力ス光ク》が刀身からオーロラのように迸ほとばしり、周囲一帯に拡ひろがった。圧力は半はん端ぱなものではなく、眼前の化け物が放つ穢れた《魔ダ力ス光ク》を遥はるかに凌りよう駕がしている。

　続けて、聖剣の解放を知らせるホログラムのウインドが展開された。

　────シュラーク＝アグネヴァリア。信しん仰こう値ち４９９２０００。女神の名の下もとに、神機聖剣エクスカリスの一部解放を認にん可か────。

「引導を渡わたしてあげましょう。あなたの父親にそうしてやったように」

『────ウウウゥゥ────アアアアアアアアアアッ!!』

　不気味な女の顔を模した仮面を身につけたアニスは、漆黒の双そう翼よくをはばたかせ、苦痛にあえぐように絶叫しながらシュラークへと飛びかかった。

　シュラークは聖剣を振ふるい、凶きよう悪あくな笑えみを湛える。

「冷たい孤こ独どくに沈しずみ、そして眠れ。邪神シエイドアニス＝デルヴェイド！」

　二つの強大な力が正面からぶつかり、周囲の全てを吹ふき飛ばして爆はぜた。




　　　　○　　　　●　　　　○




　靴くつ裏うらで地を叩たたき、ヒビキは羽があるかのように軽かろやかに跳とぶ。

「────うわっ!?　な、なんだぁ？」

「おっ。悪いな、オッサン」

　通路わきに停とまっていた大型トラックのコンテナの上に飛び乗り、そこを蹴けり出して建物の屋根に移る。

　突とつ然ぜんのことに呆ぼう然ぜんとするトラックの運転手だったが、すぐに屋根の上に向けて無数の矢や銃じゆう弾だんが雨のように降り注ぎ、さらに青ざめる結果となった。

「ぬおっ！」

　ヒビキも思わずたたらを踏ふんで驚おどろく。

　ふり仰あおぐと、手前の雑居ビルの屋上にズラリと並んだ学生たちが目に入った。

　彼らは遠方からヒビキと目が合うなり、一いつ斉せいに遠えん距きよ離り専用の武具を構える。

「射程に捉とらえた！　総員、用意！」

　イヤな予感を覚えるまでもなく、ヒビキは屋根の上を飛び移るように走り出す。

「放てッ！」

　大だい喝かつと共に、嵐あらしの如ごとく響ひびく発はつ砲ぽう音と、空を裂さく矢の唸うなり。

　走り、ときどき振り返りながら飛んできた射出物を打ち払はらい、ヒビキは前方を見る。

　ちょうど立ち並んでいた建物群の切れ間に行き当たる。その下は露ろ店てんが立ち並ぶ長い路地となっていた。

　迷わずに飛び降り、着地する。

　いきなり空から降ってきた人間に、露店の商人や通行人たちが目を丸くして驚いていた。ヒビキは構うことなく、姿勢を低くしつつ人ごみの合間を縫ぬうようにして駆かける。

「……さすがに、こんな場所で派手な得え物ものをぶっ放すバカはいねえだろ」

　人通りも多く、視界が開けていない路地。

　姿をくらますにはもってこいである。

　そう思った────矢先。

「……ねえ。あれって」

「ああ。テレビの中ちゆう継けいで見たぞ」

「赤い腕わん章しようをつけた男……捕つかまえれば信仰値一万ポイント！」

　嬉き々きとした声が響いてくる。

　瞬しゆん間かん、四方八方から無数の手が伸のびてきた。

「チッ……！」

　しまったと思ったときには、もう遅おそい。

　咄とつ嗟さに身を捻ひねって躱かわしたものの、飛びつくように襲おそい掛かってきた男の一人に足首を摑つかまれた。

「よっしゃ、俺のもんだ！　────ふぎゃんっ」

　男が嬉々として叫さけんだのも束つかの間、ヒビキは地面に這はいつくばるようにして足首にしがみついてくる彼の顔面を、思いっきり踏みつけた。

　そのまま高く跳ちよう躍やく。

　殺さつ到とうしてくる通行人たちが、逃にがすまいと一斉に手を伸ばす。

　その様相は、まるで映画で見るような、地面から這い出してくる無数のゾンビの手みたいだった。ヒビキはグッと奥歯を嚙かむ。……急いでいて腕章を外し忘れたのが仇あだとなった。これでは都市中の人間に捕まえてくれと宣言しているようなものだ。

　ヒビキは、捕まえようと待ち構える人の海に落下し────。

「そっちにいったわ！　────きゃっ！」

「どけどけ！　おれが─────はぶっ！」

「逃がすな逃がすな！　────あいでぇ！」

　摑み取られる前に、真下にいる人間たちを足場として走りだした。

「はいはい、悪いな！　どかないと踏むぜッ？」

　脅おどすように叫ぶも、通行人たちは我先にと手を伸ばして、自分たちを踏みつけて進むヒビキを捕まえようとする。まるで本物のゾンビのようで、寒気さえ覚えた。

「そんなに一万なんぼの信仰値が欲ほしいのかよ……！」

　不安定な人の足場を飛び回って逃げるが、さすがにこのままでは限界がある。

　ちょうど前方にがたいのいい大男を見つけ、ヒビキは彼に向かって跳んだ。大男は必死の形相で、飛び込んでくるヒビキに丸太のような腕うでを伸ばす。

「よっ────と！」

　ヒビキは空中で鞘入りの聖剣を軽く振るい、太い腕を素す早ばやく弾はじいた。そのまま、よろめく大男の肩かたを踏みつけて、壁かべ際ぎわにあったビルの非常階段の手すりにぶら下がる。

　すぐさま腕の力だけで自身の体重を引き上げ、階段の上に乗った。

「うげっ。なんつー動きだ……」

「怯ひるむな！　聖剣使いだって人間だろ！」

「取り囲んでボコれ！　半殺しにして捕まえろぉ！」

　騒さわぐなり、露店の商人たちがそれぞれの商品を鷲わし摑づかみにして、投げつけてくる。

　鍋なべやら銅像やら、中には包丁のような刃は物ものまであり、ヒビキは堪たまらず非常階段を駆け上がりながら逃げ出した。……ある意味、一いつ般ぱん人のほうが聖剣使いよりも怖こわい。

　非常階段を上りきり、そこから屋上にでる。

　しかし、一息つく暇ひまもなく、対面のビルから叫び声が飛んだ。

「いたぞ！　あそこのビルの屋上だ、屋上！」

「ぶち殺せぇ！」

　大剣や槍やりを持った学生の一団が、怒ど号ごうを上げながら隣となりのビルからこちらに跳び移ってくる。加えて、後方に構える弓兵隊が一斉に矢を見舞った。

「どんだけ容よう赦しやがねえんだよッ！」

　ヒビキは悲鳴に近い叫びを上げて、方向転てん換かん。

　雑居ビルの屋上から、再び民家の密集する地帯に跳び移る。屋根に着地してすぐ、足元に数本の矢が突つき刺ささり、背後から追ってくる学生たちの雄おたけびが響いた。

　とりあえず目印となっている赤い腕章を毟むしり取り、投げ捨てて、即そく座ざに逃げ出す。

　的こそ取り払ったものの、追つい跡せき者側の情報伝達でヒビキがターゲットということは知れ渡ってしまっている。一般人はともかく、顔を知っている学生にはほぼ無意味だろう。なんとも難なん儀ぎな話だ。

「量が多すぎっつーか、片かた端はしからぶっ飛ばしてもキリがねぇ……！　おまけに一般人も襲ってくるし、アニスを追う前になんとかふり払わねえと────」

　面めん倒どうくさすぎる状じよう況きように歯嚙みをした、その直後。

　右斜ななめ前にあった民家の陰かげから、素早く影かげが飛び出した。

　走るヒビキの頭上を取るように、一人の男子生徒が高々と跳躍する。

「────ようやく来たな、ヒビキ＝デルヴェイド！　待ち伏ぶせていた甲か斐いがあったというものだ！」

「あ？　あんたは確か……レーザービーム先せん輩ぱい？」

「オレイアス聖徒学院最上級生、ディーン＝ガイビットだッ！　お前のせいで対たい抗こう戦への出場権を逃のがした恨うらみ、ここで晴らさせてもらう！」

　叫ぶ彼の腕で、神機聖剣エクスカリスが《魔ダ力ス光ク》の輝かがやきを放つ。

　瞬またたく間まに変形した聖せい剣けんは、肩に付属するような正方形の兵器へと相成った。前方についた発射口に、絶大なエネルギーが集約していく。

「おいおいおいおい……。こんなところでマジかよ」

「咆ほえろ、《刮ぎ穿つ翼爪ワイルド・カーム》！　あのクズを焼き払えぇ!!」

　地を揺ゆるがすほどの爆ばく音おんと共に、無数の光こう弾だんが射出された。

　広こう範はん囲いに及およぶその攻こう撃げきは、地上に降り注ぐ流星群がごとく。

　背後からヒビキを追っていた学生たちも、一目散に踵きびすを返して逃げ出していた。

「ぬおおおおおおおおッ!!」

　ヒビキは全力でダッシュする。

　すぐ後ろからレーザーが次々に着弾し、火柱をあげて炸さく裂れつ。爆風に煽あおられて走る速度は飛ひ躍やくしたが、襲いくる熱と衝しよう撃げき、まさに死の導火線である。

　屋根を跳び移って躱しきり、最後は前に転げ出る形で爆ばく炎えんの中から抜け出した。

　背後に立ち込める濃こく白い煙えん幕まく。エフェクトこそ派手だったが、ヒビキにのみ狙ねらいを定さだめた攻撃は街の建造物などを破は壊かいするには至っていないようだった。だからといって一般人のいる街中でぶっぱなしていいものとも思えないが。

　内心で文句を垂れる間もなく、ヒビキは視線を鋭するどくして横っ飛びをする。

　背後に立ち込める煙幕の中から、《魔ダ力ス光ク》のブーストを噴ふかせながら、二本の戦斧バトルアツクスが飛び出してきた。動いたヒビキの脇わきをギリギリのところで掠かすめていく。

「チッ。今度はテメェかよ、不良娘むすめ」

「ああッ？　避よけられたかよ。使えねえ煙幕だな」

　二本の付属兵器に続き、本体である戦斧バトルアツクスを担かついだ少女が煙けむりを破って現れる。

　ヒビキは崩くずれた体勢を立て直すため、距離を置こうと背後に跳とんだ。

　だが、突とつ撃げきしてくるシェリーがそれを許さない。すぐさまヒビキの懐ふところに潜もぐり込み、巨きよ大だいな戦斧バトルアツクスを横よこ薙なぎに振ふるった。

　辛かろうじて自分の聖剣で受け止めたヒビキは、そのままシェリーの膂りよ力りよくに任せるがままに大きく吹き飛ばされる。

「クソが……ッ」

「第二神装都市サマからの褒ほう賞しようなんざにこれっぽっちの興味もねえがなッ！　アタシは今、むしゃくしゃしてんだ！　とりあえずテメェをぶっ潰つぶしてスッキリする！」

　吹き飛ばされながら体勢を立て直すヒビキに、シェリーは咆えて飛びかかってくる。……コスプレ喫きつ茶さで働かされたことがよほどストレスになっていたらしい。

「八つ当たりじゃねえか。それに、意外と可愛かわいかったぜ、シェリーちゃん？」

「ッッッ！　お、おおおおおおおお思い出させんなゴラァ!!　肉の破は片へんまで徹てつ底てい的にぶっ潰すッッ！　────《断圧の巨斧ヘカトンケイル》！」

　シェリーの命令に応じて、頭上を旋せん回かいしていた戦斧バトルアツクスの一本が降下。

　彼女の隣でピタリと静止したのち、ヒビキに向かって一直線に突っ込んでくる。

「……ッぶね！」

　ヒビキは咄嗟に跳んでそれを回かい避ひ。

　通過した戦斧バトルアツクスはそのまま急速に方向転換して、背後から再び迫せまってくる。

「オラオラァ！　テメェを狙うのはその一本だけじゃねえぞ!?」

　後方の一本に気を取られているうちに、前方のシェリーが肉にく迫はく。

　戦斧バトルアツクスの多大なリーチと範はん囲いを以もつて、横薙ぎの一いつ閃せんが振るわれる。

　横への回避はリーチの関係でやりすごせない可能性が大きい。背後への逃げ道も断たれたヒビキは、シェリーを飛び越こえるようにして上に跳ぶしかなかった。

　それを狙っていたかのように、残りのもう一本が滞たい空くう状態のヒビキに襲い掛かかる。

「ったく！　面倒だな、おい！」

　ヒビキは鞘さや入りの聖剣を構え、突っ込んでくる戦斧バトルアツクスを正面から受けた。

　ガキィンッッ!!

　多大な衝撃と共に火花が爆はぜる。

　孕はらんでいた《魔ダ力ス光ク》を受け流して無力化。付属兵器の戦斧バトルアツクスは勢いをなくし、ひゅるひゅると屋根の下の通路へと墜つい落らくしていった。

　辛うじて猛もう攻こうをしのいだものの、まったく気を抜ぬくことはできない。

　上空を旋回する戦斧バトルアツクスはまだ一本残っているうえに、シェリー本体も追撃を仕掛けようと駆かけて来ている。加えて、屋根の下からまたべつの学生たちがよじ登ってきていた。

　今さらながらに多勢に無勢すぎる。一人一人を相手にしてやる気なんてないし、そんな時間の余よ裕ゆうも残されていない。

　直進してくる付属兵器の戦斧バトルアツクスを身を低くして潜り抜けるように躱したヒビキは、屋根の下に飛び降りた。

「はああああッ!?　テメェ、デルヴェイド！　逃げんのか!?」

　シェリーが背後で激げつ昂こうするも、聞く耳は持たない。これは兎うさぎ狩がりのゲーム、獅し子しに立ち向かう愚おろかな兎になるつもりはない。

　今回降り立ったのは路地裏のような狭せまい場所だった。日が当たらずに薄うす暗ぐらく、荷物やゴミの類たぐいが乱雑に置かれている。

　挟はさみ撃うちなどされては堪らない空間だが、幸いなことに通路は複雑に分ぶん岐きしており、身を隠かくして逃げるにはもってこいだった。人通りもまったくない。

　このまま追っ手を振り切り、アニスの元へ。

　そうやって少し気を抜いたのが────致ち命めい的に迂う闊かつだった。

　手前に積み上げられていた箱の陰から、素早く人影が飛び出してくる。

「────チィッ」

　ヒビキは急ブレーキを踏ふみつつ体勢を傾かたむけた。

　鋭く光る凶きよう刃じんが、右みぎ腕うでを捉とらえる。制服ごと肉を裂さき、鮮せん血けつが飛び散った。

　激痛に顔をしかめながら、ヒビキは斬きりかかってきた相手をすかさず蹴けり飛ばす。

　だが、驚おどろくべき反射神経で得物を構え直した相手は、ヒビキの攻撃を難なく防いでみせた。反動で後ろに滑すべりつつ、無機質な瞳ひとみでこちらを見み据すえる。

「……テメェは確か」

「はい。第二神装都市所属の剣機士スレイプニール、アナスタシア＝フェイジアと申します」

　アナスタシアと名乗った女性は、ペコリと頭を下げた。

　記き憶おくはおぼろげだが、確か壇だん上じようでシュラークに目印となる赤い腕わん章しようを手て渡わたしていた女性だ。片側にいたもう一人と気味が悪いくらいに似通った見た目をしていたので、印象に残っている。

　無表情にこちらを見る彼女の手には、長い棒の先に直すぐ刃はが取り付けられた、風変わりな得物が握にぎられていた。

　アイシア先生の大鎌デスサイズにも似ているが、刃の形状がかなり特とく殊しゆだ。

　たとえるなら……斬首鎌ギロチンとでも言ったところだろうか。

「はッ。こんなお遊びに正規の剣機士スレイプニールさまがご登場か？　大人げないっつーか、褒賞として提示した都市代表の信しん仰こう値ちを付き人が回収するとかアリかよ？　八や百お長ちようだ、八百長」

「参加者条件に、特別な指定はありません。第二神装都市出身者でも、正規の剣機士スレイプニールであろうと、あなたを狩かる権利は与あたえられています」

「本人に了りよう承しようなしの勝手な権利だけどな。つっても、あんたの目的はもっと他ほかにありそうだが？」

　ヒビキが目を眇すがめて言うと、女性は無表情のまま得物であるギロチンを構えた。その一挙一動が、あらかじめ決められたプログラムにのみ従って動くロボットのようである。

「我が主あるじ、シュラーク＝アグネヴァリアより、あなたの足止めを命じられています」

「足止めってより、殺す気満々だったじゃねーか」

「生死については特に指定されていませんので」

　淡たん々たんと会話を続けながらも、ヒビキはなんとかしてこの場から逃にげ出す隙すきを見計らっていた。だが、隙らしき隙はまるで見当たらない。

　むしろ不用意に背中を見せれば一いつ瞬しゆんでズバリといかれる未来しか見えなかった。さすがは正規の剣機士スレイプニール。剣を交えなくても、たたずまいでその実力は窺うかがえる。我が武む者しや羅らに襲おそってくるだけの学生とはそもそも次元が違ちがった。

「聖剣を抜かないのですか？　そのままですと、たぶん死にますよ」

「ストレートに言ってくれるな。……色々と事情があってね。ほっとけよ」

「なるほど。主から聞いた『無ゼ刃ロ』の噂うわさはまことでしたか」

　瞬しゆん間かん、アナスタシアが動いた。

　事前の挙動を一いつ切さい見せない、完かん璧ぺきな奇き襲しゆう。完全な静止状態からの、急激すぎる加速。

　常人ならば瞬まばたきをする暇ひまもなく首が飛んでいただろう。ヒビキは彼女と同じく人外じみた反応速度で、首筋に迫るギロチンの刃を防いだ。

「……なんと。今のを防ぎますか。主が警けい戒かいする理由もよくわかります」

「そりゃどーも！」

　鞘入りの聖剣を傾け、弾はじく。

　アナスタシアは背後に向かって大きく宙返りしながら、壁かべに張り付くように止まった。

「しかし。いくら主と同じ元剣聖の名を冠かんしていようと、聖剣が抜けないのであれば恐おそるるに足たらず。その首、頂ちよう戴だいいたします」

「クソデコの部下だけあって、言うことがいちいち陰いん険けんだなッ」

　壁を蹴り出して、一直線に降下してくるアナスタシア。

　ヒビキは聖剣を構え、再び受け止める体勢に入る。

　……が。

「ッッッ!?」

　上空から迫るアナスタシアの姿が、突然ブレて見えた。

　背後から彼女と瓜うり二ふたつの分身体のようなものが現れ、並んで片手を繫つなぐ。

　互たがいに押し出すように空中で左右に分かれた二人のアナスタシアは、両側の壁を蹴って、ヒビキを挟む込むようにギロチンを振るった。

『────クレイジー・バイス』

「がはッ……！」

　交差する形で疾しつ風ぷうの如ごとく駆け抜け、ヒビキを斬り刻む。

　いきなり手数が二つに増えたのと、虚きよを突つかれたこともあって、完全には防ぎきれなかった。ヒビキは斬られた両りよう腕うでから血を滴したたらせ、膝ひざをつく。

「はぁ…はぁ……ッ！　聖剣の能力……いや、これは────!!」

「おや。紙かみ一ひと重えで急所を外されたようですよ、姉さん」

「そのようですね、アナスタシア。不意を突くタイミングは完璧だと思ったのですが」

　二人のアナスタシアが、首を傾かしげ合ってこちらを見下ろしている。

　分身────ではない。まったく同じ顔、同じ姿をしてはいるが、両方とも肉体を持った人間だ。聖剣の能力の類たぐいとも違った。

「あんたは……壇上にいたもう一人か」

「イエス。アナスタシアの姉の、アイリーン＝フェイジアと申します」

「騙だますような真ま似ねをして申し訳ありません。しかし、あなたを手早く討うつにはこうするほうがより効率的かと、姉と相談をしまして」

「けッ。どっちが姉で妹かはどうでもいいが、気味が悪いくらいにまったく見分けがつかねえな。クローンかっつーの」

　口から発せられる声こわ色いろも、呼吸の感覚さえまるで同じ。

　先ほどの動きにしてもそうだ。彼女たちはまるで二つで一つ……合わせて一個の生物であるかのように、完璧な連れん携けいで動いていた。

　アイリーンとアナスタシアは、互いの斬首鎌ギロチンを重ねるように交差させ、ひざまずくヒビキに向けて構える。

「不意打ちが失敗しては仕方ありません」

「一気に畳たたみかけるまでです」

「学生相手に、剣機士スレイプニールが二人がかりかよ。いよいよもって弱い者イジメだな！」

　冗じよう談だんめかして叫さけびつつ、ヒビキは後ろに跳とんだ。

　アイリーンとアナスタシアは一寸の狂くるいもない動きで体勢を前に傾け、まったく同時に突とつ撃げきしてくる。

　そのとき。




　────ピチャリ。




　ヒビキの靴くつ裏うらに触ふれる、湿しめった感かん触しよく。

　いつの間にか、路地裏の地面全体に透すき通った水すい膜まくが張り巡めぐらされていた。

「……これは!?」

　咄とつ嗟さにイヤなものを感じ取り、ヒビキは上方へ跳ぼうとするも、すでに遅おそすぎた。

　立ち尽つくすヒビキを中心に、水膜から激しい水柱が巻き起こる。

　襲いくる激流に、飛びかかっていた剣機士スレイプニールの双ふた子ごも堪たまらず吹ふき飛ばされた。

　水柱はそのままヒビキを包み込むようにして、球体の形状となる。

　ヒビキは巨きよ大だいな水すい滴てきに閉じ込められる形となった。

『────＆％＄＆＄♯────!?』

「……暴れても無む駄だですわよ、ヒビキ。その水牢ろうは小手先だけで突破できるものではありませんから」

　コツン、コツン、と。

　薄暗い路地の向こうから、小さな足音が響ひびく。

　暗がりから現れたのは、栗くり色いろの髪かみの少女だった。

「何なに奴やつでしょうか？」

「どこかで顔を見た覚えがある気もしますが」

「……カタリナ＝オーヴィアス＝メルシルク。一応、オレイアス聖徒学院の生徒会長などを務めさせていただいています。以後お見知りおきを、第二神装都市の剣機士スレイプニールさま」

　すかさず構える双子に、リナは優ゆう雅がに微笑ほほえんで手に持った十字槍コルセスカを地面に突き刺さした。

「あなた方と戦せん闘とうする意思はありませんわ。わたくしは、彼を回収させてもらうだけで充じゆう分ぶん。そちらも、褒ほう賞しようが目当てというわけではないのでしょう？」

「……我々の話を聞いていたのですか？」

「不測の事態です。場合によっては口くち封ふうじをしなければ」

「まあ落ち着いてくださいな。わたくしは、あなた方の事情に深くは介かい入にゆうしません。そちらとしても、さらに手を汚よごすような事態は避さけたいのではなくて？」

「「…………」」

　微び笑しようの裏に底知れない何かを感じさせるリナに、アイリーンとアナスタシアはまったく同じ無表情でどう対処しようかと模も索さくしているようだった。

　ヒビキは水球の中を漂ただよいながら、なんとか脱だつ出しゆつを試みる。しかし、手足を動かしてもまるで空を搔かくようであり、その場からまともに動くことすらままならない。

　水の中だというのに、呼吸は苦しくない。

　ただ声を奪うばわれ、水すい槽そうのような空間を漂わされているだけ。脅きよう威いこそないものの、先を急いでいるヒビキとしてはこの上なく厄やつ介かいな結界の類だった。

　そのとき、リナがチラリとこちらを振ふり返る。

『────ヒビキ、聞こえまして？』

『……っ』

　水球の中にリナの声が反はん響きようする。

　対たい峙じする双子が特に反応を示していないことから、聖せい剣けんの能力を介かいしてのテレパシーみたいなもののようだった。
















『先に言っておきます。今のあなたでは、そこから自力で脱出することはできません。その水牢は、対象を隔かく離りし、無力化することに特化したもの。特別な拘こう束そく力などもなく、強力な攻こう撃げき能力をぶつけられれば簡単に破られてしまいますが……あなたのように、相手の力を利用して戦うトリッカーには効果てきめんですわ』

　動きの強制はできないが、そのぶん、《魔ダ力ス光ク》によっての干かん渉しようを最小限に抑おさえている。それゆえに、自主的に聖剣を解放できないヒビキにとっては相あい性しよう最悪な牢ろう獄ごく。

　リナは暴れるヒビキを諭さとすように、優やさしい声色でそう説明した。

『罠わなに嵌はめたようで、申し訳ないですが。こうでもしなければあなたは止まってくれなさそうだったので』

『…………』

　ヒビキは声を奪われた水牢の中で、リナを見み据すえる。

　……止める。

　その言葉からも、彼女が褒賞目当てで自分を拘束したのではないのは明らかだった。

『すべてではありませんが。わたくしも、学院長から話を聞かされ、ある程度の事情を理解はしています。そして、理解したうえで言わせてもらいたいのです。……アニスさんのことは諦あきらめてください』

『……ッ』

『あなたもすぐに気づくことになるでしょうが。アニスさんの《晄こう核かく》が暴走を始めました。今はアグネヴァリア代表────剣聖シュラークが都市外部へと誘おびき出し、対処に当たっています。ハッキリ言って状じよう況きようは絶望的ですわ』

　早口に語り掛かけてくるリナに、ヒビキは鋭するどい眼まな差ざしを向けた。アニスの《晄核》について、どうして彼女がその情報を知っているのか……この際、今はおいておく。

　────アニスの《晄核》が暴走した。

　最悪の予感が確定であると告げられ、もはや一刻の猶ゆう予よもなくなった。

『遠目にですが、わたくしも変へん貌ぼうした彼女を見ました。彼女はもう手て遅おくれです。剣聖が討とう伐ばつに乗り出したとあれば、手出しの余地もないでしょう』

『…………』

『ヒビキ。わたくしは、あなたを守りたい。死ぬとわかっている戦地に送り出して、みすみす見殺すことなどしたくはないのです』

『……それは。生徒会長としての意見か？』

　ヒビキが静かに訊たずね返すと、リナの瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどいの色を見せた。

　彼女は躊躇ためらうように視線を泳がし、

『そう……ですわね。確かにその側面もあります。ですが、前にも言った通り、わたくしは個人としてあなたに興味がある。あなたのことをもっと知りたい。だからこそ、こんなところで死んでほしくはないと思うのです』

　リナは下した唇くちびるをキュッと嚙かみしめる。

『納なつ得とくがいかないならば、生徒の身を案じる生徒会長としてで構いません。お願いです、ヒビキ。わたくしの言うことを聞いて。そこで大人しくしていてください』

「……なにやら、《魔ダ力ス光ク》を介してやり取りをしているようですが」

「こちらを無視されては困ります。というか、若じやつ干かん傷つきます」

　ヒビキに意識を集中させていたリナは、虚を突かれたように振り返る。

　そのときすでに、双子がギロチンを振りかぶって眼前に肉にく迫はくしていた。地面から十字槍コルセスカを抜ぬいたリナは、柄えの部分でハサミのように両側から襲おそいくるギロチンを受け止める。

「……ふむ。体たい捌さばきは上々、反応もよし」

「惜おしむらくは精神的にまだ幼いところでしょうか。得物を持って対峙した相手から気を逸そらすのは、自ら首を差し出すようなものです」

「戦う意思はないと申し上げたつもりですが……ッ？」

「はい。ヒビキ＝デルヴェイドの足止めさえできれば、我々は構いません」

「ただ今のは、無視されてムシャクシャした。それだけです」

　鍔つば迫ぜり合いの状態から同時に後ろへ跳とんだ双子は、聖剣の能力を解除した。ギロチンが光に包まれて、通常の剣の形へと戻もどる。

　リナは気を抜くように息を吐はき、少し呆あきれた目で彼女らを見る。

「……正規の剣機士スレイプニールが、随ずい分ぶんと子供っぽいことを根に持つのですわね」

「心外です。真の意味での子供にだけは言われたくありません」

「なにはともあれ、そこの男を中央広場へ連行してください。代表からの褒賞の授じゆ与よは、のちほど正式に行いますので」

「べつに欲ほしくはありませんが。体てい裁さい的に必要なのであれば、頂ちよう戴だいいたしましょう」

　リナが十字槍コルセスカを軽く振るうと、ヒビキを包む水球がふよふよと漂い始めた。

　ヒビキは黙だまって彼女たちの様子を窺うかがう。……時間がない。しかし、ここで無意味に暴れても体力を無駄に奪われるだけだ。

（……熱くなるな。冷静に考えろ。この水牢を打ち破り、こいつらを振り払はらう。そのための、なにかうまい方法を────）




　────ヒュッ。




　直後、小さな風切り音がした。

　ヒビキを閉じ込めている水球に一本の矢が突つき刺さる。

　矢は瞬しゆん間かん的に光を発すると、爆ばく弾だんのように爆はぜた。路地裏に置いてある荷物などを吹き飛ばしながら暴風が巻き起こり、ヒビキの動きを奪っていた結界を粉々に破は壊かいする。

　多量の水滴が弾はじけて雨のように地面を濡ぬらし、ヒビキは完全に拘束から解放された。

「────っぶは！」

「ッ!?　これは……!?」

「ヒビキ！　今のうちに逃にげろ！」

　頭上から、何者かの叫さけびが降ってくる。

　屋根の上に、長弓を構えるセミロングの少女が立っていた。

「イオ……？」

「まったく。道場で式典の中ちゆう継けいを見ていれば、また君はややこしいことに巻き込まれて……。どこまでトラブルメイカーなんだ、本当に」

　苦笑いしながら、イオは手のひらに《魔ダ力ス光ク》を集束させる。

　集つどった《魔ダ力ス光ク》は極限まで圧縮され、光の矢となって手のひらに収まる。イオはすかさずそれを長弓に番つがえ、構えた。

「詳くわしいことはよくわからないが、急いでいるみたいだな？　とりあえず援えん護ごだけはしてやるから、うまく逃げ切れよ。君の得意分野だろう？」

「……はッ。人を泥どろ棒ぼうみたいに言うなよ。まっ、とりあえずサンキュー」

　不敵に笑い返して、ヒビキは強く地面を蹴けった。

　すぐさまリナと、剣機士スレイプニールの双ふた子ごがハッとして動く。

「いけません、ヒビキッ!!」

　十字槍コルセスカを素す早ばやく回したリナは、石いし突づきの部分で地面を叩たたき鳴らす。

　そこから大量の水流が噴ふき上がり、無数の触しよく手しゆとなってヒビキに襲い掛かった。ヒビキは壁かべを三角跳びの要領で縦じゆう横おう無む尽じんに動きながら、リナの拘束の手を潜くぐり抜ける。

「二度も同じ手を食うかよ」

「くッ。ならば！」

　リナはさらに十字槍コルセスカへ《魔ダ力ス光ク》を込こめる。

　噴き上がる水の触手に加え、地面全体へと水すい膜まくが拡ひろがった。左右の壁を蹴り出して進むヒビキの真下にも回り込み、水面が鏡のように彼の姿を反射する。

　続けて槍本体を反転させ、今度は穂先を地面に突き刺した。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン、《泉乙女の銀十字クロイツ・ニヴイア》！　────鏡花水月ッッ!!」

　瞬間、ヒビキの姿を映し出していた水面の鏡像が歪ゆがんだように見えた。

（……来る！）

　ヒビキは空中で身を捻ひねって、真下の鏡像に鞘さや入りの聖剣を構える。

　ガキィン！

　下から突き上げるように襲いくる目には見えない凶きよう刃じんが、構えた聖剣と激げき突とつ。

　鮮あざやかな火花を散らした。

「────しッ!!」

　ヒビキはそのまま聖剣を薙なぎ払い、リナからの不可視の攻撃を弾はじく。

　とたん、真下の水膜が弾け飛んだ。ヒビキを映していた鏡像も崩くずれる。

「……やべッ」

　だが、その隙すきをつくように背後から水の触手が殺さつ到とう。

　数本はなんとか躱かわしたヒビキだが、そのうちの一本に足首を取られた。

「神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン！　嘶いななけ、《抱擁の薫弓インプレイズ・シルヴイア》！」

　合わせるように、屋根の上からイオが矢を放つ。

　ヒビキを捉とらえた触手を見事に射い貫ぬいた矢は、着ちやく弾だんと同時に炸さく裂れつ。再びヒビキを包み込もうとしていた水を四散させた。

「すまん、ヒビキ！　単発ずつしか射うてないから、すべては捌さばけない！」

「……充じゆう分ぶんだ！　そのまま援護頼たのむ」

「イオさん……っ。邪じや魔まをなさらないでくださいまし！」

「あなたはそのままヒビキ＝デルヴェイドの捕ほ縛ばくを、メルシルク嬢じよう」

「あちらの始末は、我々が」

　双子が再びギロチンを顕けん現げんさせて、真上のイオを見上げる。

　彼女たちは垂直の壁を恐おそろしい速度で駆かけ上った。驚おどろくべき敏びん捷しよう性に、イオは反応するどころか瞬まばたきをする間もなく立ちすくむ。

「イオッ！」

　ヒビキが警告を飛ばすが、遥はるかに遅おそい。

　そのときすでに、交差したギロチンの刃はがイオの首筋を捉とらえる寸前だった。

「─────神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン。《常闇に這う死影ヘイト・カラミテイア》」

　唐とう突とつに、黒い影が、伸のびる。

　生き物のようにうねる巨きよ大だいな湾わん曲きよくした刃が、イオを斬きり裂さこうとした二本のギロチンをまとめて弾き返した。

　一瞬のことで訳が分からず、目を見開くイオの前に、フワリとスカートを翻ひるがえしながらメイド服を着た女性が舞まい降おりる。

「アイシア……！」

「ルクイスト……！」

「久しぶりだな、アイリーン、アナスタシア。顔を合わせるのは一年前の外地遠えん征せい以来か？　相変わらず、見分けがつかなくて不気味な顔だ」

　無表情の中に嫌けん悪おの色をあらわにした双子は、屋や根ね瓦がわらを蹴って同時に逆側へと跳んだ。

　アイシア先生は冷静に視線だけを動かし、それぞれの動きを見み極きわめる。半円を描えがくように背後へと回り込み、姉のアイリーンは右側から、妹のアナスタシアは左側から、挟はさみ込むようにギロチンを振ふるう。

「素早く、統とう率そつのとれた動き……だが単調ッ」

　姿勢を低く構えるアイシア先生は、一いつ喝かつと共にターンを踏ふんで体ごと大鎌デスサイズを一回転させた。唸うなりを上げる湾曲した刃が、向かってくる双子を弾き返す。

「ぬぅ……なんという荒あら業わざな」

「あなたこそ、相変わらず下品な戦い方です」

　後ろに下がる双子を警けい戒かいしながら、構えるアイシア先生は横目でイオを振り返る。

「無事か、トルス」

「ア、アイシア先生……？」

「口がきけるということは無事だな。お前はデルヴェイドの援護を続けろ」

　言うなり、身を乗り出して大鎌デスサイズを振るう。

　双子は即そく座ざに背中合わせになると、まるで踊おどるようにその場でグルグルと回った。一つの独こ楽まのようになって、斬りかかったアイシア先生と激突。

　火花を散らせ、互たがいに反動で吹ふき飛ぶ。

「……ムカつきます。アイシア」

「……邪魔をするなら即刻死んでください、アイシア」

「双子ともども、短たん絡らく的でまともな話し合いもままならないところもそのままか。……悪いが、こちらも主からの命令を受けている」

「アイシアの主、ニミル＝アルト＝ミスクレシア」

「やはりあの女はヒビキ＝デルヴェイドの肩かたを持つのですか」

「ニミルさまのお考えについて、私は意見する言葉を持たん。貴様らの邪魔をするつもりもな。これはただの都市間親交イベント、そうだろう？」

「ならば。そこをどきなさい」

「もしくは死ね」

「できない相談だな。私がニミルさまから与あたえられた命は、『危険な目に遭あいそうな学院の生徒を守ること』。貴様らが決めたイベントに口を出すつもりはないが……私の教え子に手を上げようというなら、全力で止めさせてもらうぞ」

　アイシア先生は力強く告げて、目にも留まらぬ速さで大鎌デスサイズを乱らん舞ぶさせる。

　双子は取り囲むように立ち回り、ギロチンを振るうが、繰くり出す攻こう撃げきの悉ことごとくが大鎌デスサイズに弾かれた。数的有利があるとはいえ、単純に力負けしている。

　だが、彼女たちもプログラムされた機械のように攻せめ手を緩ゆるめない。うまく防いでいるように見えるアイシア先生も、実質、その場に釘くぎ付づけにされていた。

　交かわされる尋じん常じようならざる速度の剣けん戟げきが、嵐あらしのごとく吹き荒あれる。

「トルス！　ボサッとするな！」

「っ。は、はい！」

　次元の違ちがう剣機士スレイプニール同士の戦いに呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたイオは、慌あわてて《魔ダ力ス光ク》の矢を作り長弓に番える。

　その間も容よう赦しやなく繰り出されるリナの攻撃を避よけ続けていたヒビキは、水の触手の一本を聖せい剣けんで弾き飛ばしながらニヤリと笑った。

「この借りはいつか返させてもらうぜ！　イオ、メイド教官！」

「バカモノ。そんなものはいらんから、日ひ頃ごろの授業をもっと真ま面じ目めに受けろ」

「っ！　ヒビキ、騒さわぎを聞きつけた学生たちが向こうから来るぞ！　早く行くんだ！」

　屋根の上から遠方を見ながら、イオが逼ひつ迫ぱくした叫びを上げる。

　ほぼ同時に、ヒビキはリナの攻撃の射程外へと逃げていた。リナは迅じん速そくに十字槍コルセスカを地面から抜ぬき、駆けだしながら遥かに離はなれてしまったヒビキの背中に叫びかける。

「ヒビキ！」

「悪いな、リナ。お前と追いかけっこしてる暇ひまはねえんだ。またな」

　壁蹴りから地面に着地したヒビキは、入り組んだ路地裏の角へと消えた。




　　　　○　　　　●　　　　○




　こんなにも走って、捜さがしているのに、見つからない。

　ミルドは焦あせっていた。ヒビキにアニスのことを任されたのに、彼女の姿は一向に見当たらない。セレモニーの最中で人通りが多いということもあって、小さな女の子一人を捜し出すのは困難を極めた。

「どこにいったの、アニスちゃん……！」

　焦る心が口から言葉として漏もれる。

　気づけば、商業区を抜けて、都市外がい縁えんの片かた隅すみまできていた。

　ここまでくると流石さすがに人もおらず、目立った建物もない。あとは都市外部へと続くターミナルがあるだけだ。

　まさか……都市の外に？

　そんな想像が頭をよぎるが、冷静に考えてありえない。なんの準備もしない状態で外地に出るなど命取りでしかないし、彼女がヒビキだけ置いてどこかに行ってしまうとも考えづらかった。

「やっぱり、ここまでくる間にすれ違っちゃったのかも……。こ、今度は路地裏のほうを────」

　隈くまなく捜し直す。

　そう思って、来た道を戻もどろうとしたとき。




『────オオオオオオオオオオオオォォォォォ────ッ!!』




　内臓を揺ゆさぶるような、禍まが々まがしい雄おたけびが響ひびき渡わたった。

　同時に、濃のう密みつな《魔ダ力ス光ク》が空気中に拡散する。女め神がみによって浄じよう化かのなされたものではない。これは……災さい厄やくをもたらすという穢けがれたままの《魔ダ力ス光ク》だ。

　音と《魔ダ力ス光ク》の出どころは、ターミナルの方角。

　つまり、都市の外である。

「な、なにが起こってるの……？」

「────《晄こう核かく》の暴走。簡単に言ってしまえば大ピンチってことよ♪」

　弾はずむような声がして、ミルドはビクリと肩を震ふるわせた。

　前方。いつの間にか進路方向だった場所に一人の女性が立っていた。

「お、お姉ちゃん？」

「やっほー、ミィちゃん。元気してる？」

　小さく手を振り、朗ほがらかに笑ってみせるのは姉のニミル。

　ミルドはハッとして、彼女に駆け寄った。

「《晄核》の暴走ってどういうこと!?　もしかして、アニスちゃんが────！」

「ストップ。まずは落ち着きなさい」

　冷静な声でたしなめられ、ミルドはピタリと足を止めた。

　困こん惑わくする妹を、ニミルは静かに見み据すえる。

「結論から言いましょう。アニスちゃんは先日の《邪神シエイド》襲しゆう撃げき以来、急激に体調を崩くずしつつあった。《邪神シエイド》の《魔ダ力ス光ク》と共鳴した、胸の《晄核》の変調の影えい響きようでね」

「…………ッ!?」

「シュラーク、そしてアイギールからそう報告は受けていたわ。そして、最後の箍たがを外すように、シュラークが微び量りようの《邪神シエイド》の《魔ダ力ス光ク》をあの広場に流した。結果は────言わなくてもわかるわよね？」

「なんでッ。そこまでわかっていて、なんでお姉ちゃんは止めてくれなかったの!?　なんで、ヒビキに教えてあげなかったのよッ！」

　裏切られたかのような顔で叫さけぶミルドに、ニミルはあくまでも平静を保って「なんで……かぁ」とつぶやいた。

「至らない部分がなかったとは言えない。そこは素す直なおに申し訳ないと思うわ。でも、私は都市代表の立場から、出来る限りのバックアップを『無ゼ刃ロ』に行ったつもり」

「……どういうこと？」

「アニスちゃんの変化、そしてシュラークの動きに気付けなかったのは、すべて『無ゼ刃ロ』の責任。そういうことよ」

　ニミルの言葉に、ミルドは愕がく然ぜんとして立ち尽くす。

　いつもの優やさしく、穏おだやかな姉とは思えない、突つき放すような言い方だった。

　返す言葉を失うミルドに、ニミルは少し俯うつむいて首を振る。

「いいえ……彼のことだもの。ハッキリとは言わないまでも、アニスちゃんの変化には薄うす々うす勘かん付づいていたんでしょうね。でも、アニスちゃん本人がそれを知られることを望んでいなかった。だから、彼としては妹の意思を尊重して深く問い詰つめなかったんでしょう」

「だから……ヒビキの責任？　そんなのおかしいじゃない！　ヒビキはアニスちゃんを気き遣づかってあげたんでしょ!?」

「ええ、そうね。皮肉屋で遠回しだけど、相手の意思だけは絶対に尊重する。実に彼らしい。その彼らしさが、今回に限っては仇あだとなったのよ」

　ニミルはミルドの主張をバッサリと切り捨てるように言い放った。

「もう一度、言いましょう。今回、私は『無ゼ刃ロ』にシュラークの動向に注意するように促うながし、その態勢を整えてあげた。本当なら、『無ゼ刃ロ』はアニスちゃんをどこかに閉じ込めてでも隠かくし、シュラークのみに意識を注ぐべきだったのよ。……でも、彼の選せん択たくは、アニスちゃんの自由意思を尊重した。アニスちゃんを『守るもの』ではなく、『意思を持った人』として扱あつかったの」

「だ、だから、それは……！」

「そう。すべては彼の選択の結果。これ以上、私が口を出せることじゃない」

　ニミルが視線を上げる。

　これまでに見たことのない厳しい眼まな差ざしが────姉のニミルではなく、第五神装都市代表ニミル＝アルト＝ミスクレシアの瞳ひとみが、真まっ直すぐに射い貫ぬいてくる。

「私はね、ミィちゃん。一人の友人として、なるべく『無ゼ刃ロ』の力になってあげたいと思う。都市代表という自分の立場から外れないギリギリの範はん疇ちゆうで。……そして、今回のことは私のしてあげられる範疇を超こえてしまった。今のアニスちゃんを助け、シュラークと敵対するということは、《邪神シエイド》を庇かばって《女神》を裏切るということよ」

　……なにも……言い返せなかった。

　姉ニミルは神装都市の代表。《女神》に仕える従順なる信徒。

　そこはブレない。そこだけはブレてはいけないのだ。

「だから。あなたも決めなさい。彼らと深く関かかわりすぎるのは、ただ『助けたい』『力になってあげたい』だけで踏ふみ越こえていいラインじゃない。あなたの目的、意思、そして信念。それらを総そう括かつして、あなたの取る立場を明確になさい」

「あ、あたしは……」

　思考が混こん迷めいする。心が惑まどう。

　ミルドは決断を迫せまられていた。友人である彼らを助けてあげたいという意思に従って一線を踏み越えるのか、それとも姉のように一定のラインを引いて傍ぼう観かんするのか。

（あたしの目的……あたしの信念は、お姉ちゃんのやり方を世界に認めさせること。すべてを救い、誇ほこり高く在る、立派な聖せい剣けん使いになること……！）

　その姉の面おも影かげを、ヒビキにも見た。

　形は違えど、立場は違えど、守るべき者のために戦う誇り高き聖剣使い。

　自分も、彼のように在りたいと。

　しかし────目標である姉が今、その道に立ちふさがる。

「今回のことは、一いつ般ぱん市民に無用な混乱を招かないために、すべての剣機士スレイプニールに待機命令が下されているわ。《邪神シエイド》の討とう伐ばつは、女神アイギールから剣聖シュラーク＝アグネヴァリアに一任、その補ほ佐さを私が務める。もし都市外でアニスちゃんと戦っているシュラークが不利になることがあれば……私が出て、彼女を討うたなければならない」

「お姉ちゃん……！」

「これは妹の身を案じる姉としての忠告よ。退ひきなさい、ミィちゃん。たとえ彼らを裏切ることになっても、あなたが自分の立場を悪くする必要はない」

　言うと、ニミルは手のひらを地面に向けてかざす。

　鈍にぶい地鳴りと共に足元の地表が真っ二つに割れて、巨きよ大だいな両手剣ツヴアイヘンダーが迫せり上がってくる。

　刀身はゆうに五メートル。重量ははかり知ることさえできない。

　その巨大兵器を易やす々やすと片手で持ち上げたニミルは、ミルドと対たい峙じした。

「《眠アれスるカ暴ロ竜ン》……！」

「都市への被ひ害がいを避さけるため、許されたのは限定解放だけれど。あなたを止めるには充じゆう分ぶんだって、理解できるわね？」

　姉は本気だ。本気で、暴走したアニスを討とうとしている。

　ミルドは目を伏ふせ、ギュッと腰こし元もとに留めてある二本の聖剣の柄つかを握にぎり込んだ。

　……抜ぬくべきか、抜かざるべきか。

　姉への想おもいと、彼らへの想いとの間で、激しく葛かつ藤とうする。

　答えは出ない。いくら考えても、いくら悩なやんでも。

（なにが正しいのよ……！　あたしの目的、信念じゃ、アニスちゃんを助けてあげられないの……!?）




『────お前の目的。確かに世界全体の価値基準から見ればちっぽけでバカバカしいかもしれない。だけど、お前の中でそれがすべてなんだろ？　たった一人の家族のために、全身全ぜん霊れいを傾かたむける。たとえ取るに足らないちっぽけでも……否定なんざされて堪たまるか』




「────ッ」

　ミルドはハッと息を吞のんで、顔を上げる。

　かつての言葉。他の者とは違ちがう異質な自分の目標を口にしたとき、ヒビキがかけてくれた言葉が脳のう裏りによみがえった。

「……違うわ」

「？　なにが違うの？」

「こんなの、お姉ちゃんらしくない」

　不思議そうに首をひねるニミルに、ミルドはキッと強い眼差しを向けた。

「今、お姉ちゃんが言ったこと。きっと世界の価値基準で見れば正しい。全体のために、弱い者、余計な者は切り捨てる。この都市の人々や……あたしのことを想って、下した決断だとはわかってるわ」

「…………」

「でも、違う！　お姉ちゃんは本当にそれを望んでるの!?　そんな決断で、自分の心に噓うそをついていないって言いきれる!?」

　ミルドは叫び、鞘さやから聖剣を抜き放った。

　刀身から《魔ダ力ス光ク》が瞬またたき、砕くだける。

「ミィちゃん……」

「ごめん、お姉ちゃん。あたしはお姉ちゃんと違ってバカだから。必死に優等生を気取っても、すぐにボロが出る大バカだからっ。自分の心に噓はつけない！」

　再構成された虹こう霓げいの双そう剣けんを構える。

「都市を救って、アニスちゃんも救う！　それがあたしの、そしてお姉ちゃんの本当の願いのはず！　お姉ちゃんが立場上、それを許されないっていうなら────あたしが叶かなえる！　誇り高き聖剣使いとして、絶対にあいつらを助けてやるんだから！」

　ミルドは地を蹴けって跳とび、突とつ撃げきしながら双剣を振ふるった。

　ニミルも腰を低くして静かに構え、迎げい撃げきの体勢を取る。

　────鋭するどい一いつ閃せんが交差した。

　そのままニミルの背後へと着地したミルドは、ゆっくりと振り返る。

　ニミルは前を向いたまま、自身の聖剣である《眠アれスるカ暴ロ竜ン》を足元に突き刺さす。光に包まれた両手剣ツヴアイヘンダーは、そのままズブズブと地面に沈しずみ、再びの眠ねむりについた。

「……わかったわ。あなたがそう決めたなら、行きなさい。自分が信じた道を、真に正しいと思える道を。あなたが思うままに、振り返らず」

「────うん！」

　ミルドは力強く頷うなずいて、駆かけだした。

　アニスの待つ都市の外へ向かって、ニミルの言葉通りに一度も振り返らないで。

　妹の気配が消えたのを確かく認にんしてから、ニミルはやれやれと嘆たん息そくして肩かたを落とした。

「まったく……。今まですっごく素す直なおで従順だったのに、ここに来て反はん抗こう期とはねぇ。これも『無ゼ刃ロ』と関わった悪あく影えい響きようかしら？」

　ニミルは、ミルドが行ってしまった方角を振り返る。

　都市代表としての威い厳げんが崩くずれた顔は、彼女らしいニコニコとした笑えみを湛たたえていた。

「任せるわ、ミィちゃん。私の力が及およばないこと、私じゃできないこと。あなたなら、きっと────……」







　　　第五章　　守るべきもの




『────ほれ。メシ、食えよ』

　乾かわいたパンを差し出しながら、カレはわたしに言った。

　穴倉のように薄うす暗ぐらい掘ほっ建たて小屋。中には簡易ベッドの上で膝ひざを抱だいてうずくまるわたしと、ボロボロの椅い子すに座って呆あきれ顔をしているカレの姿しかない。

　この場所に隠れ、すでに三日ほどが経たっていた。

　その間、喋しやべるのはカレばかりで、わたしのほうからは一度も口を開いていない。

『ここもそろそろ足がつく。明日あしたの早朝には出るぞ。それまでに最低限の栄養はちゃんと摂せつ取しゆしとけ。途と中ちゆうでバテてもおぶってなんかやらねえからな』

『……パパ、は？』

　ヒラヒラと手を振って面めん倒どうくさそうに言うカレに、わたしはふと訊たずねた。久しぶりに出した声は思った以上に干ひからびていて、自分のものじゃないみたいだった。

　カレはとたんに顔をしかめて、

『やっと口を開いたかと思えば……。寝ね言ごとは寝て言え』

　椅子から立ち上がり、わたしの前までくる。

『アレンは────死んだ。あの地下水道で、剣聖シュラークが率いる追っ手の部隊の手にかかって。お前も見たはずだ』

『……イヤ。そんなの、知らない。パパが死ぬはずない、パパは絶対に生きてる！』

　手元にあった毛布で頭を覆おおい、耳を塞ふさいで聞かなかったフリをする。

　……本当はわかっていた。パパはもう戻もどってこないって。わかっていたけど、わかりたくない。パパは今までのわたしにとってのすべてだったから。

『イヤ、イヤ、イヤ……！　早く帰ってきてよ、パパぁ……！　じゃないと、わたし……イヤなの……こんな冷たい世界で独りで生きるのはイヤ!!』

　涙なみだがあふれ出る。心には絶望しかなかった。

　カレはそんなわたしを眺ながめながら、大きく吐はき捨てるように溜ため息いきを漏もらす。

　そして、視線を鋭くすると、

『ッざけんじゃねぇ……！』

　わたしがかぶっていた毛布を乱暴に取り払はらい、胸むな倉ぐらを摑つかんできた。

　わたしは、悲しみや恐きよう怖ふよりも驚おどろきの感情が勝まさってしまい、ただただ目を見開いてカレを見る。

『は、はな……して……』

『離はなすかバカ。この現実を見ないわからず屋が。自分の殻からに引きこもって知らないフリをするってなら、俺はお前を摑んで何度だって引きずり出してやる』

　カレの瞳ひとみは燃えるようだった。パパと三人で暮らし始めて日は浅いけれど、こんなにもカレが感情を露あらわにするのは珍めずらしい。

『お前は。お前ら親子は、俺に言ったはずだ。俺たちは今日から家族だと。なにもかもを失って、自じ暴ぼう自じ棄きになって、現実から逃にげようとして。そんな俺に、お前はちゃんとメシを食えと言った。生きろと────そう言った！』

　わたしはハッと息を吞のむ。

『それ、は……』

『俺とお前じゃ事情は違うってか？　ふざけんなよ。そんな甘え、許してやるかよ。あのときのお前が無理やり俺を生かしたのと同じように……俺もお前の家族だから。アレンが死んだからって、なにもかも空っぽにしてやって堪るか』

　そう言って、カレはわたしの冷えた体を抱だきしめてくれた。

　……ああ、そうか────と。

　このとき初めて、平然としていたカレの体も冷え切っていることに気づいた。

　本当に、自分はバカだと思い知る。カレだって悲しんでいたはずなのだ。一度ならず、二度までも家族を失って、何も思わないわけがない。

　瞳から涙があふれてくる。

　今までの冷たい涙じゃなくて、温かく血の通った涙が。

『ごめんなさい……ごめんなさぁい……』

『泣くな。無む駄だにエネルギー使うぞ』

　体を離したカレは、再びパンを差し出してくる。

　今度はちゃんと受け取った。明日を生きるために、無心でかじりつく。

『硬かたい……おいしくない』

『文句言うな。それでも気合でまともなもの仕入れてきたんだ。俺の昼メシなんて、そこらへんに埋うまってたイモだぞイモ』

『まともな物が食べられないのは、お前が甲か斐い性しようなしだからだ。もっと真ま面じ目めに働け』

『んな……!?　テ、テメェ……好きに言ってくれるじゃねえか』

『わたしたちは家族だから。遠えん慮りよはいらない』

　言って、わたしは本当に久しぶりに笑った。まだ涙が止まらなくて、みっともない泣き笑いになってしまったけど。

　カレは面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らすと、ドカッと椅子に腰を下ろす。

『ったく。アレンのガキとは思えないくらいに口が悪いな。せめて言葉づかいくらいはもっとまともにしろよ。女の子だろ』

『イヤだ。お前の言うことなんか聞かない』

『お前じゃない。これからは兄さんと呼べ。お上品に、可愛かわいらしくな』

　不服をたれるカレを、少しおかしく思った。




『ええ。わかりましたよ────甲斐性なしの兄さん』




　────兄さん、兄さん、兄さん。




　────────。




　────助けて、兄さん────。




　　　　○　　　　●　　　　○




『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　鼓こ膜まくを劈つんざくような金切り声が、大気をビリビリと震ふるわせる。

　漆しつ黒こくの両りよう翼よくがはばたき、蝶ちようの鱗りん粉ぷんのように《魔ダ力ス光ク》で形成された粒りゆう子しが舞まい散る。それを浴びた草花は、禍まが々まがしい紫むらさき色いろへと染まり、ズルズルと急激な成長を始めた。

　第五神装都市の外部にある小高い丘おか。

　そこで《邪神シエイド》へと変へん貌ぼうを遂とげた少女と対たい峙じするシュラークは、背後を取るように素早く回り込みながら、燕えん尾び服ふくの懐ふところから数本のナイフを取り出す。

　弾だん丸がんさながらの速度で、鋭く投とう擲てきした。

　ジュウッ！

　だが、漆黒の両翼がはばたき、煽あおられただけで、鉄製のナイフが一いつ瞬しゆんにして溶とけて腐くさる。

「……《魔ダ力ス光ク》による結界障しよう壁へき。通常の得え物ものではやはり歯が立ちませんか」

　つぶやくように分ぶん析せきしたのも束つかの間。

　不気味な女の面をつけた少女の顔が、息のかかるくらいの距きよ離りまで接近していた。

「……ッ!!」

　シュラークは即そく座ざに反応して、バックステップを踏ふむ。

（速い……いえ、これはそういう次元ではなく）

　距離を取ったと思ったときには、すでに目の前の化け物の姿は消失していた。

　耳元でバチッと静電気が走るような音がする。

　シュラークは振ふり向きざまにナイフを投げ放った。

『ウウウウウアアアアアア……ッ!!』

　空間が、歪んでいた。

　まるで紙に刃やいばを入れたようにできた、空間の裂さけ目め。そこから這はい出してくる少女の姿をした化け物は、シュラークが投げたナイフを意にも介かいさず肉にく迫はくしてくる。

　ナイフは牽けん制せいの役割さえ果たせず、少女の体に触ふれる前に溶けた。

「……小こ癪しやくな」

　シュラークの手元から、淡あわい光が漏れる。

　即座に抜ぬき身みの神機聖剣エクスカリスが顕けん現げん。叩たたきつけるように振るわれた少女の両翼を弾はじき返す。

　わずかによろめいた少女の懐に、すかさず潜もぐり込んだ。

　その華きや奢しやな胴どう体たいに向けて、横よこ薙なぎに刃やいばを振るう。

『ヒュアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア────────ッ!!』

「────ぬぐぅ……!?」

　直後、少女が絶ぜつ叫きよう。

　空気そのものを破は裂れつさせてしまいそうな多大な音波に、三半規管を揺ゆさぶられたシュラークの手が鈍にぶる。同時に、足元で紫色に染まる草花が常識では考えられない速度で伸のびて絡からまり、両者を隔へだてる巨きよ大だいな壁かべとなった。

　シュラークは植物の壁に下から突つき上げられるような形で、空高く撥はね飛ばされる。

　そして────再び目の前の空間が歪ゆがんだ。

　虚こ空くうの裂け目から這い出てくる少女。

　位置の概がい念ねんすら必要としない《魔ダ力ス光ク》を用いたワープ。物理法則を完全に無視した移動法。元剣けん聖せいのシュラークの目から見ても、常じよう軌きを逸いつしていた。

　シュラークは構え、迎げい撃げきの体勢をとる。

　が、少女は我が武む者しや羅らに突とつ撃げきしてくるようなことはなかった。

　彼女の胸元で、《晄こう核かく》が不気味な光を放つ。放たれた光は胸の前に集束し、球体の形にどんどんと膨ふくらんで────。

『アアアアアアアアアアアアッ!!』

「────ッ!?」

　そのままレーザーのように、シュラークに向けて放出された。

　周りの景色が激しい閃せん光こうで真っ白に染まる。放たれた《魔ダ力ス光ク》の塊かたまりはバチバチと紫し電でんを奔はしらせながら長い尾おを引き、直線上のものをすべて焼き払った。

　直撃を喰くらい、シュラークは全身から煙けむりを吹いて地面に落下していく。

　その真下で突然変異を引き起こした紫色の草花が蠢うごめくのを見た。先せん端たんを針のように尖とがらせ、丘一面に広がる毒々しい色の剣山が作り出される。

　……このままでは串くし刺ざしになる。逃げようにも、逃げ場がない。

　そんな死の間ま際ぎわで────シュラークは狂きよう喜きするように口元をつり上げた。

「いいでしょう……いいでしょう！　この高こう揚よう、常に死と隣となり合わせの狂くるおしい感覚！　味わえるのは何年ぶりになるか！」

　その手から、抜き身の聖剣が滑すべり落ちた。

「都市代表と取り繕つくろっても、やはり私は世界の剣だ！　女め神がみのために一いつ切さいを引き裂く瞬しゆん間かんこそ、心がこの上なく滾たぎる！　さあ、この至福の刻ときを凍いてつかせ、永遠のものとしなさい────《宙を統べる氷星デユランダル》!!」

　名を呼ばれた聖剣が呼応し、共鳴し……そして目覚めた。

　鮮せん烈れつな光に包まれた剣は、切っ先を真下に向けて落下しながら変形。

　美しい装そう飾しよくの施ほどこされた、紺こん碧ぺきに輝かがやく宝剣の姿となる。

　────バキバキバキィッ!!

　瞬間、宝剣が大地に突き刺ささり、植物で形成された剣山を凍こおり付かせた。

　さらに、それだけに留とどまらない。大地を浸しん食しよくするように拡散し続ける氷は、空気中の水分さえをも凍てつかせ、目に見える範はん囲いの景色を結けつ晶しよう世界へと変えてしまう。

『ウアア……アアアアアアアアア……！』

　漆黒の両翼をはばたかせ滞たい空くうする少女が、胸むな元もとを押さえながら苦しげに身み悶もだえる。

　凍てついた地面へ着地したシュラークは、乱れた髪かみをかき上げて彼女を振り返った。

「苦しいですか？　苦しいでしょう。私の《宙を統べる氷星デユランダル》は、この形成された結晶世界自体が一個の『剣』です。そのうちに孕はらまれたあなたは、肉体も、内臓も、精神さえも、永久に斬きり裂かれ続ける」

　告げるシュラークの足元から、バキバキと音を立てて氷で作られた無数の剣が生えてくる。その一本を手に取り、彼は嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべた。

「視みえますか？　この世界に漂ただよう、私の《魔ダ力ス光ク》が。指一本でも動かせば表皮が、呼吸をすれば肺が、瞬まばたきをすれば眼球がズタズタになる。一切の動き、生命活動さえをも許されず、ただ凍り付いたように死を待つだけになるあなたはやがて思うでしょう。────早く殺してくれ、と」

『アウウウッ……ウアアアアアアアアアアアア……ッッッ!!』

　絶叫と共に、空中に鮮せん血けつの花が咲さいた。

　シュラークの《魔ダ力ス光ク》によって作られた、視し認にんさえできない極小の氷ひよう刃じん。塵ちりにも等しく、空気のように周囲に漂うそれらは、ただそこに『在る』だけで対象を斬る。

　全身から夥おびただしい出血をしながら、少女は真っ逆さまに地へと堕おちた。

　体から流れ出る血はその端はしから氷に浸食され、固まる。そして傷口までをも塞ふさぎ、すぐに失血することさえ許さない。その間も、容よう赦しやなく少女を斬り裂き続けながら。

　シュラークは燕尾服のネクタイを緩ゆるめると、地に伏ふした少女へ歩み寄っていく。

「呆あつ気けない。この程度ですか。ハッキリ言って興きよう醒ざめですよ」

『……ガ、ハッ……』

「もはや、まともに声を発することさえもできませんか。一思いに殺してやってもいいですが、さてどうしましょう？」
















　シュラークは手のひらで氷の剣を回し、切っ先を下に向けた。

　仰あお向むけに倒たおれる少女の喉のどにピッタリと突きつける。

「言い残すことは？　とは言っても、すでに自我はないでしょうが」

『…………ッ』

　そのとき、少女の指がピクリと動いた。

　まだ抵てい抗こうを続けるのかと思ったが、そうではなかった。

　少女は仮面で覆おおわれた首を傾かたむけて、指で虚空を搔かく。動くたびに空気中の氷刃に身を裂かれながら、それでも何かを必死に求めるように。

『────さん……に、い……さん……』

　シュラークは意外そうに目を見開く。

　まだ少女自身の意思が残っているとは、思ってもいなかった。

「醜みにくさも度を過ぎると憐あわれみを感じますね。この期ごに及およんであの男を求めますか」

『……にい……さん……にいさん……』

「家族愛、兄妹きようだい愛。……くだらない。化け物がそんな人らしい感情を抱いだくことさえ烏お滸こがましい。これ以上、見るに堪たえない醜しゆう態たいをさらさないでいただきたい」

　握にぎる剣に、シュラークはグッと力を込こめた。

「さようなら、醜く忌いま々いましい化け物」

「────待て！　シュラーク！」

　ピタリと。シュラークの手が止まった。

　振り返ると、戸と惑まどった表情でこちらを見つめる真っ白な少女の姿があった。

「……アイギール。なぜここに？」

　訊たずねると、女神アイギールは俯うつむいて黙だまり込んだ。

　シュラークは内心で舌打ちを漏もらしつつ、空気中に漂う己おのれの《魔ダ力ス光ク》の濃のう度どを極限まで弱めた。氷刃は対象と定めない限り機能しないが、万が一ということもある。敵である少女もすでに瀕ひん死しであることから、問題ないと判断する。

「危険です。あなたは都市の中にいるよう、申し上げたはずですが」

「……我は。やるべきことがあって、ここに参じた」

　顔を上げたアイギールの表情は、迷いを振り払はらったかのように決然していた。

　空中を浮ふ遊ゆうしてこちらまで飛んでくると、足元に倒れる少女を一いち瞥べつする。

「その者。まだ……完全には堕ちていまいな？」

　アイギールにそう問われ、シュラークは渋じゆう面めんを作る。

「アイギール。まさか────」

「愚おろか者。情に流され、救おうなどとは思っておらん。……たとえ意思が残っていようと、ここまで堕ちてしまったのだ。人を守る神である我が、憎にくむべき《邪神シエイド》を救うわけにはいかぬ。そんなこと、お前に言われなくとも理解している」

　有う無むをいわせぬ物言いに、シュラークは目を見開く。

　後ろに下がり、敬意を払うようにひざまずいた。

「申し訳ありません。あなたを疑うような真ま似ねを」

「うむ。許す」

　己の持ちうる限りの威い厳げんを放ちながら、アイギールは再び足元の少女────《魔ダ力ス光ク》によって化け物と成り果ててしまったアニス＝デルヴェイドを見る。

　もはや息も絶え絶えの彼女だったが、シュラークが能力を一時的に解除したことで、徐じよ々じよにではあるが傷口が再生を始めていた。

　……長く時間を割さいてはいられない。

　アイギールはここにきた意味を果たすことにする。

「ふん……無様だな、小こ娘むすめ」

　彼女は、吐はき捨てるように言い放った。

「今日は、貴様の最期を見届けにきてやった。裏切るまでは我に尽つくした、あの男の娘であるという義理。かつは我の剣であった男の妹であるという義理。そして────我に向かって堂々と宣戦布告してきた、不ふ逞ていで愚かな貴様自身を笑ってやるために」

　アイギールは憤いきどおりを押し殺しながら、下した唇くちびるを強く嚙かむ。

「貴様は言った。我に己の存在を認めさせると。すべてを清算して、存分にヒビキを取り合おうと。あれは口から出まかせだったのか？　なんの根こん拠きよもない、ただの虚きよ言げんでしかなかったということか？」

『…………』

　アニスは黙もくしたまま動かず、答えない。

　耐たえかねたように、アイギールはカッと目を見開いた。

「我に喧けん嘩かを売り、必ず勝つとまで嘯うそぶいてみせた結果が……このザマかッ？」

　声を荒あらげるアイギールにも、やはりアニスは答えなかった。

　その間にも、彼女の全身の傷は禍まが々まがしい《魔ダ力ス光ク》に包まれ、驚きよう異い的な速度で再生していく。膝ひざをついていたシュラークも、見かねたように立ち上がった。

「アイギール、これ以上は」

「……わかっておる。言いたいことは、言ってやった」

　沈しずんだ声で言うと、アイギールはタンッと地面を蹴けって浮遊した。

「終わらせろ、剣けん聖せい。七年も前から続く遺い恨こん、そのすべてに終しゆう止し符ふを打て」

「御み心こころのままに」

　シュラークが前に進み出ると、地表から氷の剣が飛ぶ。それをキャッチして、アニスへと歩み寄って行った。

　紺こん碧ぺきの刀身を閃ひらめかせ、命を絶つ一いち撃げきを振ふり下ろす。




　────ガキィンッ！




「……!?」

『────グルアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　その間かん隙げきに割り込むように、業ごう火かを内包した氷の獣けものが、剣を振るうシュラークの腕うでに真横から飛びかかってきた。

　腕を食い千切られてもおかしくはないタイミングだったが、シュラークは即そく座ざに矛先を転じて突撃してきた対象を斬り伏せる。

　顎あごを裂さかれ、牙きばを折られた獣は、手負いの状態ながらも背後に跳とんでアニスに覆いかぶさるようになった。まるで彼女を守るように。

　っと、獣の背の上で人ひと影かげが一つ動いた。

　背から飛び降りたその影は、足元にいたアニスを抱だき上げる。

「あなたは、ミスクレシアの……」

「ミルドレッド。ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアです」

　アニスを抱き寄せながら、ミルドは名乗った。

　自分を阻はばんだ少女を、シュラークは忌々しげに睨にらみつける。

「その化け物から離はなれなさい。危険です」

「いいえ。その指示には従えません。この子には、まだ意識が残されています。助けられる方法も、なにかあるはず」

　断固として答えるミルドの腕の中で、アニスがわずかに身じろぎをした。

　声に反応したかのように、不気味な仮面に覆われた顔を上げる。

『アウ……アア……？』

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから。あなたはあたしたちが必ず守ってみせる」

「命令です。離れなさい、ミスクレシア嬢じよう。その化け物はすぐに完全再生を果たします。そうなればあなたとて無事では────」

「させません。あたしが……いえ、彼が。そんなことには絶対にさせない」

「……言葉で言ってもわかりませんか」

「っ！　その娘を傷つけることはならん、シュラーク！」

　アイギールが叫さけぶも、シュラークは止まらない。身を低くして、矢のように駆かけた。構えて呻うなる氷の獣ごと、二人の少女を真っ二つに斬きり裂く。

　……が、その直前。

　獣の体を飛び越こえ、上空から黒い影が降ってくる。

　影は振るわれたシュラークの剣を受け止め、火花を迸ほとばしらせながら切り結んだ。

「……貴様……ッ」

「────ひでぇ顔面してやがるな、クソデコ？　いつものクールさが台無しだ」

　不敵に笑ったヒビキは、右手の聖剣でシュラークを受け止めつつ、左手に《魔ダ力ス光ク》を集束させる。

　腕を引き、射るような正せい拳けん突づき。

　同じように空いている手に《魔ダ力ス光ク》を込めて弾はじくシュラークだが、咄とつ嗟さな対処だったため威い力りよくを完全に殺しきることはできなかった。脇わき腹ばらにくらい、衝しよう撃げきで後ろに滑すべる。

「忌々しい……事前に排はい除じよする手は打っておいたはずですが」

「ああ。おかげで信じられない量の人間に追い回されて、酷ひどい目に遭あった。まあ、なんとか撒まいてきたけどな」

「そうですか。双ふた子ごはしくじった……と」

「部下を責めてやるなよ。敗因は、テメェの計けい算さん違ちがいだろ？」

　ヒビキはヘラヘラと笑って肩かたを竦すくめた。

「七年間、逃にげて隠かくれることはイヤってほど経験したからな。テメェの策略から抜ぬけ出せたのも、テメェが過去に散々俺を追い立ててくれたおかげってわけだ」

「……口の減らないクソガキですね。ますます殺したくなる」

「まあ、少し抑おさえろよ。今はテメェの相手をしてる暇ひまはねえんだ。片付いたら好きなだけぶっ飛ばしてやるから、そこで指でも咥くわえて見てろ」

　皮肉っぽく言ったヒビキは、早々にシュラークに背を向ける。

　そして、アニスを抱いているミルドの隣となりで膝を折った。

「ヒビキ……！」

「状態は？　どんな感じだ」

「き、傷のほうは命に別状はなさそう……っていうか、再生してる。それよりも、体からあふれてくる《魔ダ力ス光ク》が────！」

「《晄こう核かく》の暴走、か。……ったく。『お前も戦え』とは言ったけどな。結局、こんな状態になってちゃ意味ねえだろ」

　文句をつぶやきながらも、ヒビキはボリボリと頭を搔かいた。

「でもな……こちとら、そんな不器用なお前の尻しり拭ぬぐいをしてやるのも覚かく悟ごの上だ」

　アニスの服の襟えりもとに手を掛かける。

　素す早ばやくボタンを外して、胸むな元もとをはだけさせた。

「ちょ、ヒビキ!?」

「騒さわぐな。状態を確かく認にんするだけだ」

　顔を真っ赤にして騒ぐミルドも、すぐにハッとして息を吞のんだ。

　アニスのはだけた胸元から、煌こう々こうと光を放つ鉱石があらわになる。

「《晄核》……前に見たときとは全然違う。やっぱり、覚かく醒せいしたのッ？」

「まだ完全じゃねえよ。呼び戻もどせる可能性は充じゆう分ぶんにある」

　ヒビキは右手をかざすと、そこに自身の《魔ダ力ス光ク》を集束させた。

　ミルドは不安そうに眉まゆ尻じりを垂れる。

「なにをするつもり？」

「俺の《魔ダ力ス光ク》を、こいつの《魔ダ力ス光ク》にぶつけて体から弾き出す。女め神がみやその代行者である《聖機士オーデイン》でもない限り、《晄核》そのものの浄じよう化かは不可能だ。だが、そっからあふれ出る一時的な毒素くらいはなんとか取り除いてやれる」

　ヒビキは静かにそう言って、改めてミルドを見る。

「だが、穢けがれた《魔ダ力ス光ク》を追い出せたとしても、《晄核》って蛇じや口ぐちが開きっぱなしになってちゃ意味ねえ。それを締しめ直さない限りはな」

「……どういうこと？」

「簡単に言えば、アニスの意思の問題だ。おそらくこいつは今、精神状態が崩くずれて、《晄核》のまともな制せい御ぎよさえままならなくなってる。原因は十中八九、あのクソデコになにか言われたからだろうが……まずはそいつをどうにかしなきゃならん」

「どうにかって。どうすればいいの？」

「《魔ダ力ス光ク》を介かいして、こいつの精神に干かん渉しようする。体内から穢れた《魔ダ力ス光ク》を弾き出す作業と並行してな」

　疲つかれを振り払はらうように首を振ってから、ヒビキは真しん剣けんな眼まな差ざしをミルドに向けた。

「当然、その間はまったくの無防備になる。だから、無理を承知で頼たのみたい。俺がアニスを呼び戻す間────シュラークの手から、俺たちを守ってくれ」

　ミルドは大きく目を見開いた。……シュラークの手から守る。それはすなわち、かつての剣聖相手に時じ間かん稼かせぎをしろということだ。

　普ふ通つうに考えれば、正規の剣機士スレイプニールにさえ手に余る重責。

　ましてや学生のミルドに務まるわけもない。

　昔のミルドであれば、間を置かずに断っていただろう。そもそも、剣聖に刃やいばを向けるという時点で怖おじ気けづいていたはずだ。

　だが────それでも彼女は、ヒビキの想おもいに応こたえるように頷うなずいた。

「長くはもたないわ。さっさとアニスちゃんを連れて戻ってきなさいよ？」

「ああ。俺の命、お前に預けるぜミルド」

「……まったく。こういうときだけは調子がいいんだから」

　ミルドは腰こしを上げながら、アニスの体をヒビキに預けた。

　虹こう霓げいの双そう剣けんに《魔ダ力ス光ク》を込こめると、彼らを包むように氷の壁かべを張り、その上からさらに炎ほのおの壁を重ねがけして、堅けん牢ろうな結界を作り上げる。

　ヒビキはその背中に礼を言いつつ、右手に集つどった《魔ダ力ス光ク》をアニスの胸元に押し付けた。互たがいの《魔ダ力ス光ク》が反発し、共鳴しながら、バチバチと雷らい撃げきを迸らせる。

「愚おろかな。させると思いますか？」

　その様子を眺ながめるシュラークが、右手をクイッと持ち上げた。

　結界の中の二人を守るように双剣を構えるミルドの周囲で、視認すらできない極小の《魔ダ力ス光ク》が舞まい始める。

「その娘むすめには手を出すなと言っている！　我の命令が聞けぬのか!?」

　直後、張り裂けんばかりのアイギールの怒ど号ごうが、それを阻んだ。

　手を止めたシュラークは、少し苛いら立だったように彼女を振り返る。

「しかし、あの女は《邪神シエイド》を庇かばう逆ぎやく賊ぞくです。殺してしまっても問題はないはず」

「ならん！　都市のため、《邪神シエイド》の子を殺すことは必然と認める。だが……ミルドレッド＝エルト＝ミスクレシアはニミルの妹であり、都市を守る意思を持った聖剣使いなのだ。それを斬り伏ふせるということは、我を信しん奉ぽうする人々に刃を向けるのと同義！　傷つけることなく、無力化してみせよ！」

「……承知いたしました」

　不満をかみ殺しながらも、シュラークは手に持った氷の剣を構える。

　……粒りゆう子しの刃で結界を攻こう撃げきすることもできるが、期待はできない。この能力は術者そのものを完全に無力化し、封ふう殺さつするのを旨むねとしたものだ。術者への攻撃を禁じられては、直接剣を交えて無力化するしかない。

「……まあ問題はないでしょう。ものの数秒もあれば終わることです」

「どうでしょう？　お手合わせを願います、アグネヴァリア代表」

　その言葉を皮切りに、ミルドの脇わきに立つ炎えん氷ひようの獣けものが猛たけ々だけしく咆ほう哮こうする。

「二人を守るため、かつての英えい雄ゆうに牙きばを剝むきなさい、オルトロス！」

「姉に似て、気に食わない目をした女ですね。その目に宿った意思、すぐにでも後こう悔かいの色に変えて差し上げます」

　ミルドとシュラークは一いつ斉せいに前へと踏ふみ込んだ。

　交わる剣けん戟げき。それを耳にしながら、ヒビキはさらにアニスへ流し込む《魔ダ力ス光ク》の出力を高める。

　やがてあふれだした光に溶とけ込むように、ヒビキの意識は現実から遠のいた。




　　　　○　　　　●　　　　○




　落ちる、落ちる、落ちる。

　────堕おちる。

　沈しずんだ意識はどこまでも深い闇やみに堕ちて、やがて冷たい地面にたどり着いた。

　ヒビキはバランスを取って着地しつつ、周囲を見み渡わたす。

　どこを見ても黒い霧きりが一面に立ち込めており、他ほかには何もない。

　薄うす気き味み悪わるく、どこか哀あい愁しゆうを感じさせるような空間だった。

「……干渉は成功か？」

　よくわからない。《魔ダ力ス光ク》を介して他者の精神にアクセスするなど、今まで試ためしたこともなかった。

「この間、アイギールがアニスの意識を取り込んでたところからヒントを得たんだけどな……。見様見真ま似ねはやっぱマズかったか」

　失敗してはいけない逼ひつ迫ぱくした状じよう況きよう。しかし、ヒビキは口調とは裏腹に後悔をしていなかった。あの状況でアニスを救うには、もうこれ以外に方法はない。

　それに……失敗したと決めつけるにはまだ早いだろう。

「おーい、アニス。お前の大好きなお兄さまが会いに来てやったぞー」

　緊きん張ちよう感かんのない声をあげながら、ヒビキは闇やみ雲くもに歩き始める。

　声は木霊こだまして、黒い霧に包まれた空間に拡ひろがっていく。

　そのとき、空間の中心あたりから破は裂れつするように突とつ風ぷうが巻き起こった。

　滞たい留りゆうしていた霧が一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばされる。

「うおっ」

　ヒビキは腕うでで顔を庇いながら少し後ずさる。

　そして、景色は一変した。

「……ここは？　それに、これは────子供の笑い声？」

　樹木が生おい茂しげる湖こ畔はんの景色。

　広く透すき通った湖を見渡せる位置、木々の隙すき間まに隠れるようにして、ひっそりと木造の家屋が建っていた。

　澄すみ渡った空からは、何重にもなって幼い子供の笑い声が降ってきている。

　……この場所には、見覚えがあった。

「アレンの家。俺たちの……かつての居場所」

　ポツリとヒビキがつぶやいた直後。

　小さな影かげが二つ、ヒビキの前を横切った。

　今まで気配など感じなく、まるで虚こ空くうから湧わいたように、二人の子供が笑いながら追いかけっこをしている。

　二人とも黒くろ髪かみ、十歳くらいの男女。

　ヒビキはその場にたたずみながら、訝いぶかしげに目を細める。

「アニスと。……昔の俺？」

　そこにあったのは、過去の自分と、妹の姿。

　虚きよは突つかれたが、驚おどろきはなかった。この空間は、いわばアニスの精神世界みたいなものだろう。幼い頃ころの自分たちが記き憶おくとして登場してもおかしくはない。

「……しっかし。なんだ、あの気色悪く笑うガキは？　俺はアニスとあんなキャッハウフフな感じで追いかけっこをした覚えなんてねえぞ」

　場ば違ちがいとはわかりつつも、ヒビキは半眼でつっこむ。

　妹の中で自分があんな感じに美化されているのかと思うと、悪い意味で鳥とり肌はだが立つ。

「いい加減にしろ、アニス。こんなもんを俺に見せてどうする？」

　目の前の過去の姿ではなく、空間全体に向かって呼びかける。

　この景色は、ヒビキが立ち入ったことで展開されたものだ。ならば、アニスの中でそれなりの意味があるのだと考えられる。

　また何かの反応がないかとヒビキがキョロキョロしていると、不意に追いかけっこをしていた幼いほうのヒビキが足を止めた。

　先を走る幼いアニスはそのことに気づいた様子がない。無む邪じや気きに笑い、相手がついてきているとなんの疑いも抱いだかずに、一人で遊びを続ける。

　その小さな背中に向けて、

『────アレンとの、約束だから』

「……っ！」

　今よりもずっと幼い自分の声。

　冷たい目で、一線を引いて傍ぼう観かんするように、自分でない自分がそう口にした。

『あいつを守るって、アレンの前で誓ちかったから。絶対に守らなきゃいけない』

　目を瞠みはるヒビキの前で、少年は膝ひざを抱くようにしてうずくまった。

『守らなきゃ。俺自身がどんなに傷ついても、痛くても、たとえ死んだとしても。アレンのために、約束のために。守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ────────』

　身を震ふるわせながら、自分を縛しばるための呪じゆ詛そのようにひたすら繰くり返す。

　ヒビキは黙だまって、しばらくその光景を眺めていた。

　すると、追いかけっこをしていた幼いアニスが、いつの間にか幼いヒビキの傍そばに来ていた。膝を折りながら、震える少年に向けて首を振ふる。

『────もう、いいよ』

　にわかに涙なみだぐんだ声で、喉のどから絞しぼり出すように彼女は告げる。

『無理しなくていいよ、兄さん。わたしは兄さんが大好きだから。パパがいなくなって、もう自分には何も意味がないと思っていたわたしに、不器用な優やさしさをくれた。温かい場所と、温かい友達をくれた』

「……アニス」

『だから、充じゆう分ぶんなの。わたしは幸せだった。天国のパパにも、笑え顔がおできっと報告できる。誰だれも兄さんを責めないよ？　パパもわたしも、兄さんの家族だもん』

　幼い彼女は、いつの間にかこちらを向いていた。

　白い頰ほおに涙が伝う。それでも、彼女は必死に笑顔を取り繕つくろってみせた。

『ねえ。ここでお別れしよ、兄さん？』

「…………」

『わたしはこれ以上、兄さんの重荷になるのがイヤ。兄さんの枷かせになってしまう自分が、世界で一番キライ。わたしが存在することで、パパとの約束が兄さんを縛り続けるなら。このまま消えたい。消えて、いなくなりたい』

　ヒビキはゆっくりと彼女に歩み寄った。

　見上げてくる瞳ひとみが、心から懇こん願がんするように、

『お願い。わたしを、斬きってください、兄さん』

「…………」

　それが、彼女の口にした願い。

　かつての大切な人に守ると誓い、自分の戦う理由となった少女の本音。

　結局は……自分の独りよがりなのだと、暗にそう言われているような気持ちだった。本当は消えたいと願う少女の想おもいを無視して、自分のたった一つの意味である約束を果たし続けるために、剣を振るう。そんな自分に、少女は『もういい』と告げたのだ。

　世界にあだなし戦う自分を、その責務から解放してやるように。

「……それが。本当にお前の望んでいることか？」

「はい。悲しいことも、楽しいことも、全部ひっくるめてのわたしの望みです」

「そうか。わかった」

　幼いアニスは、いつの間にか今の成長したアニスの姿に戻もどっていた。

　ヒビキは聖せい剣けんの柄つかを握にぎる。驚くことに、すんなりと鞘さやから抜ぬけた。たぶん、ここが現実でないことに関係しているのだろう。

　手に馴な染じまない抜ぬき身みの刃やいばをかざし、アニスを今一度見下ろす。

　彼女はもう何も語らず、穏おだやかな表情でそっと目を閉じた。

「……あばよ」




　────ヒュッ。




　軽かろやかに振り下ろされる一いつ閃せん。

　柄にまで肉を裂さいた感覚が確かに伝わり、鮮せん血けつが飛ぶ。

　彼女は、顔面を苦痛に歪ゆがませ絶ぜつ叫きようした。

『アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア────ッ!!』

　彼女は────彼女の心が生み出した、幻げん影えいの幼いヒビキは。

「ッ……。兄さん!?」

　アニスは目を見開いて驚く。

　自分自身を斬り裂き、返り血を浴びながら、ヒビキは抜き身の聖剣を鞘に納めた。

「いいことを教えてやるよ、アニス。……俺は、お前がこの世界で自由に生きるのを邪じや魔まする一いつ切さい合がつ財さいをぶった斬る。たとえそれが────アレンとの約束を大切に胸に抱く、過去の俺自身であったとしてもな」

　ヒビキは肩かたを竦すくめると、アニスに手を差し伸のべる。

「すべてをひっくるめての、わたしの願いだぁ？　……はッ、ンなもん知ったことかよ。なにを悲観ぶって、終わった気になってんだ、お前は」

「う、噓うそじゃありません！　それがわたしの願いです！　わたしは幸せだった！　兄さんのおかげで、ミルドさんたちのおかげで、たくさんの温かいものをもらった！　もう、本当の本当に充分なんです……！」

「その考え方がまずアホアホだな。温かいものをもらっただと？　……そんなん、頼たのまれても与あたえてやるか。全部、お前自身の手で摑つかみ取ったもんだろうが」

「…………っ」

　アニスは言葉を詰つまらせたように、ヒビキを見る。

　ヒビキはいつもの腑ふ抜ぬけたヘラヘラ笑いで返してやった。

「全部もらった、満足だ。……とか、勝手に納なつ得とくして、簡単に消えていけると思うなよ？　俺は誰に囚とらわれるでもない、俺の意思にだけ従って戦う。アレンの約束なんて関係ねえ。ミルドたちだって、きっと同じだろ？」

「わたしは……わたしは……！」

「戻って来い、アニス。たとえ、お前の願いが世界から消えることだったとしても。『お前を守りたい』と思わせた俺たち全員を納得させて、了りよう承しようをもらってからにしろ。そうでもしなきゃ、勝手な行動は許さん」

　アニスは涙にぬれた目で、差し出された手を恐おそる恐おそると見やる。

　ヒビキが力強く頷うなずいてやると、彼女は少し笑った。

　未いまだに不恰好な泣き笑いではあるけれど、それまでの辛つらさを必死に隠かくそうとする表情ではなく、自然に出た笑顔で。

「兄さんは人の心に踏ふみ込んできてまで、相変わらず言うことが滅め茶ちや苦く茶ちやです」

「当然だ。俺のどうしようもない性格は、妹のお前が一番よく知ってるだろ？」

　伸ばされたアニスの手が、ヒビキの手を摑んだ。

　ヒビキはそれを離はなすまいと握り返し、思いっきり引きあげてやる。

　二人にとっての思い出の景観が光にあふれ、そのまま吞のまれるようにして搔かき消えた────。




　　　　○　　　　●　　　　○




　稲いな妻ずまのような鋭するどい一ひと太た刀ちが、風切り音を立てて大気を一閃する。

　獣けものの厚い氷の表皮を砕くだき、内包する業ごう火かまでを引き裂く。炎えん氷ひようの獣は弱々しい咆ほう哮こうを上げながら地面に崩くずれ落ち、光の粒りゆう子しとなって消えた。

「オルトロス……！」

「意識が逸それていますよ？　斬ってくれと言っているようなものだ」

「……くッ！」

　オルトロスを切り伏ふせてから間かん髪はつを入れず、シュラークはミルドに肉にく迫はくする。

　ミルドは左右の双そう剣けんにそれぞれ炎ほのおと氷の刃をコーティングして、垂直に振るった。が、軽く横よこ薙なぎに振ふるわれたシュラークの剣に、簡単に弾はじかれてしまう。

「筋はよい。しかし、粗あらすぎます」

「言われなくとも、皮肉屋の友人に散々指し摘てきされています！」

　氷を纏まとった聖剣を、ミルドは地面に突き刺さす。

　冷気が発生し、向かってくるシュラークの足元を凍こおらせた。

「浅せん慮りよ。同系統の能力ならば、出力が勝まさる側に軍配があがるのは道理」

　瞬しゆん間かん、シュラークの全身からミルドとは比べ物にならない圧あつ倒とう的な冷気が放たれた。

　広がる冷気は大地を浸しん食しよくし、逆を辿たどるようにして、地面に突き刺さったミルドの氷の聖剣をバキバキと根元から凍り付かせる。

　その速度、その出力たるや、とても力で押し返せるものではない。

　ミルドは舌打ちしつつ、即そく座ざに氷の聖剣を放ほう棄きした。柄から手を離し、シュラークの冷気の浸食から逃のがれるように後ろへ跳とぶ。

　コンマ一秒とせず、氷の聖剣が完全に凍り付く。

　……少しでも判断が遅おくれれば、危なかった。

　しかし、ミルドに息を吐つく暇ひまさえも与えず、シュラークが背後に回り込む。

「また意識が逸れていますね」

　振るわれる、氷の剣の刺し突とつ。

　ミルドは振り向きざまに炎の聖剣を一閃。体の回転の勢いを利用して、シュラークの刺突を打ち払はらう────ことができない。

「きゃあっ!?」

　逆に弾き飛ばされた。

　凍り付いた地面を転がりながら、なんとか体勢を立て直す。

　だが、視線を上げたときには、すでに眼前にシュラークが立っていた。

「《灼天の炎竜トワイライト・サラマンドラ》！　最大放射リミツト・ブラストッ!!」

　ありったけの《魔ダ力ス光ク》を炎の聖剣に込こめて、ミルドは渾こん身しんの一いち撃げきを放った。

　小ぶりな双剣は、炎のコーティングによって業火の大剣と相成り、酸素を焼き尽つくしながらシュラークに振るわれる。対するシュラークは、ほぼ直立の状態で構えも取らず、つまらなそうに軽い一撃を返した。

　バキィッ！

　業火そのものが、一いつ瞬しゆんのうちに凍り付く。

　シュラークの冷気はミルドの炎の聖剣さえも浸食し、完全に無力化してしまった。得物を失ったミルドはそれでも抵てい抗こうを試みようと構えるが、彼女の腹にシュラークの素す早ばやい蹴けりが叩たたき込まれる。

「がはッ……！」

　強きよう烈れつな一撃に、呼吸が止まり、意識が飛びかける。

　うずくまってえずくミルドに、シュラークはどこまでも冷たい目を向けながら、腕うで時計で時間を確かく認にんしていた。

「ふむ……約一分二十秒。よくぞここまで戦ったと、褒ほめておきましょう」

　圧倒的すぎた。

　聖剣の限定的な解放しか許されず、その限定的な力をも制限されて尚なお、全力で戦うミルドを余よ裕ゆうで無力化する。しかも、傷つけないように明らかな手加減までして。

（これが五剣聖……お姉ちゃんと同じ、かつて世界を救った英えい雄ゆう……！）

　今の自分には遠すぎた。わずかな時間の足止めすらままならないほどに。

「悲観することはありません。あなたはまだまだこれからです。世界のために無心で己おのれを鍛きたえ、正しい道を選べばの話ですが。あの反逆者どもを無理に庇かばうのはもうやめなさい。素質はあっても、姉と同じ道を辿ることになりますよ？」

「げほッ……ご、忠告は……ありがたいですけど。望むところです」

「そうですか。ならば好きに腐くさるといい。私には関係のないことですから」

　早々に興味を失ったように、シュラークはミルドから背を向ける。

　ミルドが張った氷と炎の結界は、未だに形を留とどめていた。聖剣を失い、ボロボロになっても保っているのは、もはや執しゆう念ねんだろう。その部分には、シュラークも感服する。

　それでも、かなり弱っているには違ちがいなかった。

「これならば、私の力で中身もろとも八やつ裂ざきにできそうですね」

　告げたシュラークが腕を振るうと、結界の周囲に《魔ダ力ス光ク》が集つどった。

　微び細さいな氷ひよう刃じんが空気中に展開し、殺さつ到とうしながらミルドの結界を切り刻み始める。

「うッ……くぅ……!!」

「まだ粘ねばりますか。しつこいのは感心しませんね」

「やめ……て！　ヒビキも、アニスちゃんも、何も悪いことはしてないじゃないですかッ！　なんで、そんな二人を……！」

「簡単な答えです。あの少女は世界にとっての害悪でしかない。それを駆く除じよするのは、害虫を潰つぶすに同じ。子供にだってわかる道理でしょう？」

「違いますッ。確かに、アニスちゃんは普ふ通つうとは違うかもしれない。それでも、そんな運命に抗あらがおうと戦っています！　あなたたちは、その想おもいすら摘つみ取ってしまうの!?」

　ミルドはよろよろと上半身を起こす。

　その瞳ひとみが、離れた場所で黙だまって事を傍ぼう観かんしているアイギールに向けられた。

「あなたは……女め神がみさまも、同じなんですかッ？　あの二人の姿を見ても、なにも感じず、ただ世界のためだって切り捨てるんですか!?」

「……それが。我の役目だ。人々を守る、神としてのな」

「そうじゃない！　あなたはそう言い訳して、考えるのを放棄しています！」

　ミルドの叫さけびに、アイギールは思わず目を剝むいた。

　シュラークが渋じゆう面めんを作り、すかさず二人の間に立ちはだかる。

「無礼ですよ、ミスクレシア嬢じよう。口を慎つつしみなさい」

「お願いです！　逃にげないでください、女神さま！　あたしはあなたを信しん奉ぽうし、あなたの剣であることを誇ほこりに思います。でも……あたしたち人間のためっていう言い訳を作って、自分の本当の想いを諦あきらめるのだけはダメです！　あの二人は真剣に戦っている。だから、あなたもあの二人と真剣に向き合って！」

「────黙れと言っているッ！」

　シュラークが氷の剣を振るうと、冷気が吹ふき上げてミルドの体を弾き飛ばした。

「シュ、シュラーク！」

「外傷は与えていません。……それよりも、アイギール。今の娘むすめの言葉、本気にしたわけではないでしょう？」

「…………」

　アイギールは口を噤つぐみ、俯うつむく。

「……アイギール。我らが女神よ」

「わ、わかっておる。アニス＝デルヴェイドの《晄こう核かく》が暴走を続ける限り、今さら決断を覆くつがえそうとは思わん。ただ────」

　何かを言いかけたアイギールの口が止まった。

　シュラークは怪け訝げんに思って眉まゆをひそめる。

「いかがなさいましたか？」

「これは……《魔ダ力ス光ク》を介かいして何者かが我の聖剣管理システムに侵しん入にゆうを……あ、ありえん！　なんだこの速度は!?　現状のセキュリティレベルではとても防ぎきれぬ……！」

「アイギール。詳くわしい事情の説明を」

　態度は冷静でも、シュラークの口調もわずかな焦あせりを含ふくんでいた。

　それだけ、今のアイギールの様子はただ事ではない。

　……予感がする。

　忌いま々いましく、反へ吐どの出る、確かな予感が。

「シュラーク！　奴やつらを見ろ！　ヒビキ＝デルヴェイドとアニス＝デルヴェイドを!!」




　────ゴゥッッッ！！！




　景色が、割れた。

　刹せつ那なのうちに奔はしった一いつ閃せん。

　地平線にまで届き、遥はるか彼方かなたに見える山脈をも引き裂さいた斬ざん撃げきを、シュラークでさえ見切ることはできなかった。

　ただただ立ち尽つくし、頭上を通過した恐おそるべき脅きよう威いに瞠どう目もくする。

「────今のは七年ぶりの挨あい拶さつ。次は、そのムカつくデコに叩きこむぜ？」

　腑ふ抜ぬけた少年の声が、奥から響ひびく。

　シュラークは視線を動かし、斬撃の出どころであるその方角を見やった。

　ミルドが張った結界はすでに崩れ、そこに二人の少年と少女の姿がある。

　驚おどろくべきことに、少女のほうは完全な人間の姿へと戻もどっていた。それどころか、彼女は自分の周囲にホログラムのようなウインドを無数に展開させている。

「兄さん。女神の聖剣管理システムへのアクセス、完かん了りようしました。あちらがセキュリティに本ほん腰ごしを入れるまでデータの引き出し作業を続行しますが……おそらく、あと三発分ほどが限度かと」

「おう。女神の管理システムから三発も引きだせりゃ上出来だ」

　無数のウインドに目を走らせ、同じくホログラムのように展開した手元のキーボードを尋じん常じようじゃない指のスピードでタイプするアニス。

　その異様な様に、アイギールは大きく目を見開いていた。

「バ、バカなッ。《晄核》から漏もれだす《魔ダ力ス光ク》を制せい御ぎよし、自分の能力に昇しよう華かさせたというのか!?　神機聖剣エクスカリスもなしに!?」

「そこまで大層なものではありませんよ、アイギール。……元々、わたしの《晄核》と《魔ダ力ス光ク》は浄じよう化かのなされていない穢けがれたものです。たとえ神機聖剣エクスカリスであろうと、完かん璧ぺきに制御できるものでもない」

　アニスは手を止めると、生意気にほくそ笑えんでみせた。

「でも……わたしにだって抗うことくらいはできるから。上から抑おさえつけてやるついでに、その一いつ端たんをちょちょいと借り受けて、自分が得意な分野に利用してやっただけのことです。わたし好みの機械的なフォルムを有していないのが残念ですが……これはこれで中々の使い心地ごこちですよ？　女神のあなたに、吠ほえ面づらかかせてあげられる程度には」

「人の意識を保ったまま、《邪神シエイド》の力を利用するか……！」

「ええ。わたしならではの発想でしょう？」

　女神と邪神シエイド。

　真逆の力を有した二人の少女は、真っ向から睨にらみ合う。

「わたしは戦います。たとえ自分の中の忌いまわしい力に苛さいなまれようと、それを逆に利用してやる。言い訳を並べて逃げるばかりのあなたとは違うのですよ」

「……調子に乗るなアホ。さっきまで思いっきり負けそうになってたくせに」

　隣となりのヒビキが半眼でつっこむと、アニスはふくれっ面になって「それを今、言いますか？」と不服そうにつぶやいた。

　ヒビキはヘラヘラと笑い返し、自身の聖せい剣けんの柄つかに手を掛かけた。

　彼の聖剣は先ほどの形から変化していた。派手な変質こそないものの、刀身はより細身に、両りよう刃ばは片刃に。刀と呼ばれる形状の武具である。
















　腰を落とし、ゆっくりと構えを取る彼が射い貫ぬくのは、対たい峙じする燕えん尾び服ふくの青年。

　シュラーク＝アグネヴァリアは、目を細めてヒビキを睨み据すえていた。

「七年ぶりですか……その聖剣を目にするのは」

「あ？　なんだ、久しぶりすぎてビビっちまったか？」

「冗じよう談だんは顔だけにしていただきたい。……しかし、そうですね。先ほどの挨拶は中々に気の利きいたものでした。平和ボケした心身に染しみ入るようでしたよ」

　シュラークが告げると同時、背後のアイギールが柏かしわ手でを打った。

　彼女の周囲に、アニスと同様のホログラムウインドが展開。アニス顔負けのタイピング速度で、ボードの操作を実行し始める。

「シュラーク。我はこれより、ヒビキの聖剣の再封ふう印いん作業に移る」

「了解いたしました。私は引き続き、奴らの直接排はい除じよを」

「…………」

　アイギールは一いつ瞬しゆんだけ悩なやむ素そ振ぶりを見せたが、その想いを振ふり払はらうようにブルブルと首を振った。何も語ることなく、セキュリティの強化作業に専念する。

　それを見届けたシュラークは構えを取った。ミルドと対峙していたときとはまるで異なる本物の殺気を放って、目の前の獲え物ものを射貫く。

「先ほどの挨拶の礼です。殺してあげましょう、剣聖ヒビキ＝デルヴェイド」

「こいよ。遊んでやるぜ、クソデコ」

　ヒビキは凶きよう暴ぼうな笑みを漏らして、その殺気に悠ゆう々ゆうと応じた。
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　蓄ちく積せきした疲ひ労ろうで意識を朦もう朧ろうとさせながら、ミルドは辛かろうじて顔だけを上げた。

　能力を酷こく使しした影えい響きようでもうまともに動くことすらままならないが、自分を守るようにして前に立った二人の兄妹きようだいの姿は確かく認にんできた。

　情けなさと、同時に安あん堵どが押し寄せてきて、思わず涙なみだがでそうになる。

「ごめん……届かなかった」

　決死の覚かく悟ごで剣を取った。それでも届かない。剣聖、聖機士オーデイン、世界。自分にとっては遠すぎるものだと再認識させられてしまった。

　ふと、その声に反応した二人が振り返る。

「あ？　なに謝ってんだ。お前がいなきゃ、俺たち今ごろ死んでたぞ」

「本当です。女子一人に危険なデコの処理を任せて、自分は妹の精神を冒おかす作業に没ぼつ頭とうするとは……。兄さんのケダモノ」

「よし、ぶん殴なぐっていいか？　可愛かわいくてクソ生意気な我が妹よ」

「いいんですか？　わたしの邪じや魔まをすれば、すぐに女神のセキュリティプログラムが作動して、あっという間に聖剣に再封印がなされてしまいますよ？　そうなれば、あのデコにボコボコにされますね。兄さんの基本スペックはミルドさんより遥かに低いですから」

「テメェ……誰だれのせいだと思ってる」

「ええ。もちろん、わたしのせいですが？」

「ドヤ顔で開き直るなッ。チッ、優やさしくするとすぐに調子に乗りやがる……」

「ぷふっ……あはははは……」

　やかましく言い争いをする兄妹を見て、ミルドは笑ってしまった。

　一時は完全に壊こわれてしまった日常。それが、戻ってきた。

　ヒビキもアニスも口くち喧げん嘩かをやめて、不敵に笑いながら前に向き直る。

「つーわけで大人しく寝ねてろ。お前の代わりに、あのデコをぶっ飛ばしておいてやる」

「ええ、百倍返しです。わたしの大事な友人を傷つけた罪は重いですよ」

「…………うん。じゃあ、二人に任せるわ。だから────」

　ミルドは大きく息を吸い込むと、残る力の精せい一いつ杯ぱいを込こめて、

「剣聖なんかに、世界なんかに、負けないで!!」

「「当然！」」

　アニスが手元のホログラムボードをタイプする速度をさらに速め、ヒビキは弾だん丸がんを思わせる人離ばなれした加速で一直線に飛び出す。

　アイギールを守るように立ちはだかったシュラークが、手に持った氷の剣の刀身に強大な《魔ダ力ス光ク》の波動を渦うず巻まかせる。

「引き裂け、《宙を統べる氷星デユランダル》」

　軽かろやかに刺し突とつを繰くり出すと、滞たい留りゆうしていた《魔ダ力ス光ク》が全体に拡散するようにして飛ぶ。微び細さいな氷ひよう刃じんがばら撒まかれ、荒あれ狂くるう吹雪ふぶきのように向かってくるヒビキに殺さつ到とうした。

　ヒビキは急ブレーキを掛けて凍とう結けつした地面を滑すべりつつ、腰を落として居合の構え。

　目を細めて、狙ねらう対象を定めると────一気に抜き放った。

「……神剣晄装展開アクテイヴエイシヨン。《叢ムラ雲クモ》!!」

　刹那のうちに、すべては完かん遂すいする。シュラークが認識したときには、すでにヒビキは刀を鞘さやに納め、残心と呼ばれる所作を取っていた。

　……刃さえも視認できない神速の概がい念ねん切断。

　シュラークの空間ごと剣と化す聖剣と異なり、その能力は限定的で単発的。しかし、一度抜かれたならば、その刃は音もなく世界を両断する。

　防ぐ手段はない。……終わった。

　終わった────はずであった。




　バキバキバキバキッ!!




　瞬間的に、空間が歪ゆがむ。

　紺こん碧ぺきの粒りゆう子しが一点に集中し、氷の破は片へんを撒き散らしながら、ヒビキの放った神速の斬撃を包むようにして吞のみ込んだ。

　シュラークを狙った斬撃は、シュラークが展開した無数の氷刃────彼が支配する一個の世界とも呼べる力と相そう殺さいされる形で、その脅威を途と中ちゆうで失った。

「……っ」

「なにを驚いているのですか？　あなたごときの一撃、防ぐことなど造作もない」

　納刀した直後の姿勢のヒビキに、シュラークが急接近。

　居合術は構えと溜ためが必要なぶん、連続の抜ばつ刀とうは不可能。仕方なくヒビキは後ろへ跳とぶ。が、それを許さずにシュラークが地面を力強く踏み抜いた。

　ゴウゥンッ！

　地鳴りと轟ごう音おんを上げて、凍結した地表から巨きよ大だいな氷柱つららが勢いよく突つきあがる。

　ヒビキは真下から弾はじき飛ばされる形で、高々と宙を舞まった。

「ぐッ……ンなろ……！」

「そのまま死になさい」

　衝しよう撃げきで意識を混こん濁だくさせるヒビキに追い打ちをかけるため、シュラークが氷柱を垂直に駆かけ上がる。氷柱の先せん端たんまでたどり着くと、そこを足場として蹴けり出し、空中のヒビキに斬きりかかった。

　ヒビキはフラフラとする頭を無理やりに覚かく醒せいさせて、滞空状態のまま身を捻ひねった。下から襲おそいくるシュラークに素す早ばやく向き直る。

「食くらっとけ……！」

　安定する足場はなくとも、落下の加速度を利用して構え、溜めからの抜刀。

　だがその前に、超ちようスピードの反応を示したシュラークが空中に氷ひよう塊かいを生み出す。即そく座ざにそれを蹴り、真横に跳んだ。

「っ!?」

　直後、ヒビキの居合が炸さく裂れつ。

　地面からせり出している巨大な氷柱ごと真下の景色を横一直線に両断する。

　しかし、対象は逃のがした。ギリギリで緊きん急きゆう回かい避ひに成功したシュラークは再び空気中に氷塊を作って、蹴り出しながら無防備なヒビキに肉にく迫はくした。

「いくら斬ざん撃げきが速かろうと、事前の挙動を見切れば避よけることも容た易やすい！」

「チッ！」

　シュラークは氷の剣を引き、溜めてからの鋭するどい刺突を繰り出す。

　ヒビキは首を傾かたむけて、紙かみ一ひと重えで顔面を狙うその一撃を躱かわした。だが、肩かた口ぐちを深々と引き裂さかれ、多量の血ち飛沫しぶきが舞う。

「兄さん！」「ヒビキ！」「……っ！」

　地上のアニスとミルドが悲鳴を上げ、アイギールが息を吞む。

　返り血を浴びながら剣を引いたシュラークは、次の一振りの挙動に入る。

　ヒビキはグッと奥歯を嚙かむ。……続けて躱し切ることはおそらく不可能。今の不安定な姿勢では、受けることも難しい。

　素早く思考を巡めぐらせたヒビキは……逆に構えるシュラークの前に迫せまり、剣けんを振り抜けない間合いまで接近した。

「なに……!?」

「────寝とけッ！」

「ッッッ!!」

　密着した状態から頭を引き、渾こん身しんの頭ず突つき。

　シュラークは額から血を噴ふき出して姿勢を崩くずす。

　衝撃で反対方向へと吹ふき飛び、二人は地面へと落下していった。

　ヒビキは肩から血を流しながら辛うじて着地。

　シュラークも裂けた額を押さえつつ地に膝ひざをつく。

「下等な野や蛮ばん人が……！　聖剣使いが頭突きなどと！」

　怨えん嗟さを吐はきながらも、シュラークは脳へのダメージで足元がふらついていた。

　絶好の好機に、ヒビキは傷口の痛みなど意に介かいさず走る。

「調子に……乗るなァッ!!」

　よろめくシュラークが激げつ昂こうし、地を揺ゆらす勢いで足を踏み鳴らす。

　次々と地面から巨大な氷柱がせり上がり、ヒビキの行く手を阻はばんだ。ヒビキは素早く蛇だ行こうしながらそれらを躱し、さらに接近。

　シュラークの眼前に飛び出す形で、居合の構えを取る。

「同じ手を────！」

　挙動を見切り、シュラークが回避の体勢を取る。

　だが────ヒビキは抜ぬかない。

「っ！」

「これでしまいだ、クソデコ!!」

　解放を許された、残りの一振り。

　己おのれのすべてをのせるようにして、神速の抜刀。

　タイミングを完全に外されたシュラークは、温存していた多量の《魔ダ力ス光ク》────微細な氷刃を即座に展開。相殺を試みる。

　しかし、間に合わない。

　斬撃を眼前で押し留とどめ、防ぐも、完全に相殺しきるには足りない。

　バキバキバキィッ!!

「……っ。断たち斬れえええええええええええッ!!」

　ヒビキの大だい喝かつと同時、斬撃が展開していた氷刃を吹き飛ばした。

　威い力りよくのほとんどを殺されつつも、斬撃はシュラークの胴どう体たいを引き裂き、一いつ閃せんする。

　腹部に走った傷から血が噴き出した。
















「ぐはぁ……ッ!!　私が……この、私が……！」

　シュラークの膝が折れる。

　意識が遠のき、瞳ひとみから徐じよ々じよに光が失われた。




「……私が……貴様ごとき罪人に後おくれを取るものかァ!!」




　刹せつ那な、彼の瞳に憎ぞう悪おの感情が激しく再燃する。

　相殺のために間に合わなかった残りの氷刃が飛び、抜刀した直後のヒビキの体を吞み込むようにして襲った。

「うッ……ぐあああああああああああッ!!」

　全身を引き裂かれ、ヒビキはくずおれる。

　その手から刀の形をした聖剣が滑すべり落ちて、カシャンッと乾かわいた音を立てた。

　刀は淡あわい光に包まれて、元の両りよう刃ばの形状に戻もどる。

　……アニスが聖剣管理システムから引きだした三発分を振ふり尽つくし、聖剣は本来の力を再び封ふうじられた。

　自身も満まん身しん創そう痍いでありながら、シュラークの口元に嗜し虐ぎやく的な笑えみが躍おどる。

　即座に凍結した地面から氷の大剣がせり上がってくる。それを引き抜いたシュラークは、傷だらけでうずくまるヒビキに突きつけた。

「残念ですよ、『無ゼ刃ロ』。私は限定的な能力の解放しか許されず、あなたには聖剣の回数制限が設けられていた。互いに全力を出し切ることなく、こうも味気ない幕引きを迎むかえることになろうとは」

「…………」

「しかし、これも女め神がみが定めた運命。……終わりにしましょう！」

　シュラークは大剣を振り下ろす。

「────ヒビキ！」

　ミルドの叫さけびが耳じ朶だを打つ。

　瞬間、ヒビキはカッと目を見開いた。

　取り落とした聖剣を拾い上げ、渾身の力を振り絞しぼり立ち上がる。

　そのまま前方に飛び出すようにして、シュラークの懐ふところに潜もぐり込んだ。

「っ……悪あがきを！」

　大剣のリーチでは小回りが利きかず、至し近きん距きよ離りまで接近したヒビキに対処ができない。

「だが、抜けない聖剣で何ができますかッ？　相あい討うちにしても私を殺し切ることはできない！　勢いだけで飛び出すとは浅せん慮りよも甚はなはだしいですよ、『無ゼ刃ロ』！」

　行く手を阻むように空気中に氷ひよう刃じんが舞まい、シュラークを守る。

　激しく動くほど肉体が引き裂かれる。それでもヒビキは構うことなく、姿勢を低くし、鞘さや入りの聖剣を構えた。

　全身をズタズタに裂かれ、血を流して尚なお────口元を不敵につり上げて。

「……っ!?　シュラーク、まだ終わっていないぞ！」

　そのとき、アイギールが目を剝むいて叫んだ。

　シュラークもすぐに異変に気づき、息を吞のむ。

　……構えるヒビキの後方。

　濃こい菫すみれ色いろの光こう輝きが、周囲一帯を包み込むようにあふれる。

　女神アイギールの浄じよう化かが成されていない《魔ダ力ス光ク》。本来は禍まが々まがしく、生命にとって毒にしかならないはずのソレは────今、その場にいる誰だれもが目を奪うばわれるほど美しく穢けがし難がたい光を放つ。

　周りにホログラムウインドを展開させ、たたずむ黒くろ髪かみの少女。

　シュラークの目に……一いつ瞬しゆん、女神の姿と重なって映る。

「《叢ムラ雲クモ》、データの引き出し完かん了りよう。受け取ってください、兄さん！」

　アニスが手元のボードをタンッと叩たたくと、彼女の体から放たれる菫色の光輝が一直線に飛んだ。ヒビキの握にぎる鞘入りの聖剣に直ちよく撃げきし、まばゆく輝かがやきながら包み込む。

　聖剣は再び、刀の形状を成した。

「バカな……アイギールの再封ふう印いんを防ぐだけでなく……逆にもう一発分を引き出して……!?」

「剣聖シュラーク。テメェの敗因はたった一つだ」

　ヒビキは腰こしを深く落とし、驚きよう愕がくする敵を見み据すえる。

「テメェはうちの妹をただの化け物と舐なめ腐くさった。その誤りを存分に後こう悔かいしながら────真っ二つにぶった斬れろッッッ！！！」

　刹那に振るわれる神速の太た刀ち。

　視し認にんさえ適かなわない一閃がその場の音さえも吞み込み……目に見える世界を両断した。
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「ぐッ……はぁ……はぁ……」

　呼吸を荒あらくしながら、ヒビキは膝を折った。

　刀を地面に突つき刺さし、支えにする。そうでもしなければ、身を起こしていることすらままならなかった。その刀も、やがて再封印が施ほどこされ、元の両刃の剣つるぎへと戻る。

「……ああクソ。らしくもなく派手に暴れすぎたか」

　斬撃の余波により砕くだかれ、地面に張っていた氷が空気中に巻きあがっている。

　砂すな煙けむりと結けつ晶しようが混ざり合い、一いつ切さいの見通しが利かない壮そう絶ぜつな景色。平和な丘きゆう陵りようの眺ながめなど、もはや見る影かげもなくなっていた。

「こりゃ一週間くらいの寝ねだめが必要だな。じゃないと労力との割に合わな────ふぬぅぐおッ!?」

「ヒビキ！」「兄さん！」

　ひとりごちていたところ、両側から挟はさまれるように何かが抱だきついてきた。

　駆かけつけてきたミルドとアニスが、そろぞれ必死な顔で膝をついていたヒビキに飛びついた。体力がほとんどなくなっていたヒビキは、なす術すべもなく二人に押し倒たおされる。

「生きてる!?　まさか死んでないわよね!?」

「大だい丈じよう夫ぶです、ミルドさんっ。もし死んでいたとしても、わたしが電気ショックなりなんなりで蘇そ生せいしてみせます！　確か、このポケットにとっておきが────」

「……お前ら。少しは怪け我が人を労いたわるって心こころ遣づかいがねえのか」

　ヒビキは半眼になってつっこむ。

「つーか、息が苦しッ……マジで死ぬ」

　抱きついてくる二人─────主にミルドの豊満な胸むな元もとが、ぎゅうぎゅうと顔面に押し付けられて窒ちつ息そく寸前だった。本人は必死で気づいていないし、いつもなら思う存分にこの感かん触しよくを楽しんでいるところだが、さすがに瀕ひん死し状態では地じ獄ごくでしかない。

　つぶやくヒビキの言葉を聞きつけたらしいアニスが、ハッと息を吞んだ。

「いけません、ミルドさん！　早く離はなれて！」

「アニスちゃん……ううぅぅ……」

「……って、あれ？　どうしたんですかミルドさん？　そんなに目を潤うるませて」

「うへえええんっ！　アニスちゃん、元に戻れて本当によかったよぉ！」

「もふぅっ!?」

　感かん極きわまったように叫んだミルドは、今度はアニスを胸に抱き寄せた。

「ミ、ミルドさん……くるしっ……巨きよ乳にゆうに圧殺されます……！　兄さん、助けて！」

「巨乳を敵視し続けた貧ひん乳にゆうが、最後は巨乳のせいで窒息か……因果だな」

「なにを哲てつ学がくぶっているんですか!?」

「アニスちゃあああああああああんっ！　アニスちゃんアニスちゃんアニスちゃん！　……もふもふもふもふ」

「ミルドさんもどさくさに紛まぎれてわたしの頭に顔をもふもふさせないでください！　ああもう！　放してくださーい！」

　賑にぎやかにやり取りをする二人を見て、ヒビキも安あん堵どする。

　いつもの日常。ちゃんと取り返すことができた。

　あとは────。

「ッ!?　に、兄さん！」

　そのとき、ミルドに抱かれていたアニスが愕然とした声を上げた。

　結晶が混じる、濃い煙えん幕まくの中。

　……燕えん尾び服ふくを着た青年が、右手から夥おびただしい量の血を流して抜け出してくる。

　ヒビキも思わず舌打ちを漏もらした。

「あの一瞬でギリギリ防ぎやがったか。つくづく化け物じみた身体能力してんな」

　予感はしていた。ヒビキが抜ばつ刀とうした刹那、この男は人体の限界を超こえたような尋じん常じようならざる動きで、手に持った氷の大たい剣けんを盾たてにしていたのだ。

　しかし……あの状態でまだ平然と立っていられるとは。

　氷刃に阻はばまれ、ヒビキ自身も万ばん全ぜんでなかったとはいえ、驚愕すべき打たれ強さである。

「必殺の一撃。あなたご自じ慢まんの芸はこんなもので終わりですか？」

「ああ、残念ながらな。とはいってもお前だって死にかけだぜ？」

「その程度で私が止まるとでも？」

「そんな甘いこと思っちゃいねえよ。……どっちかが死ぬまで斬きり合う。俺とテメェの関係は、たぶんそんなんだろ」

　ヒビキは鞘入りの聖剣を握ると、おもむろに立ち上がった。

　ミルドとアニスが共に戦せん慄りつしたように震ふるえあがる。

「あんた、まさかまだ……!?」

「ダメです、兄さん！　これ以上は本当に死んでしまいます！」

「心配すんな。無理をする気はねえよ。……だが、あちらさんも大人しく引っ込んでくれなさそうだからな」

　ヒビキが進み出たのを合図とするように、シュラークが手元に冷気を集めて氷の剣を作り出す。

　……互いに瀕死。しかし、その目に宿る敵意と闘とう志しはさらに激しく燃え上がっていた。

「死ぬ覚かく悟ごはできましたか？　別れを告げるだけの猶ゆう予よは与あたえてあげたつもりですが」

「アホくせぇ。テメェなんざのために命をかけてやるかよ。これ以上ボコボコにされるのがイヤだったら、大人しく下がりやがれ」

「ふざけたことを。冗じよう談だんならば死んでから好きなだけ言うといい」

「まあ、テメェならそう返すだろうな。だが……ご主人様からの命令ならどうだ？」

　訝いぶかしむように目を細めるシュラークに、ヒビキは顎あごをしゃくってみせた。

　シュラークの真上。

　全身真っ白の少女が空中を浮ふ遊ゆうしながら、二人の間に音もなく着地した。

「アイギール……ッ」

「シュラーク。もうやめよ」

　アイギールはシュラークを真正面から見据え、首を横に振った。

　シュラークは奥歯を嚙かんで彼女を見つめ返す。

「しかし。《晄こう核かく》の暴走が止まったとはいえ、あの化け物は《魔ダ力ス光ク》の一いつ端たんを掌しよう握あくする術を身につけました。むしろ、以前よりもさらに危険に────」

「危険。そうかもしれぬ。お主と同等にやり合う奴やつらの姿を見て、我も確信した。だが、危険であるからこそ…………なんと言っていたか、ニミルよ」

「っ……!?」

　咄とつ嗟さに気配を感じ取ったシュラークは、渋じゆう面めんを作って振ふり返る。

　そこに、ニコニコと朗ほがらかな笑えみを湛たたえた一人の女性が立っていた。

「────危険だからこそ。その力をこちら側に引き入れ、利用するしかない。私はそう提言しましたわ、女め神がみアイギール♪」

「ニミル＝アルト＝ミスクレシア……貴様……」

「シュラーク。今のあなたは、とてもあなたらしくないわ。いつものあなたの言葉を借りるなら『浅せん慮りよ』といったところかしら？」

　ニミルは小首を傾かしげると、ヒビキたちのほうへ一いち瞥べつを送った。

「《邪神シエイド》の《魔ダ力ス光ク》を操あやつり、女神の聖剣管理システムに容易にアクセスできてしまう。危険な力には違ちがいないけど、彼らにはこちらと敵対する意思はないように見えるわ。たとえば、あなたが不用意につつくようなことをしない限りはね？」

「…………」

「もちろん、《邪神シエイド》の力を公おおやけに認めるわけにはいかない。だから────彼らの処しよ遇ぐうをこれまでと同じに留とどめましょう。ここで下手に敵対して、もし取り逃にがしでもしたなら、もうあなた一人の責任では収まらなくなる」

「そのような失態はあり得ない。私の目にはあなたが奴らを庇かばっているようにしか見えませんね、第五神装都市代表」

「庇うも庇わないもないわ。彼らは私の学院の大事な生徒ですもの。……私はちゃんと筋の通った理り屈くつを示し、女神もそれを認めている。なのに、あなたが独断専行を貫つらぬき通すというなら、反逆者はむしろあなたのほうということになるけれど？」

　ニミルの鋭するどい一言に、シュラークは大きく目を見開いた。

「私が……女神の反逆者？」

　アイギールを振り返る。

　彼女は無言で首を横に振っていた。

　……「もうやめろ」と。ただその意思だけを伝えるように。

　シュラークはグッと奥歯を嚙むと、指で目め頭がしらをつまんだ。

　大きく息を吐はき、怒いかりと憤いきどおりを抑おさえるようにする。

「……いいでしょう。それが女神の意向ならば」

「うん♪　賢けん明めいな判断ね」

　冷たくニミルを一瞥すると、シュラークはヒビキたちに振り返った。

　ただならぬ殺気にアニスが少しだけ身を竦すくませる。彼女を守るようにして、ヒビキとミルドはそれぞれの得物を構えて対たい峙じした。

「今日のところは退ひきましょう。しかし、あなたたちの存在を許したわけではない。もし女神に害をなすようであれば……すぐにでも撃げき滅めつして差し上げます」

「上等だ。そんときはまた返り討うちにしてやるよ」

　不敵に告げたヒビキに、シュラークは鼻を鳴らす。

　彼が腕うでを振るうと、吹雪ふぶきが吹ふき荒あれた。

　その中に紛れるようにして姿を消す。

「うそ……あんな状態なのに、まだあの量の《魔ダ力ス光ク》を操れて……」

　愕然とするミルドとは逆に、ヒビキは大して驚おどろきもしなかった。

　……あの男、おそらくまだ実力の半分も解放していなかっただろう。剣聖としての昔の彼を知っているだけに、そう判断せざるを得ない。聖剣を解放できた自分程度で追い払はらえるならば、養父アレンも死ぬことはなかった……と。

　シュラークが去ったのを確かく認にんしてから、アイギールもフワリと宙に浮うきあがる。

「ニミル。あとの始末は任せる」

「りょーかい♪　まあ、今回は表おもて沙ざ汰たにはならなかったから後処理も楽で助かるわ。一部の敏さとい剣機士スレイプニール……アイシアとかには言い訳を考える必要がありそうだけど。まったく、誰だれかさんたちが相談もなしに勝手な行動を取ったせいで大変だわ～」

「う、うるさいっ。我のせいではないわ！」

　ばつが悪そうに告げたアイギールの体が、神こう々ごうしい《魔ダ力ス光ク》に包まれる。

　それを見たアニスが、慌あわてたように前に進み出た。

「アイギール！」

「……なんだ」

　呼びかけられたアイギールは、ひどく不ふ機き嫌げんそうにアニスを見下ろす。

　アニスは少し躊躇ためらうようにしてから、深く頷うなずいて。

「一応。お礼は言っておきます。あの男を止めてくれてありがとうございました」

「止める？　……ふん。そんなつもりは毛頭ないわ。我はただ、世界のために最善の選せん択たくをするまでのこと。貴様がまた暴走することがあれば、容よう赦しやなく排はい除じよする」

　言いながら、アイギールは目を逸そらす。

「だが……それでは少々つまらん。我は貴様らを認めるつもりはないが、我の意思を変えたいなら抗あらがってみせよ。徹てつ底てい的にな」

　アニスは驚いたように目を丸くし、ヒビキを振り返った。

　ヒビキは肩かたを竦めて、苦く笑しようを浮かべてみせる。

「どこまでも可愛かわいげのない小こ娘むすめだな」

「だ、誰が小娘だッ！　大体、我に認められたいならまずはその態度を改めて────！」

「ヤダね。俺にとっちゃ、お前はただの小娘だ」

　ヒビキはニヤリと笑って、アイギールを見上げた。

「世界がお前を崇あがめ、神の偶ぐう像ぞうとして盲もう目もく的に信しん奉ぽうするなら。世界の枠わく組ぐみに収まることができない俺は、クソ生意気な小娘であるお前自身だけを見る。……そのほうが、お前も気が楽だろ？」

　アイギールは息を詰つまらせるようにして黙だまり込んだ。

　言い返す言葉を探すように目を泳がせ、それでもうまい返しが思いつかなかったらしく、顔を赤くして悔くやしそうな表情をする。

「うううううううるさいのだ！　ばーか！」

　あっかんべーをした彼女は、光に包まれてその場から搔かき消えた。

　ヒビキは白けた半眼で、それを見送る。

「悪ガキか、あいつは……」

　呆あきれるようにつぶやいた瞬しゆん間かん、足元から力が抜ぬけて倒たおれた。

　アニスとミルドが悲鳴を上げて駆かけ寄る。

「ヒビキ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「兄さん、絶対に死ぬのはダメですよ！　とりあえず人工呼吸が必要ですか!?　必要ですねッ？　まったく仕方ないです、だらしない兄のためにわたしが────」

「余よ裕ゆうで息しとるわ、アホ」

　決意を固めたように顔を近づけてくるアニスの額をコチンと叩たたく。

　ミルドは顔を真っ赤にして「じ、じんこうこきゅー……ダメよ、兄妹きようだい同士で……な、ならあたしがやるしか……!?」とよくわからない妄もう想そうを膨ふくらませて身み悶もだえていた。

　そんなヒビキたちを眺ながめながら、ニミルがクスクスとおかしそうな笑いを漏もらす。

「あら～。人気者はあちこちから引っ張りだこで大変ねぇ、『無ゼ刃ロ』？　まあそんなあなただからこそ、厄やつ介かい事からも引っ張りだこなんでしょうけど♪」

　苦労をねぎらっているのか、それともバカにしているのか。

　腹立たしくはあるが言い返すこともできず、ヒビキは不ふ貞て腐くされたように仏ぶつ頂ちよう面づらをした。

「……うっせえ。ほっとけよ」







　　　エピローグ




　エンジンの轟ごう音おんを噴ふかせ、巨きよ大だいな航空機が都市の上空へと飛び立つ。

　第五神装都市、中央ターミナル────。

　都市機能の集まる中ちゆう枢すう区に存在し、航空施し設せつと一体となった建物である。

　第二神装都市代表シュラーク＝アグネヴァリアは、壁かべ一面に張られた強化ガラス越ごしに航空機が雲の向こう側へと消えるその様を見送る。

「……今ので、あなたの都市の住民の移送はすべて完かん了りようよ。たまたま今日の上空で観測される《魔ダ力ス光ク》濃のう度どが薄うすくて、本当によかったわ～。輸送車両とは速さも搭とう乗じよう可能人数も段だん違ちがいだもの♪」

　フッと、傍かたわらで同じように見送りをしていた女性が朗らかに告げた。

　シュラークは煩わずらわしそうに視線だけを横にずらす。

「そうですね」

「あら、冷たい反応。せっかく見送りにきてあげたのに、もっと優やさしく接してくれてもいいんじゃない？」

「あなたには都市代表としての自覚が足りない。あなたが動けば、それに随ずい伴はんして動かなければならない者たちがいる」

　シュラークはチラリと視線を背後に向ける。

　そこには自分の付き人である剣機士スレイプニールの双ふた子ご、それと距きよ離りを置くようにしてメイド服を着た女性が無言でたたずんでいた。

　二人の都市代表同様、彼女たちの間にはどこかピリピリとした空気感が漂ただよっている。

「あらら～。自覚したうえでの行動よ？　親交を深めるのを名目としたセレモニーの最後に、代表同士が見送りの一つもしないなんてそれこそギスギスじゃない」

「必要ない。あくまでも『名目』なので。ここにはマスメディアの立ち入りも禁止されていますし、体てい裁さいを取り繕つくろえたならばさっさと帰ったらどうです？　いつまでも隣となりに張り付かれては迷めい惑わくだ」

「つれないのねぇ。昔むかし馴な染じみの友達なのに」

「あなたと友人関係を結んだ記き憶おくは一いつ切さいありません」

　一通りの会話をして満足したのか、ニミルはゆっくりと背を向けた。

「わかりましたー、そこまで言うなら帰りますよーだ。私もこれから学院に戻もどって、対たい抗こう戦の代表者に対する任命式を行わなきゃいけないしね」

「対抗戦……。やはり、アレは出場を？」

「ええ。『無ゼ刃ロ』も、いち学生として出場するわ。若じやつ干かん反則っぽいとか思われそうだけど……まあ、聖せい剣けんが抜けないってハンデで許してね♪」

「構いません。我が都市の生徒が、あのような者に敗北するなど考えられない」

「へぇ。随ずい分ぶんな自信ね。自分はそんなにボロボロにされたのに？」

「…………」

　仏頂面で黙り込むシュラークの全身は包帯で巻かれていた。

　これで、公おおやけに対しは大おお真ま面じ目めに「転んだ」と言って済ませたのだから、彼も何気にずれている部分があると思う。

　ニミルはクスリと笑って、自分を待つアイシアのところへ歩いていった。

「対抗戦、楽しみにしてるわ。今年こそうちが勝つんだから♪」

　それだけ言い残し、ニミルはアイシアを連れてターミナルの出口へ姿を消した。

　見計らったように、シュラークの元へ剣機士スレイプニールの双子が近づいてくる。

「……シュラークさま。この度たびの件は非常にふがいなく思うと同時に」

「アナスタシア共々、どのような処しよ罰ばつも甘んじて受ける所存でございます」

「気にすることはありませんよ、アイリーン、アナスタシア。……それに、本来の目的は達成することができた。あちらも満足してくれるでしょう」

　言いながら、シュラークは腕時計で時刻を確認する。

　……もうすぐ自分たちを運ぶ航空機に乗り込まなければならない時間だった。シュラーク自身も望むところである。親交目的で訪おとずれたとはいえ、この都市には気に入らないものが多すぎた。できれば二度と立ち寄りたくはない。

　シュラークが搭乗口へ歩き出すと、双子も無言でついてきた。

　従業員による確認を顔パスで済ませ、ターミナルから飛行場へと出る。シュラークは吹きすさぶ風に目を細めながら、ふと、燕えん尾び服ふくの懐ふところから小型の通信機を取り出した。

　手早くボタンを押すと、あらかじめ設定していた連れん絡らく先さきへと発信する。

　通信機を耳にあて、コールすること数秒。

『────首しゆ尾びは』

　通話が繫つながるなり、低い男の声が不ぶ躾しつけにそれだけを告げた。

　相手の無礼な態度に眉まゆをひそめつつ、シュラークは事務的に応じる。

「滞とどこおりなく。彼女は覚かく醒せいし、己おのれのうちより湧わき出る《魔ダ力ス光ク》の一いつ端たんを掌しよう握あくした。まだほんの一ひと握にぎりでしかありませんが、成果としては充じゆう分ぶんでしょう？」

　早口に返したシュラークに、通話の相手はしばしの沈ちん黙もくののち、

『上々。現時点では最大の成果としておこう』

「できれば本体も回収しておきたかったのですがね。あの場にはニミルもいた。『無ゼ刃ロ』だけならば殺すのも他愛ないことですが、さすがに都市代表を手に掛かけるわけにもいかないでしょう」

　シュラークは吐はき捨てるように報告を済ませ、

「それよりも。この通信が傍ぼう受じゆされる可能性は？」

『……そのことか。問題ない。こちらでジャミングは行っている』

　神経質に訊たずねるシュラークに、男は低い笑い声をあげた。

『第二神装都市代表……いや、剣聖と呼んだほうがいいか。その君が、我々に手を貸していると知れれば、世界を揺ゆるがす大事だからな』

「……くだらない。どうやら勘かん違ちがいをしているようなので申し上げる」

　シュラークは鋭するどく目を眇すがめる。

「私が忠誠を誓ちかうのは、後にも先にも女め神がみアイギールのみです。あなた方とは、目的の一いつ致ちから一時的に手を組んでいるに過ぎない。そういう契けい約やくでしょう？」

『…………』

　男は押し黙る。

　そんな相手に、シュラークは嘲あざけるように笑い返した。

「なに。心配せずとも裏切りなどあり得ませんよ。私はあなた方《方舟の亡霊アーク・レイス》の理念、そしてその目的に加担する。立場は相あい容いれずとも、契約は絶対に守り抜く」

『……信じてもいいのだな？』

「もちろん。────私の目的はただ一つ。すべての始まりである七年前から、何一つとして変わっていない」

　心まで凍いてついているような、酷こく薄はくな笑えみ。

　シュラーク＝アグネヴァリアは、この世界のすべてを否定するように告げた。

「あの方を神の座から引きずり降ろし、世界を正しい在り方へと戻す。なによりも、あの方自身のために。たとえ、忌いまわしい化け物を真なる神へと仕立てあげようとも」
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　大型の航空機が、真っ青な空を横断していく。

　男子寮りようの屋根に寝ねそべりながら、ヒビキはそれとなくその光景を眺めていた。

　セレモニーも終しゆう了りようし、オレイアス聖徒学院はいつもの平へい穏おんな時間を取り戻していた。商業区でのお祭り騒さわぎも終わったため、賑にぎやかな空気が好きな者は少なからず寂さびしさを覚えているのではないかと思う。

　ヒビキ自身、そんな気持ちがないわけではなかった。

　だが、今はひとまず静かで平和な時間を楽しむ。

　騒がしさなんて、望んでいなくてもすぐにあちらからやってくるのだから────。




「────ああっ。こんなところにいた！」




　っと、不意に真下から声が響ひびいた。

　……噂うわさをすればなんとやら。半眼になったヒビキが視線を下ろすと、ツインテールの少女が屋根の上に上ってくるところだった。

「おかしい。アニスの探知機は全部排はい除じよしといたはずなんだけどな。どうして俺がここにいるとわかったんだ？」

「ま、まず疑うところが相当に病やんだ感じなんだけど……。まあ、単純な勘かんよ。あんたなら、なんとなく静かで人が寄り付かなさそうな場所にいそうと思っただけ」

「俺は猫ねこかなんかか」

　言うと、ヒビキは上半身を起こす。

　隣に来たミルドは、腰こしに手を当ててヒビキを見下ろす。

「っていうか、なにサボってんのよ。今日は全校集会で対抗戦の代表選手に対する任命式があるって言っておいたでしょ」

「……メンドイ。今は静かな場所でダラダラしていたい気分なんだ。代わりにお前が俺の分まで受けといてくれ」

「できるわけないでしょバカ！　ああもう、さっさと動きなさいよ！　時間がないんだから～～～～～～～っ!!」

「ぐええっ。わ、わかったから引っ張るな」

　躍やつ起きになったミルドは、襟えり元もとをグイグイと引いて騒ぎ立ててくる。

　ヒビキは大きく嘆たん息そくすると、仕方なく立ち上がった。

「チッ。形式ばったことは苦手なんだけどな」

「文句言わないの。アニスちゃんとイオも、もう礼拝堂にいるわ。みんなが見てる前なんだから、学院の代表として恥はずかしいことしないでよね」

「……よし。やっぱ欠席するわ」

「却きやつ下か！　ほら早く！」

　急せかすミルドに連れられて、ゆるゆると動き始める。

　っと、そのときだ。

　腕うでを引っ張っていたミルドの手がピタリと止まった。

　何かを思いつめたような表情になる彼女に、ヒビキは首をひねる。

「あ？　どうした？」

「……ヒビキ。あんたはやっぱり《聖機士オーデイン》を目指すの？」

　改めて問われ、ヒビキは怪け訝げんな顔をする。

　ミルドは振ふり返ると、真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめてきた。

「……今回のことでね。あたしは……あんたたちが世界全体から敵視されてるってことを、改めて再認にん識しきしたわ」

　豊満な胸むな元もとの前で、きゅっと拳こぶしが握にぎられる。

「女神さまも、剣聖も、広場に集まっていた多くの人も。《邪神シエイド》にまつわるもの……そのすべてを危険視して、恐こわがってる。たぶん、いざとなったら、お姉ちゃんでさえ完全な味方にはなってあげられない」

　ミルドは何かを思い出すようにブルブルと首を振る。

　……おそらく、今回のことで、彼女は彼女なりに変化を経験したのだと思う。姉であるニミルとの間に何があったのか、ヒビキはあえて問うことをしない。彼女の道は彼女が決める、それが最善だと考えているから。

「先のことは完全にはわからないけど。これからもたくさんの人が、あんたたちを否定するんだと思う。それはきっとすごい困難な道のりで……《聖機士オーデイン》になるのだって、あたしが想像しているのよりずっと……！」

「────アホ」

「ひゃう!?」

　切せつ羽ぱ詰つまったようなミルドの額に、ヒビキはコチンと軽く拳をあてた。

「な、なにすんのよ!?」

「いつもアニスに対してやってる気合入にゆう魂こん法だ。今日はお前が後ろ向きで面めん倒どうくさい感じになってたから、特別だぜ？」

「ふ、ふふふふふざけないでよッ。あたしは本気であんたを心配してあげて────」

「わかってるよ。あんがとな」

　おでこを押さえて顔を赤くしていたミルドは、意表を突つかれたように言葉を吞のんだ。

　そんな彼女に、ヒビキは不敵にほくそ笑んでやる。

「お前には関係ねえだろ……って、少し前の俺なら言ってたかもしれねえけど。お前の気持ち、今は素す直なおにありがたいと思う」

「なッ、なッ、なッ……！」

　不自然なほどに実直なヒビキに、ミルドは目を白黒とさせる。

「あんた、大だい丈じよう夫ぶ!?　熱でもあるの!?」

「ああン？　なんだその言い草は？　人がせっかく感謝してるっつーに」

「だ、だって……」

「だってもクソもあるか。……ったく、俺はお前にとことん信用ないのな」

　呆あきれつつも、ヒビキは不安げにするミルドの目を真っ向から見つめ返した。

「心配すんな。最初から世界全体を相手取ることは覚かく悟ごしてる。むしろ、今は当初よりも状じよう況きようが好転している感じだ」

「好転……？」

「お前やイオ。味方になってくれる仲間ができた」

　ミルドは大きく目を見開く。

　ヒビキはばつが悪そうな顔をして頭を搔かくと、「あー、やっぱ口に出すと寒いな」と白けた声で茶化した。

「今のナシ。忘れろ」

「……あんたねぇ」

「どちらにせよ、俺のやることは変わんねえよ。まずは対たい抗こう戦に出場して、シュラークの都市の聖せい剣けん使いどもを倒たおす。そんだけだ」

　難しいことを簡単に言うヒビキに、ミルドは心底呆れた顔をする。

　だが同時に、どこまでも彼らしい態度に少し安心したように息を吐いた。

「結局は本気ってことね……」

「ったりめぇだ。俺はいつだって本気の本気だ」

「どの口が言うのよ。……わかった。こうなったらとことんまで付き合ってやるわ」

　ミルドは屋根の縁へりに足をかけつつ、

「とにかく行くわよ。まずは対抗戦での勝利でしょ？　そのためには絶対に任命式に参加。いいわね？」

「……はいはい。りょーかい」

　この先に待ち受ける戦い。

　二人の聖剣使いはいつもの調子で言い合いをしつつ、その最初の一歩を共に踏ふみ出した。







　　　あとがき







　どうもです。小こ山やまタケルでございます。

　そんなこんなで『神装都市の無オ刃ー聖デ機イ士ン』二巻をお届けしました。

　あとがきから読む派ですという方のためにネタバレ等は避さけますが、作品のお話を封ふうじられてしまうと僕がここで何を書けばいいのかわからない迷宮に迷い込むことになるので、核かく心しんに触ふれない程度に少々……。

　今回のおおまかな内容としては、主人公との過去の因いん縁ねんを抱かかえた仇きゆう敵てきの登場……みたいな感じになっています。

　その仇敵にあたる新キャラ、シュラークは何気に作者のお気に入りだったりします。

　ライバルポジ＆クール系＆主人公と犬けん猿えんの仲────。

　最高じゃないですか!?

　加えて個人的に年上系のキャラが好きなこともあり、プロットを書く段階からテンションあげあげだったわけです。

　そんな胸からあふれ出んばかりの気持ちを延々と担当さまに語ったところ、




「もっと可愛い女の子とのふれあいを中心に書きましょうか（ニッコリ）」




　……で、ですよねー。

　物語の関係上、悪役的な立ち回りをするキャラというのは嫌きらわれやすいですが、書く側としては結構愛を込めていることが多かったりします。

　なにが言いたいのかというと、主要人物も悪役も脇わき役やくも含ふくめてみんな大好きだよ！　……ということです。そんな愛のこもった今巻。もちろん新キャラだけでなく、いつものキャラたちも色々な意味で大暴れしていますので、楽しんでいただければ幸いです。




　……謝辞のほうを。

　イラストのartumphアートアンフさま。複雑な武器のデザインを中心として、いつも無茶な注文ばかりをしてしまって申し訳ありません。今回もカッコいいと可愛いの両面から興奮必至なイラストの数々、ありがとうございます。

　担当のＳさま。毎度のことながら、たくさんご迷めい惑わくをおかけしました。いつもありがとうございます。書き手側として視野の狭せまくなりがちな僕に、読者視点でのアドバイス、とても助かっています。でも「面白いあとがきを書いてください」という無茶振ぶりや、「まあ小山さんらしくていいんじゃないですか？」みたいな意味深な感想は勘かん弁べんしてください。僕らしいってなんですか？　僕は担当さまにどんなキャラで見られているんですか!?

　そのほか、この作品を仕上げるにあたってご迷惑をおかけした関係者の方々に、お礼を申し上げます。ありがとうございます。

　最後に、この本を手に取ってくださったみなさま。

　本当にありがとうございます。

　まだまだ未熟な身ではありますが、みなさまからの「楽しい」「面白かった」という声がなによりも原動力となっております。もっともっと面白い物語をお届けできるよう、これからも全力で精進いたします。

　それでは、またどこかでお会いできることを願いつつ。
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